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    ひみつのおちゃかいのそのご


    



    



    　道ばたで豆まめ本ほんを拾ったのです。


    　豆本ってご存じでしょうか？　その名の通り、てのひらにおさまる程度の小さな本のことを言います。


    　単なる形容ではなく、こういったひとつの文化です。


    　実際に読むには不便ですがね。まあ、いいもんですよ。こういうものはね。


    　古風な革で装そう丁ていされた、小さな本。


    　小さな文字を目を凝こらして読んでいくと、数年をまたいで甦よみがえった記憶とともに深い衝撃を受けました。世の中とはなんとエキサイティングであることか。


    　その記憶は《学舎》の四級生だった頃の出来事なのですがね。


    　ようござんす（助手さんの話し方が少しうつっている）。


    　お話しいたしましょう。


    



    



    「我われ々われ、のばら会の目的は何かしら？」


    〈花先輩〉がテーブルの向こうから、意味深な問いを投げかけてきました。


    　彼女は《学舎》伝統の秘密倶ク楽ラ部ブのばら会の代表。ひとつ年上の五級生。


    　のばら会は秘密倶楽部。


    　誰もが入れるわけではないはずなのですが、なぜかわたしはあっさり加入を認められました。他に居場所もあるわけでなし、最近和解した悪友Ｙとともになんとはなしに入り浸っている現状です。


    「妖精のお茶会を探すことでは？」


    　わたしの答えに、先輩は静かに頭を振ります。


    「ノンノンノン。確かにそれは倶楽部の最終目的ではあるけれど、それだけではないのね」


    「では、メンバー同士の交流を深めること？」


    「イエス。さてそのためには何が必要かしら？」


    「……お茶とお菓子でしょうかね」


    　要するに遠回しな催さい促そくかしらん、と結論しかかったわたしの前に、先輩は冊子を放り出します。


    「もちろんそれらも大切なのだけど、今日の本題はこれね」


    　手作りの小冊子。題字には『のばらだより』とありますが。


    「のばら会の文集？」


    「正解」


    　こんなものを作っていたとは知りませんでした。ぺらぺらめくっていきます。


    　メンバーのそれぞれが持ち寄った原稿を一冊にまとめたもののようです。


    「いかがかしら、我わが会の文集は」


    「素そ朴ぼくな手作りの感じがします」


    「うまく褒ほめたわね。その通り。しょせんはアマチュアの手による素人しろうと仕事なの」


    「……文集というものはえてしてそういうものではないかと思います」


    「伝統あるのばら会の出すもの、と考えると物足りないのよねえ」


    　高い理想にも困ったものです。


    　でも確かに秘密倶ク楽ラ部ブの文集としては、この冊子はいささか素朴すぎました。


    　日々の出来事、文学作品の感想、ちょっとした小説作品。牧歌的内容。


    「ということで新人さん。原稿書いてくれない？」


    〈花先輩〉の言葉が、わたしのプライドをいたく刺激します。


    「……わたしなどにその資格があるでしょうか」


    「あなたは読書家だし、充分にその資格が──」


    「わかりましたお引き受けします」


    「…………決断力がおありね」
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    　呆あきれられてしまった。恥ずかしい。


    　だとしてもしかし、文学に関わる。それは胸躍る体験。


    「おかげさまで次の文集、いつもよりすこしだけ厚くできそうね」


    



    



    　で、書きました。


    



    



    『翻ほん案あん古典童話シリーズ　〝ビジネス的に読み解く〟星の銀貨』


    



    



    　昔々あるところに、たいそう貧しい娘さんがおりました。


    　貧しいといってもいろいろありますが、少女の貧困は親の不在が原因でした。


    　唯ゆい一いつの財産と言えるものは、身につけた衣服くらいのもので、住む家すらありません。


    　その日食べるものにも事欠く有様で、だから少女はいつもお腹なかをすかせていました。


    　そこに、Ｙという情け容よう赦しやの無い女が通りかかり、少女をさげすみました。


    「おや、なんてみすぼらしい娘だ。貴族である私にはとても考えられない境遇だよ。よし、このパンを施ほどこしてあげよう。私の食べさしだけどね、フフフ」


    　Ｙはパンを投げつけ、笑いながら去って行きました。


    　これで少女は一切れのパンを手にすることができました。


    「とてもみじめだけど、構わないわ。何もないよりずっとマシ」


    　いざという時、このパンでほんの少し命を繫つなぐことができるでしょう。


    　少女は貧しいながらも、強くたくましく生きていたのです。


    「生き延びて、いつかケーキというものを食べてみたいわ」


    　そんな風に前向きに考えながら、少女は道を歩いていきます。


    　すると、そこへ貧乏人が出てきました。


    「お腹が減ってしょうがないんだ。何か食べ物はないだろうか？」


    　少女はこの申し出を断ろうと考えました。


    　だけど少しだけ考えて、持っていたパンを貧乏人にやってしまうことにしました。


    「ありがたい、だけどいいのかい？　何もお礼はできないが」


    「それはいつかあなたが裕福になってから返してください。あなたに神のめぐみがありますように」


    　と言って少女は再び歩き出しました。


    　そしてまたしばらく歩いて行くと、今度は道ばたにうずくまって震ふるえている子供に出会いました。


    　こんな寒い夜に、子供は上着も身につけていませんでした。


    「寒くて死にそうです。着るものはあまっていませんか？」


    　少女も余分な着物など持っていません。


    　だけど少女は、自分が着ていた上着を脱いで、子供に差し出したのです。


    「あたたかい……でも僕は何もお礼の品を持っていません」


    「ぼうやがいつか大きくなったら、働いて得たもののうちからいくらか返してくれればいいんですよ」


    　子供は何度もお礼を口にして、去っていきました。


    　少女は良いことをしたなあと思い、上着こそ失いましたが、心にあたたかいものが満ちるのを感じずにはいられませんでした。


    　さて、森に向かってさらに進んでいくと、今度はほとんど裸の女の子と遭そう遇ぐうします。


    「どうしてこんな森で、裸で立っているんですか？」


    「服がないから、恥ずかしくて街には行けないんです。もし服があったら、いただけませんか？」


    　女の子は悲しそうな声で言いました。


    　さすがに迷いましたが、少女は求めに応じて、着ているものをみな女の子にやってしまいました。


    「これは大助かりです。でも私はあなたに一枚の銀貨も支払えませんが」


    「あなたが大人になって、豊かな暮らしを手に入れたら、その時に支払ってください」


    「なんていい人でしょう。ありがとうございます」


    　女の子は服を着込むと、うきうきと街に向かって走り去りました。


    　こうして少女は全ての持ち物を失い、人ひと気けのない森にひとり残されてしまいました。


    　こうなってしまったらもうのたれ死ぬしかないのでしょうか？


    　いいえ、そうはなりませんでした。


    　たちまち夜空に輝く星々が、銀貨へと変わって少女のまわりに落ちてきたのです。それは途方もない数でした。神様は少女を見捨てなかったのです。しかも、いつの間にか上等の服を身にまとってもいました。


    　こうして少女は大金持ちになったのです。


    　数年後、『時事』という名の有名なニュース雑誌の表紙を少女は飾ることになりました。そのインタビューで、貧乏だった少女はどのようにして成功したのかをこう語りました。


    「困っている人間がいたら、惜しみなくものを提供するんです」


    「それは無む償しようで、ということですか？」


    　すかさずインタビュアーが質問を挟はさみました。


    「その通りです。最初は無償で提供します。しかしこの時に長期のロイヤリティー契約を結びます。相手がいつか収入を得た際に、こちらにもいくらかが入るという内容の契約です」


    　実は今まで、子供が読むことを考慮して描写をはぶいていたのですが、少女が誰かにものをあげる時、必ず間に代書人を立てて契約書を交わすようにしていたのです。将来、助けた相手が収入を得たら、そのうちの５％を少女に支払う、という内容の契約です。


    　たいへんな数字です。


    　わずかな初期投資で、生涯にわたる不労所得が得られるのです。


    　少女はその後、こうした契約を何百人との間に結びました。


    　貧乏人相手とはいえそれだけ種をまけば、芽が出るものも出てきます。


    　命を繫つないでやがて仕事を見つけ、なんとか不自由のない生活にありついた者たちは、少女に対し一生の支払い義務を負うのです。


    　砂漠での水一滴には黄金の価値があると言います。


    　貧しい時代のパンひとかけも、まったく同様です。


    　もしあのパンを自分で食べてしまっていたなら、腹は満ちても大きなリターンは得られなかったはずです。一時を我が慢まんして投資することが、大きな勝利に繫がるのです。


    　そう考えると、最後の銀貨が降ってくるシーン、あの不可解な奇跡が、何を暗示しているのかが理解できるようになります。


    　そう。星の銀貨とは、莫ばく大だいな富や高い地位のことなのです。


    　そしてそれは、決して手の届かないものではありません。あなたの勇敢な選択次第で、星の方から降ってくることがあるのです。


    　危機的状況に陥おちいった相手に無む償しようで施ほどこし、相手の一生分の収入に対しロイヤリティを設定するという画期的ビジネスも、その方法の一つだったというわけです。


    「重要なのは、お金を稼ぐことではありません。お金が入る仕組みを作ることなんです」


    　少女は高級葉巻をふかしながら、インタビュアーに答えました。


    　そしてその後は、資産を運用したり租税回避地を活用したりして、いつまでもいつまでも（逮捕されるまでは）富裕層として幸せに暮らしましたとさ。


    　めでたしめでたし。


    



    



    ★★☆☆☆　夢がなさすぎるョ……


    投稿者　花先輩


    ふぇぇぇん。内容が世せ知ち辛がらすぎて泣いてます！


    我われ々われのようなオトゥメは砂糖菓子のような甘い物語を所望じゃ～。


    出来そのものはなかなか良いと思うの。こういうの好きな人もいると思うの。


    でもおねーさんはショック受けたさ……。


    



    



    ★★★☆☆　ハッピーエンドなのにしょっぱい


    投稿者　魔ま女じよ先輩


    作者は夢を見るのがお嫌きらいなのかな？


    現実はえてして苦いものだけど、[image: ]作においても苦いとはこれいかに。


    苦いの好きか。コーヒーはブラックに限るのか。


    おともに心の角砂糖をいくつか用意してから読むことをおすすめしたい。


    



    



    ★★★★★　わかる人にはわかる珠しゆ玉ぎよくの名作


    投稿者　巻き毛


    実際は★10個です。


    確かに他の方がおっしゃるように、厳しい面も多少はある作品です。


    でも、だからといって同じような物語ばかりでも芸がないと思います。


    こういう内容の童話があっても良いと思いますし、数は少ないですけれど理解者はきっといるはずです。どこかに。


    本作は大人向けの童話なんです。


    大人っぽくて格好良いと思います。


    素す敵てきです。


    



    



    ★☆☆☆☆　ある意味、面白いっちゃ面白いけどサ（笑）


    投稿者　悪友


    [image: ]作ってのはさあ、読者に夢を与えないとダメだろー。


    



    



    　……というような感想を読んだ人たちからはいただきました。


    　平均点こそ★３に届きそうですが、不自然な擁よう護ごが一件あるので実質は……。


    　わたし、立つ瀬なし子ちゃんですね。


    　納得できなかったので、レビューをしてくれたうちのひとりに対し、文化的決けつ闘とうを挑いどむことにしました。


    



    



    【悪友　さんのレビューコメント（トピックの全投稿を表示）】


    



    通りすがりさんのコメント：


    あなたのレビューを拝読しましたが、少々決めつけが過ぎるように感じました。


    必ずしも全ての童話が夢を与える必要はないとわたしは思います。


    わたしにはこの作品はなかなかの野心作だと感じます。


    あなたの批評は適切ではありません。


    



    悪友さんのコメント：


    お、作者かな？


    



    通りすがりさんのコメント：


    ち、違いますよっ。い、一読者です。


    



    悪友さんのコメント：


    ……ふうん。ま、いいけど。


    たいそうなご意見だけど、読んでハッピーになれないってのは無条件でダメだろ。


    



    通りすがりさんのコメント：


    そんなことないです。暗い結末の童話もたくさんあります。


    



    悪友さんのコメント：


    あったとしても、そういうのは評価されないから。


    



    通りすがりさんのコメント：


    されてますよ。本当に優れた作品は、ちゃんと時代を超えて残ります。


    



    悪友さんのコメント：


    でも本当に優れた作品とやらは、大衆は楽しめないんだろ？


    



    通りすがりさんのコメント：


    それは読み手の問題でしょうに。読む側に教養が欠けつ如じよしていたら、そりゃ楽しめない作品はいくらでもありますよ。


    



    悪友さんのコメント：


    あー出た、サベツ的発言。教養がない奴にはこの作品の良さはわからないって？　そんな理り屈くつこねたらどんな駄だ作さく書いても自己正当化できちゃうってことに気付きなよ。そういう風に教養振りかざして人を見下すような奴をスノッブっつうんだい。


    



    「スノッブとは聞き捨てならないですねっ」


    　怒りのあまり、ばん、とテーブルを叩たたきます。


    　目の前の席には悪友Ｙが傲ごう然ぜんたる態度でふんぞりかえっております。


    「だって教養がないと自分の作品は評価できないって言うわけだろ？　スノッブじゃん」


    　スノッブ。


    　言われたくない言葉、ベスト３に余裕で入ります。


    　でも興奮して言い返しても、相手の思うつぼ。


    　冷静に返さねばならぬ局面……。


    「違いますよ。実際の童話はあまりにもご都合主義すぎますので、わたしなりの解かい釈しやくで納得しやすいよう修正を加えただけです。これはユーモアなんですよ。理解しようと思えば誰にだって理解できます。しかし否定しようと思えばまた誰にでも否定できるのがユーモアというものなのですよ」


    「必死だな！」


    　Ｙがせせら笑いました。


    　それでこう、なんといいますか、ムキーッという状態に陥おちいりまして、つい手が出ました。若さが悪い。


    「この唐とう変へん木ぼく！」


    「元ほうき頭！」


    　激しい格闘戦が繰り広げられたそうです。
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    「……いろいろな意見はあったけど、これを載せないとページが埋まらないの。だから掲載です、決定！」


    　保健室から戻ってきたわたしに、編集主幹である〈花先輩〉が言いました。


    　やったー掲載です。


    　……と素直に喜んでおきましょう。このわたしとていつまでもお子様ではありません。


    　実際のところ文集の〆切はもう間近というのが、判断の決め手です。


    　実力での掲載とはならなかったこと、残念です。


    　が、そういう理り不ふ尽じんすら受け止める。それが大人の女です。


    「ひとまず掲載しておいて、あとは読者の判断に委ゆだねるわね。……すごい批判とか来るかもだけど」


    　問題作扱いですよ。もうひとがんばりしたら焚ふん書しよされちゃうかもです。


    　それはそれで栄えい誉よかも知れません。歴史に名前を残せそうですからね。


    「ちなみに、他のメンバーの原稿ってのはないんでしょうか？」


    　パラパラとゲラをチェックしながら、小説作品を載せているのがわたしだけであることに気付きました。


    「……みんな、落としたのよ」


    「自分は原稿を落としておきながら、人の作品に対してあのレビューとは」


    「そして原稿を落としたばかりか、校了日が近づくにつれて姿を見せなくなったの……」


    「切ないことですね」


    　そこへいくと編集を手伝っておられる〈ＡＢ先輩〉などは、悪あく辣らつな風評被害を垂れ流すでもなく、原稿は書かずとも編集は手伝うことで義理を果たしておいででさすがです。処世術とはこういうもの。


    「全ページ、確認です」「会長、刷りますね～」


    〈ＡＢ先輩〉が原稿を印刷機にかけて、大量に刷りはじめました。


    「小説が一本だけだと、目立ってしまいませんかね……」


    「しかも問題作」


    「そう言われると、自分の文才がおそろしくなってきました。民衆には少々刺激が強すぎたかも知れないですね……」


    「けっこう自己評価高いのねあなた……」


    「過去記事の再録ばかりの文集にあって、新作というのはなんだか悪目立ちの気配がします」


    「再録といっても百年前とか二百年前とか場合によっては千年前とかの再録だから新作も同然だわ」


    「考えると、苦労して翻ほん案あんせずとも拝借し放題でしたね」


    　過去のデータを自分の[image: ]作だと偽いつわって発表する。


    　先人のお手柄、全部いただき。骨折りなし。


    　どうしてやらなかった、わたし。


    「まあ、先のような痛つう烈れつな酷こく評ひようをされなければ今回はよしとします」


    「読者の感受性に期待しましょう」


    〈花先輩〉は微ほほ笑えみました。


    　とは言え不安と期待があいまって、わたしは重い息を漏もらしてしまうのでした。


    　作品を世に出すとは、気楽なものではありませんね。


    　何はともあれのばら会の文集『のばらだより』は、秘密倶ク楽ラ部ブらしくひっそりと発行され、こっそりと市場（校内）に流通したのでした。


    　感想は意外なところからやってきました。


    



    



    「文集を拝読したが、君の作品が面白かった。たいへんに良かった」


    　廊下をぼけっと歩いていると校長先生にそう声をかけられたため、大いにうろたえます。


    「コホン……よくあちこちに隠した文集を発見できましたね、校長先生」


    　やっと落ち着いて、それだけの言葉を返します。


    　なにぶん秘密倶楽部の文集ですから、おおっぴらには配りません。


    　あちこちに隠して、自然に発見されるのを待つのがならわしということで、刷った三〇冊の文集の中には、なかなかに手の込んだ隠し方をしたものもあります。


    「のばらだよりの流通経路にはこの数十年、変化と工夫がないようだから、実にたやすく見つけられるのだよ。一番てっとりばやいのは図書室で、既刊号がおさめられた棚には常に最新号も入荷されておるでね」


    「……それはそれは」


    「確かに星の銀貨は童話の中では隙すきのある作品だから、こういう解かい釈しやくが入り込む余地があったわけだ。愉快なものを読ませてもらったよ。素晴らしい才能だ」


    　そういった褒ほめ方をされたのなんて生まれてはじめてで、とっさに言葉を返すことすらできません。校長先生はまだ話しやすい方なのに……。


    「他の教師たちもみなこれはおもしろいと言っていたよ」


    　うっ、教師陣に回し読みされたっぽい！


    　その中には語学の先生もいるわけで、急に恥ずかしくなってきます。


    「……ただあれだの、これは心の煤すすけた者にしか受けんな」


    「え？」


    「純真な若者には受けが悪かろう。そのかわり、酸すいも甘いもたんと嚙かみ分けた大人には、この味わいが理解できるはずだよ」


    　喜んで良いのかどうか。


    　同世代に受けないというのは、ちと悲しいところです。


    　しかしそうですか、道理で……。


    「ということでだね、こういうものを好みそうな年配の友人に心当たりがたんとあるから、文集を複写して郵送しておいてあげよう。五〇〇人くらいに送ってあげよう。ほっほっほ」


    「わあ、そんなに拡散されると困りますナア！」


    「いいじゃないかね。日記でもあるまいに。文章は人に読まれるためにあるものだよ。こんな時代に若者がなかなかおもしろいものを書いた。責任もって世界に広めてやるのが教育者としての務めというものだよ」


    「そんな世界規模の読者は想定していなかったので重圧に耐えかねます」


    「五〇〇人のそれぞれの人脈を考えると、さらに広まってもしかすると三〇〇〇人くらいに読まれることになるかもしれんよ」


    「さらに恥ずかしいです。批判が行き過ぎて憎にくまれてしまうことが恐ろしいです」


    「大丈夫だろうよ。本名ではなくペンネームの〈わたし〉を用いているわけだから。個人情報は特定されんはずだよ。秘密倶ク楽ラ部ブだし」


    　……実はうちは『そんなに秘密でもない秘密倶楽部』なんですよね。文集の在あり処かもあっさり露ろ見けんしてるし。


    「ファンレターとか来たりするかもしれんよ」


    「困ります」


    「人生相談とかされたりね」


    「当方小娘なんですが」


    「実はもう配布を手配してしまった。今頃、全国各地に郵送されておる」


    「ひえぇぇぇ！」


    　わたしの人生ってこういう時すでに遅しのパターンが多い気がします。


    



    



    『のばらだより』は増刷に次ぐ増刷で累計五〇〇〇部という快挙を成し、おおむね冷静な性格であるはずの我わが平常心を破壊しました。


    「どうか読まれませんように。もし読まれてもあまり酷こく評ひようされませんように」


    　不特定多数に文章を読まれることのプレッシャーに、わたしは苦しみました。


    　増刷といっても大変でした。


    　会の小さな印刷機ではとうてい間に合わず、〈学舎〉の大型機械を借りて製本することになりました。それも一日で終わるはずもなく、連日おおわらわ。一週間くらい記憶らしい記憶もなく、ひたすら肉体労働の日々を過ごしました。


    　おかげで不安も吹っ切れました。


    「どんな酷評でも受けて立ちます」


    　そう豪ごう語ごして部屋の中央でふんぞりかえっていたのですが、予想を超えるものがやってきました。


    「お菓子ちゃん。オテマミが届いたわよ」


    〈花先輩〉が一通の手紙を手にやって来ました。


    「どこからの手紙でしょうか？」


    「……海の向こうからみたい」


    「心当たりないですよ」


    「読みなされ」


    「ではさっそく」


    　手紙は文集の感想でした。


    「ほー。やったね。どうだって？」


    　わたしは先輩の顔を見つめます。


    「……面白いそうです。よく書けてるって。若者の文芸活動を応援しますって」


    「ほほう、あの作品は年配の方には受けが良かったのね。良かったじゃない！」


    「ええ、まあ、はい……」


    　まあ、嬉うれしいものではありました。手厳しい反応を覚悟していた分、とても。


    「お菓子ちゃんに手紙と差し入れが送られて来たよ～」


    　そんな時、〈魔ま女じよ先輩〉が顔を見せて、二通目の封書を差し出しました。


    　わたしと〈花先輩〉は顔を見合わせます。
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    「いやー、お菓子ちゃんの大手柄にはおねーさんびっくりしました」


    〈花先輩〉がなんだかやたらと雅みやびな扇を振るいながら言いました。


    　こちらの雅な扇、倶ク楽ラ部ブへの贈り物。


    　厳密にはわたし宛あてですが。


    「三〇部そこそこがいきなり五〇〇〇部だもんねえ」


    〈魔女先輩〉は唐とう三さん彩さいの馬の置き場所を調整していました。


    　こちらの置物も、わたし宛の贈り物です。


    「さすがはお姉さんです。こんなにたくさんの茶葉、とても飲みきれないです！」


    〈巻き毛〉は大量の茶葉缶を棚に詰める仕事をずっとしており、なお収まりきらずに余った缶をとうとう廊下に運び出しているところでした。


    　こちらの紅茶缶。わたしへの差し入れです。


    　大変な事態でした。


    　美術品、書物、飲食物……大量の物品が室内を埋め尽つくそうとしていました。


    「そういえば校長先生のお友だちって教育関係者とか卒業生が多いものね。在校生の頑張りにはそりゃ甘くもなるわよね」


    「にしてもこれは甘すぎる。孫を甘やかすおじいちゃんみたい」


    「……大騒ぎになってしまって申し訳ございませんです、先輩がた」


    　まさか本当に五〇〇人から五〇〇〇人へと鼠ねずみ算ざん式しきに膨ふくれあがるとは。


    　年配者の人脈恐るべし。


    「また差し入れが来たぞー」


    　扉を蹴けり開けるようにしてＹがやってきました。


    「もう置き場所ないですよ……」


    「今度のはとても小さい。だけどちょっとおかしくて……差出人が不明」


    「え？　どこからの荷？」


    「それも不明。今朝、校舎の入り口のところに置いてあったんだそうで」


    　荷はてのひらサイズの小包でした。


    　宛あて先さきは『のばらかいさま』とあるだけで、他には何も書かれていません。


    　中身は豆まめ本ほんが五冊ほど。


    「お、送り状が同封してある」


    　Ｙがやはりてのひらサイズの小さな手紙を開き、読み上げます。。


    「えー……いつもそこはかとなくおせわになってまーす。このたびあなたさまの『ほしのぎんか』をかってにじょうし（上梓）させていただきましたので、ごほーこくもうしあげー……って何だい、こりゃ？」


    「勝手に上梓したというのは、この豆本のこと？」


    　小包の中身は、豆本が五冊。


    　なかなかしっかりしたつくりで、下手へたしたらわたしどもの文集より技術レベルが高いです。


    　で、その内容がなんとわたしの書いた星の銀貨そのまま。


    「……これ、誰が何の目的で？」


    「さあ」


    　Ｙは肩をすくめました。


    　世界のどこかに、わたしの改変童話を気に入った人たちがいて、その人たちはとても高い印刷技術を有していて、それで豆本を（おそらく大量に）刷って著者であるわたしに献本を送ってきた……ということになるのでしょうが。


    　どこの、誰が？


    



    



    　……ということで現代に戻ります。


    　思い返せば、その後、文集が出るたびに新作の翻ほん案あん童話を書いたのでした。


    　そしてそのたびに、勝手に上梓された豆本が献本として送られてきました。


    　当時はどこの誰がそんなことをしたのか、まったく想像もできませんでした。


    　今だったらたやすくできます。


    「そういうことだったわけですか」


    　わたしが拾った豆まめ本ほんは、『看板の竜』という題の作品で、モチーフは『屛びよう風ぶの虎』という実在する古典作品です。


    　彼らの間で、わたしの書いた童話が出回っていて、ごっこ遊びのネタとして定番化しているだなんて……まさかそんなことはないと思いたいところです。わたし、悪目立ちするのは嫌きらいですから。


    　でもたとえばグリム童話は、グリム兄弟が編へん纂さんしたということで歴史的に有名ですよね。


    　下手へたしたら、わたしも変なふうに有名になっていたりするんでしょうか？


    「そんな形で歴史に名前、残したくない！」


    　全てが過去のこととなってしまった今、そう願うばかりです。
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    じしょう未来人さんについてのおぼえがき


    



    



    　クスノキの里は最近、大予言ブーム。


    　人は皆、予言とか占いが好き。


    　天気で、血液型で、星座で、その他ありとあらゆる機会と現象に基づいて、人は行く末の吉きつ凶きようを問おうとするのです。


    　そんな大予言が、このクスノキではなんと自動販売機で買える。


    　未来のこと、全部わかる。


    　なんというファビュラスかつ先進的な技術革新なのでしょう。本当に素晴らしくそしてまた微ほほ笑えましい……なんて思うわけがなかろう。


    「調査してまいりましたぜ」


    　助手さんに調べてきてもらいましたぜ。


    　左記、調査結果まとめ。


    



    



    ・予言装置は夕方、限られた時間帯だけ用いることができる


    



    ・そのため人が殺到している


    



    ・予言自体の的中率は高くない？


    



    ・機械使用料としては食料品や雑貨類を要求


    



    



    　楽で良いですね。人を使うのって。


    「それにしても意外。妖精さんが作った予言装置で的中率は一〇〇％！　世界はメチャクチャになってます、くらいの報告は覚悟してたんですが」


    「それについては……」


    　予言については当たっていると言う人もいればそうでもないと感じる人もいるとのことで、評価が定まらない……とのことでした。


    「妖精さんのしわざではないんでしょうか？」


    「ぬれぎぬ、きときますか？」


    「何の前まえ触ぶれもなく」


    　会話に反応して、卓上にひとり湧わいて出てきました。


    　そしてこういうことを言っている以上、妖精さんは今回無関係なのかも、と思いました。


    　自分で調べに行くことにしましょうか。


    



    



    　夕方、仕事帰りに予言装置を見に中央広場に立ち寄りました。


    　大勢の人々が行列を作っていて、その先頭は小こ径みちの奥に消えています。


    　先頭まではどのくらい並んでいるのかと小径をのぞいてみると、想像をはるかに超える行列に気が遠くなりました。先頭が見えません。


    　気が遠くなると気が変わるのがわたしという人間です。


    「レンネットください。ひとり暮らしなので、その小袋のやつ」


    「あいよ。チーズを作るんだよね？　ミルクはいらないの？」


    「ミルクは配達してもらえるので」


    　行列に並びたくないあまり買い物を優先してしまった。


    「おそろしい……なんでこんな行列にみんな平気で並べるの？」


    　並んで順番が来るまで、一時間くらいかかりそうなんですけど。


    　並んでいる人たちはちっとも嫌いやそうではなく、楽しげに談笑をしたり、本を読んだりして、皆うきうきと順番待ちをしていました。


    「よげんがもくてきちゃう、ならぶのがもくてきなのー」


    　胸ポケットの妖精さんが言いました。


    「主しゆ客かく転てん倒とうと言いますねそれは」


    「ながれ、きてるからー」


    「流れねえ……」


    　流行の波に乗らないと時代においてかれるのでしょうか。でも波に乗るということは、沖合で溺でき死しするということです。


    「わたし、とてもこんなの並んでられないです」


    　届けてもらえばいいんです。配達最強ですよ配達。


    「さすが、くすのきいちばんのおとりよせくいーん」


    「……人は皆、自宅にいながらにしてものを入手する権利があるんです」


    　今日のところは諦あきらめて帰宅しようかと考えていると。


    「あ、先生。おこんばんはー」


    　うろうろしていたわたしに、行列に並んでいたＫさんが声をかけてきたのです。


    「けっこうミーハーなんですね、Ｋさん」


    「半分は仕事なんですよ」


    　のほほんと言います。


    「ああ……〝黒服の男たち〟業務なんですかこれ」


    　国連の情報機関所属であるＫさんは特殊工作員です。


    　情報機関はかつてはスパイとか特殊工作を行う組織でしたが、お察しの通り仕事がなさすぎて変質を余よ儀ぎなくされました。


    　今では……なんでしょうね？


    　わたしの見聞きする範囲ですと、里の人々の声に耳を傾けたり（諜ちよう報ほう活動）、住人の人口調査をしたり（諜報活動）、大工仕事を手伝ったり（特殊工作活動）、手芸や図画工作の教室を開いたり（特殊工作活動）しているようです。


    　特に一流エージェントであるＫさんの工作の腕前はちょっと人間離れしていて、本気を出すと刺し繡しゆうでメモが取れます。すごいことです。


    　工作員の恰かつ好こうは、伝統的に黒服と定められているみたいです。


    　だからクスノキには今でも、黒服の男女が多数目もく撃げきされます。


    　黒服さんたちは遠い昔には、空飛ぶ円えん盤ばんを目撃したと吹ふい聴ちようするうかつな市民のもとを訪れては、


    『そらとぶえんばん、こっかきみつなり。しゃべっちゃだめこちゃん。これ、くちどめりょうのろりぽっぷ』


    『うわーい、わかりまー！』


    　という具合に口封じをすることもあったとか。えらいこっちゃ。


    「確かに予言ですもんね。黒服としては調査しなきゃですよね」


    「といっても半分は好奇心ですけど、うふふ」


    　この時、わたしの脳裏に悪あく魔まのアイデアが閃ひらめきます。


    「……予言の結果が出たら見せてくださいます？」


    「いいですよ～」


    「ありがとうございます。夕食をご用意して待ってます」


    　人を使う。これに尽つきました。


    　どうせ物事の後半には自分で苦労する事になるんだから（今までの人生で培つちかった経験則的諦てい念ねん）、序盤はばんばん人に頼るくらいでちょうどいいのかなと。


    　あとは夕暮れを待つばかり。


    



    



    「予言の結果なんですけど、こんなものが出たようです」


    　夕方、Ｋさんが我わが家を訪れたので、一緒に夕食をとりました。


    　約束通り予言の結果を持ってきてくれたのです。


    　それは短冊状の紙片で、細かい文字がびっしりと印字されていました。


    



    



    あなたは人から好かれたいと思っているが、今の自分には欠点があるとも感じている


    あなたは自分のルールに従って生きているが、それが正しいのか時々不安になる


    あなたは愛あい想そが良い性格だが、遠慮がちな面もある


    また、あなたは時に非現実的な妄想にふけることがある


    



    【そんなあなたへの予言はコチラ！】


    



    突然の雨が地上の安息を損なうだろう


    それは大いなる災わざわいの予兆でもある


    太陽が四〇度沈まぬうちにはあなたは死ぬことはない


    その前後に、マルスは幸福に支配するだろう
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    　Ｋさんとの夕食を楽しむ。


    　メニューはえんどう豆スープ、[image: ]たらのムニエル、デザートのアイスクリーム。パンとチーズ。Ｋさんがラタトゥイユを一ひと瓶びん持参してくれました。たいへんおいしゅうございました。


    「あい、すくりーむ」「ほしー」「ほしすぎて、さけびたい」


    　妖精さんたちにはそれぞれ一ひと匙さじ分のアイスクリーム。


    　にぎやかな夕食でした。


    　食後、改めて予言内容を検討しました。


    「内容はともかくとして、出力装置で打ち出したものですね」


    　文字は手描きではなく機械出力です。


    「はい。据え置き型の機械でした。血液型とかを係員の人に伝えて、占い自体は機械が」


    「前半が人物評価、後半が予言という構成のようですね。この前半、どう思いました？」


    「読んでるとなんとなく当たってるなあ、という気分になりますね。うふふ」


    　……のんきな人。


    「申し訳ないんですけど、巧こう妙みような手口ですよこれは」


    「え、巧妙？」


    「まず前半の四行なんですが、誰にでも当てはまる内容に思えます……意図的にそういう言葉を選んでいるような」


    「そう言われてみるとそんな気もしますけど」


    「何でしたっけね、確か心理学でナントカ効果とか言うものです」


    「ばーなむこうか」


    　調味料容器の陰から顔を出した妖精さんが、言うだけ言ってすぐ引っ込みます。


    　そう、バーナム効果。


    「この前半四行については、誰にでも当てはまるようなものになってます。だからほとんどの人が、これを読んだら自分のことを正確に言い当ててると錯さつ覚かくしてしまいますね」


    「ははあ、そういうものですか」


    「前半でなんとなく当たってる感じに分析をしてみせて、後半の予言部分の信しん憑ぴよう性せいを高めてるんじゃないでしょうか」


    「その後半の予言はどうなんでしょう？」


    「四行詩みたいになってるんですけど、どうとでも取れるような内容だし、最後の一行、マルスのくだりにいたってはかのノストラダムスの大予言のパクリになってます。有ゆう償しようなんですよねこれ？」


    「はい。オペレーターの方に物資を渡して、それで一回使用できます」


    「じゃ詐さ欺ぎです」


    「まあ。私、詐欺られてしまったんですか」


    　さほど深刻そうでもない様子でＫさんが言いました。


    「被害額はいかほどで？」


    「ジャガイモ三つです先生」


    「それは大変でしたね。お気を落とされないよう」


    「気の落としようがない気がします」


    　ひとりひとりの被害は小さくとも、あれだけ行列ができているわけですから、積もり積もって食うに困ることはなくなるはず。


    　インチキな予言で物品を集める詐さ欺ぎ師。


    「どうしようかしら、この件……」


    　妖精さんが絡からんでいないなら管かん轄かつ外がいということになりますが。


    「もしかするとうちの管轄かも知れないんですが、そうなった場合、先生のところに協力要請が行くと思いますよ」


    「…………」


    　まさしくその通りでした。


    　責任ある立場になると、逃げにくくなることも増えますね。


    「……仕方ない、自分で並びますか！」


    



    



    　行列に並び始めて、予言装置に辿たどり着くまで小一時間かかりました。


    　……疲れた。


    　ちょうどわたしで本日分の行列は打ち切られたので、最後の利用者となります。


    「ようこそ大預言の館やかたへ」


    　路地裏にのびた袋ふくろ小こう路じの奥に、薄暗く妖あやしい、ただならぬ空間がありました。


    　まず目を引くのは、かなり大きめの天幕。


    　遊牧民族が使うような、分厚い布製の住居にもなるようなやつ。


    　そんなものに、あの有名なプロビデンスの目（ただし手描き）やら数珠じゆず（ただし手彫り）やら水すい晶しよう玉だま（ただしガラス玉）やらのオカルティックなシンボルがちりばめられ、妖しくも雑然とした怪波動を放っておりますぞ。


    「迷える子羊の方ですね？　まずは寄付の品をお願いします」


    　天幕のかたわらに立つ修道服の女性が、厳おごそかな作り声で金品を要求してきました。


    「んま、あなたはシスターですか？」


    「いや、これはたまたまあったものを着ているだけで……特にシスターというわけではないわ」


    　さっきまでの厳かな口調ではなく、素すの受け答えでした。


    　よく見たら修道服はツギハギだらけの古着でした。つまり私服。


    「……ん、ツギハギ？」


    　そんな人、どっかにいたような？


    　ご尊顔が気になりましたが、ベールで顔を隠していました。


    「ドレスや装飾品など価値の高い寄付なら二回、生活必需品なら一回、予言装置をお使いいただけます」


    　彼女は再び厳おごそかな声を作ってシステマティックに代価を要求してきました。


    　わたしは持参してきた玉たま葱ねぎをおずおずと差し出しました。


    「では予言装置を一回ご使用いただけます」


    　なぜか古いコインを一枚手渡され、天幕の中に入るよう促うながされます。


    　やっとこ予言装置とご対面。


    　にぶい光が足下だけに沈ちん殿でんする薄暗い天幕の中心に、大きな機械装置がぼんやりと浮かび上がっていました。おお、これこそ巷ちまたで噂うわさの予言装置様ならん、ありがたやありがたや。といった宗教体験に打たれるにはわたしは小こ賢ざかしすぎたようです。


    　例えるならかつて人類によって生み出されし清涼飲料水の自動販売機に似た機械です。いや、もう、ほぼ完全に、間違いなく、自動販売機……。


    　再利用？


    　つまり今は使われなくなったこのコインを用いて作動させるわけです。


    　スリットから投入し、たくさんあるボタンの一つをプッシュ。がっこん、と音がして、取り出し口から缶が転がり出てきます。


    「缶の中身が予言ペーパーなんだ……」


    　どれどれ。見てみましょう。


    



    



    あなたは自分を大切にしているが、時には人のために労することを厭いとわない


    あなたは人と話すことには価値があると思っているが、自分の時間も大事に思っている


    あなたには物事を現実的に受け容いれる力があるが、同時にそのことで傷つく繊せん細さいさも持ち合わせる


    あなたは人から好かれたいと思っているが、自分には欠点があるとも感じている


    



    【そんなあなたへの予言はコチラ！】


    



    丘から叫び声があがるとき、大きな秘密が暴かれる


    おびただしい人々が悲劇に涙するはずだ


    太陽が四〇度沈まぬうちにはあなたは死ぬことはない


    その前後に、マルスは幸福に支配するだろう


    



    



    　ランダム出力だからって適当かましすぎじゃないですかね？


    　あらかじめ用意された無数のそれっぽいメッセージを、適当に組み合わせて出力してるだけのもの。こんなんちょっとプログラム齧かじった人間ならちゃちゃっと組めちゃいます。しかもバリエーションも乏とぼしいようで、Ｋさんがもらった内容と一部重ちよう複ふくしてるし……。


    　こういうようなものを一般的にはかように呼びます。


    「……詐さ欺ぎなのでは？」


    　天幕の裏でサンドイッチを齧っていたツギハギさんにクレームをつけました。


    「ごほっ、ごほっ！」


    　激しく咳き込み、頭ず巾きんが地面に落ちました。素顔があらわになります。


    「あれえ？　あなた救貧院の人なんじゃないの？」


    　彼女はぎくりと身を強こわばらせます。


    「せ、先生……その節はどーも……」


    　救貧院に住んでらした牧師様が亡くなって、そのあとに最年長だった彼女が取り仕切るようになったという話でしたっけ。


    「その後、暮らしぶりはいかがですか？」
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    「あいもかわらず、たいへん苦しいですね……」


    「あれ？　でも確か何らかの理由で改善したんでしたっけ？」


    「あっ、そう！　肉には不自由しなくなって……」


    「……だったらどうしてこんな詐さ欺ぎ行為を働く必要が？」


    　ツギハギさんの目がくわっと見開かれました。


    　彼女は素早くわたしの手に何かを押し込んできました。


    「先生！　このこと、どうかご内密にできないかしら？」


    　これはまさか、オリエンタル思想における伝説の交渉術、ヤマブキスイーツ？


    　……そうか、ついにわたしも贈ぞう賄わいを持ちかけられるほどのお役人様になれたのだなあとホクホクしつつ握らされたものを確認しますと。


    　……プチトマト。


    「いらんですよ、こんなもん」


    　即食べでした。


    　即食べ。指先でプチトマトを持ち、てのひらの付け根あたりを叩たたく反動でカタパルト的に口こう腔こうに放り込むキッズ好みの荒技。


    「わあ、貴重な生野菜を！　まあ、いいんだけど……収しゆう賄わいは成立ね」


    　しまった。


    　即食べしたので賄わい賂ろを受け取ったことになってしまった。


    　こんな自分でも栽培できるようなもので……不覚。


    「つまりどういうことなんですかね」


    「えーと、だから、救貧院は貧しいので、副業で糊こ口こうを凌しのいでいるというわけで……兄弟たちを食べさせるために……」


    　どことなく歯切れの悪い言い方をします。


    　怪しいです。


    「しかしこれはダーティービジネス。詐欺ではないですか」


    「そ、それは……」


    「まあその分、妖精たちのいたずらではないということで管かん轄かつ外がいにはなるんですが。事情くらいは把は握あくしときたいもんです。全部話してくれたら大事にはならないかも」


    　わたしの含みある言葉にツギハギさんはしばらく葛かつ藤とうがあったようですが、やがてがっくりと両肩を落としたのです。


    



    



    　全てを白状するから救貧院に来てくれと請こわれ、わたしは現地を訪れました。


    　わたしの知る救貧院というのはボロっちい旧教会だったのですが、まったく別次元のものがそびえ立っていて度ど肝ぎもを抜かれました。


    「立派な建物が……建こん立りゆうされている」


    　慎つつましやかに暮らす救貧院の人々、という一般的イメージからはかけ離れた、金色の御ご殿てんがボロ教会にかわってそこに居座っていました。


    　それは昔〈学舎〉で読んだ『妖あやしい宗教団体の総本山写真集』で見た施設群を思い起こさせます。ギラギラのヌラヌラで、ペカペカした感じです。わかってもらえますかね。


    「……生活がちょっと楽になりはじめた頃、次は雨あま漏もりからグッバイしようとして、人を頼んで建て直してみたらこんなことになったの。大工さんたちに元の建物は教会だったという話をしたら、じゃあ宗教っぽくすればいいね、ってノリで……」


    「宗派違いますよねこれ。仏像みたいのあるし」


    　しかし仏像そのものでもないといういい加減さ。


    「住み心地ごこちは最高だから……。雨漏りしないし広いしたまに懺ざん悔げに来て食べ物置いていく人がいるし、良いことずくめ」


    「良かった探しが捗はかどりますね……」


    　大予言で一発逆転。すごい話。


    　建物の内外では子供たちが走り回っていました。


    「子供の数、だいぶ増えたんじゃないですか？」


    「前は八人だったけど、今は三〇人以上。なまじ養える余力があると、どういうわけか増えていくのよね」


    　捨て猫いくらでも飼えます、なんて宣言したらみんな捨てに来ますよ、そりゃ。


    「これだけの子供を養うのは、確かに大変ですね」


    　ちょっぴり同情的になってしまう、教師経験もあるわたし。


    「さすがにここまで増えると、天からの授かりものだけで養うのは大変で……」


    　なるほど。だからダーティビジネス参入と。


    　貧困は犯罪を産むんです。


    「子供だから畑仕事もそんなできないし。ということで、あれが例の子」


    　ツギハギさんが敷地のある一角を指さしました。


    　そこには物語の魔ま女じよのように頭から外がい套とうをかぶった、小柄な少女が佇たたずんでいます。


    「あの子が、うちの予言者」


    　わたしは少女に近づいて、顔を覗のぞき込みました。


    　向こうもこちらの顔をにらみつけてきます。


    「こんにちは、予言者さん。はじめまして」


    　こちらから挨あい拶さつをしてみました。すると、


    「さいなら！」


    　……これはまたあまのじゃくだぞう。相当な覚悟をもって臨まねばならないと、わたしの本能が叫んでおりました。


    



    



    　予言者の年齢は一〇歳。


    　救貧院では新しん参ざん者もので、親はなく、今までは民間キャラバン隊に住み込みで働いていたということでしたが、解かい雇こされて院に預けられたという経けい緯いとのこと。


    「あたしが予言装置の設計者。崇すう拝はいするがいい」


    　くすんだ金髪に、そばかすの残る顔立ち。頭からフードをかぶった魔ま女じよ風スタイル。


    　……占いとかに絶賛ハマり中の女の子です。


    「崇拝は自分より優れた相手にしかしないようにしてるんです」


    「愚ぐ物ぶつ！」


    　まるで会話が成立しません。


    　普通、一〇歳ってもっと大人ですよ。


    「解雇理由はこの性格と見ました」


    「そうなの。建て直す時、この子を引き取るかわりに、大勢の大工さんたちを優先的に紹介してもらえたってわけ」


    　そんな裏取引が……。


    　キャラバンの方でも、この子をそれだけ持てあましていた、ということになるんでしょう。ちょっと可か哀わい相そうな気もします。


    「設計したと言ってましたけど、自動販売機を修しゆう繕ぜんしただけでしょう？」


    「この子、コンピューターがちょっといじれる。それで予言プログラムを組んで、何千枚も印刷した予言ペーパーをみんなで缶に詰めたの。最初はちょっとしたくじ感覚で売り込もうとしたんだけど……やたら流は行やってしまって」


    　褒ほめられたと思ったのか、予言者さんは胸を張ります。


    「まいった？　崇拝する？」


    「崇拝とは求めるものにあらず。自然に得るもの。わかりましたか、小さな予言者さん」


    「違う！」


    「何が違うの」


    「予言者でなく未来人」


    　言い聞かせるように言われてしまいました。


    　ミライジン。未来人。


    「あなたは未来から来た人だと？」


    　少女は胸を張ります。


    「その通り」


    　日頃妖精さんとのシニックなトークを楽しむわたしですが、未来人の存在をつるっと受け容いれることはとても難しいと感じました。


    「仮に未来から来たとして、何年先から？」


    「それはわからん。でも超未来」


    「タイムマシンか何かで来たとでも？」


    「それもわからん。でも未来人」


    　救いを求めてツギハギさんの顔を見やると、彼女も助けて欲しそうな顔をしていました。


    　持てあましている。ハッキリとわかります。


    「……先生、この子ずっと同じことを言い続けてる。自分は正確には予言をしてるんじゃない。未来のことを伝えてるだけだって」


    「ああ、そういう設定ですか……」


    　救貧院の厳しい食糧事情は予言ブームで解消できた。


    　だけどその発ほつ起き人にんであり功労者でもある少女は、とにかく気難しく対話が難しい。


    　どう扱って良いのか年長者であるツギハギさんにもわからない。


    　そういう図式なのでしょう。


    　未来人さんは、敵意にみちた瞳ひとみでわたしを見上げると、ビッと人差し指を突きつけてきました。


    「三日後、そなたは苦しんで死ぬであろう！」


    



    



    「……生きてるし」


    　四日目、生存していたわたしです。


    　爽さわやかな朝でした。


    「予言とは確かなものにあらず」


    　未来人の少女、わたしの中で〝自称〟未来人へと降格。


    　そして時同じく、予言ブームにも陰かげりが見え始めました。


    　その理由のひとつは、的中率の低さ。


    　どうとでも受け取れる曖あい昧まいな予言。解かい釈しやくによっては人の生死すら覆くつがえってしまう。


    　読み解いている間は楽しくとも、いったん魔ま法ほうが解けると途端に醒さめてしまう。


    　予言とはそういうものでした。


    　よっぽどセンセーショナルな予言を的中させればブーム持続もあったと思うのですが、そうはならず。


    　人々の関心が別の流は行やりに移ろうのは当然のことでありました。


    　あの路地裏を見に行ったのですが、すでに天幕は撤去されていて、もともとここに打ち捨てられていた自動販売機だけが残されていました。


    　貴重な電源ユニットはしっかり抜き取られていて、もうパネルを押しても機械は反応することはありません。


    　人心が惑わされることがないのであれば、本件はほとんど自然解決したと言っても良いでしょう。


    　少しだけ消化不良気味ですが、わたしの仕事はこれでおしまい。


    　……だといいなあ。


    



    



    「ねえ妖精さん、過去に行くことは難しいですよね？」


    　ある時ふと訊たずねてみたことです。


    　卓上ペン立てを務めていた妖精さんが、抱えていたペンを置き、答えてくれました。


    「ほん、よむのは？」


    　なるほど読書とは常に過去の追体験かも知れませんが、わたしが言ってるのはそういうことじゃなくて。


    「読書以外で、どうしても過去に行きたいとしたら？」


    「ばなな？」


    「タイムバナナ以外で」


    　あのバナナはかなりてっとりばやい手段のようで、この手の質問をすると頻ひん繁ぱんにバナナ回答が返ってきますね。


    「……かなりやっかいかなー」


    　妖精さんがここまで言うのは珍めずらしい。


    　やっぱり時間移動って難しいんですね。


    「じゃあ質問を逆にして、未来に行くのは？」


    「いきてれば、つねに、じどうてきに、みらいですぞ？」


    　哲学か。


    「跳ちよう躍やくできませんか跳躍。時間跳躍！」


    「……れーとーすいみんとか？」


    「冷凍以外」


    　妖精さんは黙だまり込んでしまいました。


    「ばななはなんどまでゆるされますか？」


    　バナナはおやつに含まれますかみたいな言い方でした。


    「もう不許可」


    　妖精さんは腕組み、考え込みます。


    「しょーじきもうせば、むずですな」


    「生身での時間移動でなくてもいいですよ。意識だけタイムリープするのはどうでしょう」


    「……それもむずーい」


    　意識だけ跳ちよう躍やくするのでも厳しいですか。


    「時間の壁って分厚いなあ」


    「じくうぱいせんが、すごくいやがるので」


    「パイセン……」


    　ともかく時間遡そ航こう者しやなどそうそういないと考えるべきですね。


    　でもあの少女に、噓うそをついている気配はないのです。


    　結論はひとつしか思いつきません。


    　自分を未来人だと信じ切っている。つまり妄想。


    　妄想を抱えたまま生きていく。


    　……後味悪い。
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    　事務所にツギハギさんがやって来たのは、年長者としての義務感からでした。


    「あの子が家出してしまったわ」


    「んまっ、たいへん！」


    「子供たちの間で言い争いになって、ほら、あんな性格だもんだから。先生みたいなマイウェイな人にはわかってもらえないでしょうけど……」


    「よくわかりますがね」


    　あの性格では、誰とでも喧けん嘩かできるはず。


    「ずっと捜してるんだけど見つからなくて……事情知ってる先生に助けてもらえないかと」


    「家出したのはいつですか？」


    「一昨日……」


    　もう野宿生活に入っちゃってましたか。


    「どこかに行くとして、心当たりはありますか？」


    「地元の子じゃないからわからないわ。屋敷の周囲はもう何度も見回ってるし……まさか森に入ったんじゃあ……？　ああ、また良くなかったこと探しがぶり返しちゃうわ！」


    「たぶん里のどこかにいると思いますよ」


    「そうなの？　どうして？」


    「推理です。彼女は予言に自信を持っていたから、聞かせる相手が大勢いる場所に行こうって思うんじゃないですかね。少なくとも一度は成功体験があるわけだし」


    「あ、そうか……」


    「といっても今の里は広いですからね。うちの事務所で捜してみますよ。あなたは院で子供たちの世話をしていてくださいな」


    　ツギハギさんはうるんだ目で立ち上がりました。


    「ありがとう先生、お願いします。……でもあの子、戻って来ても居場所あるか心配だわ」


    　それはまったくの同感。


    



    



    　中央広場の一角に、辻つじ占いが座っています。


    「占いのお代はいかほど？」


    　小さな机の向こうに座っている女の子が顔を上げました。


    「占いじゃなくて辻予言……あっ、こないだの愚ぐ物ぶつ」


    「こんばんは。繁はん盛じようしてないみたいですね」


    　彼女を発見してからしばらく見守っていたのですが、これだけの人通りがありながら利用する客はほとんどいませんでした。


    「愚民は予言の価値をわからない！」


    「ブームが過ぎたんですよ。もう予言じゃないんです」


    「じゃ何!?」


    　わたしは広場を示します。そこに次の流行事がありました。


    　大勢の人々が、とある見み世せ物ものに夢中になっています。


    「あれは？」


    「あれは……スプーン曲げの見世物です」


    　今からこのスプーンを触ふれずに曲げてみせまーす！


    　客引きの掛け声に、大衆は万ばん雷らいの拍手を送ります。


    「最高に盛り上がってるみたいですね、あっちは」


    「あああああ……」


    　そう。時代はまさに超能力ブームなのでした。


    「こっちは見世物じゃなくて未来なのにーっ！」


    「的中率が低すぎるんですよ、予言にしては」


    　自称未来人さんはわなわなと震ふるえていました。


    　だけどいかなる反論の言葉を思いつくこともできず、やがてがっくりと肩を落とします。


    「聞きましたよ。トラブルを起こして家出したんですって？」


    「……あいつら、予言を信じないから」


    　当たらない予言を信じる人はいないでしょうからね。


    「家出して、その間寝泊まりはどうしてたんですか？」


    　女の子は無言。


    「食べ物は？」


    　女の子は無言。


    　そのかわり、お腹なかの音がぐうと鳴りました。


    「……うああ」


    「まともに眠れてないし、食べてないでしょう。格好、かなりみすぼらしくなってますよ」


    　わたしは持って来たサンドイッチの包みを放りました。


    「食べ物だ！」


    　少女はサンドイッチに飛びつき、一いつ瞬しゆんでたいらげます。


    「施ほどこしの礼に予言したげる。そなたは明後日あさつてまでには死ぬであろう」


    「もう外れとるんですよその予言は」


    　包み紙に残ったパン粉まで口に流し込むと、未来人さんは荷物をまとめはじめました。


    「どこに行くつもりです？」


    「救貧院には戻りたくない。去る」


    「行くあては？　近くの人里までどれだけ距離があると思ってるんです？」


    「……」


    　なさそうでした。


    「どうしても院に戻れないというなら、しばらくうちにおいでなさい。仕事を手伝ってくれるなら、最低限文化的な衣食住は保障しますよ」


    「……どうして？」


    「まだあなたが本当の未来人ではないと証明できないからです。もしかすると本物かも知れない。本当の未来人ならいろいろ聞きたいことがあります」


    　そう言うと、少女は今までにないほど明るく表情を輝かせたのです。


    



    



    「誰、この子？」


    「預かりました。彼女は未来人さんです。しばらく世話します」


    「また酔すい狂きようなことして。よーやる」


    　Ｙは他ひ人と事ごとのように言いました。


    　彼女の子供を見る目は、野生動物を見るそれとだいたい同じ。


    　そういうの、子供自身にはけっこう伝わるものです。


    　未来人はＹを指さし、言いはなちました。


    「そなたは四日後に死ぬであろう」


    「何をー!?」


    　今日からしばらく、事務所が賑にぎやかになります。
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    　未来人さんの仕事ぶりは、意外にも実に堅実なものでした。


    「はいコーヒー」「紅茶」「掃除終わった」「書類ってこれでいいの？」「届けてきた」「これ所長にって預かってる」「次の仕事は何？」


    　……びっくりするくらい普通に手伝い仕事ができました。


    　そうか、キャラバン暮らしが長かったんだっけ。


    　言いつけられる仕事には慣れているのも頷けました。


    　その一方で、時に。


    「せ、先生～。また怪文書が出回ってるんですよ～。フォントを調べると出力できる印刷機がこちらの事務所にしかない型みたいなんですけど～」


    　というような悪戯いたずらまがいの予言書をばらまいて、Ｋさんを泣かしたりするのも彼女でした。


    「怪文書違う。予言書。クスノキの里の滅めつ亡ぼうを予言したもの」


    　と胸を張る未来人さん。


    「もうすでに一回滅亡してるんですがね……」


    　まったく新しん参ざん者ものはこれだから。


    「恐れおののけ！」


    「聞きなさいよ……」


    　そもそもどうして未来人なのか。


    　わたしは、それは少女期のまやかしだと思っていました。


    　つまり……キャラ設定だと。


    　そう思うにも根こん拠きよがありました。


    「どうして未来人なんですか？」


    　いつだか、そういった問いかけをしたことがありました。


    　暗に「どうして未来人設定を選んだの？　宇宙人でも超能力者でも良かったでしょうに」という含みのあるイジワルな質問だったかも知れません。


    　でも常に設定まみれの女の子から本心を引っ張り出すには、こういう機会も必要だと思ったんです。そうしたら、


    「でもあたし、本当に未来を知ってるんだけど……」


    　自分は未来人であるという強固な信仰。あたかも自明の真実であるかのような口振りに、少し戸惑います。


    　彼女は本当に自分を未来人だと信じている。


    　だけど、その未来についての話をせがんでも、


    「……何も思い出せない。間違いなくあたしは未来から来たはずだけど」


    「肉体ごと未来から過去に来たの？　それとも意識だけ？」


    　どちらも物語ではよくあるパターンです。


    「……わからない。どっちなんだろう……」


    「過去の記憶はあるんでしょ？　民間キャラバンで孤児として働いていた時の」


    「それはあるけど、昔のことって、感覚的にこれから体験するだろう出来事って感じがする」


    「昔のことはこれから体験する？」


    「そして、未来のことはすでに体験したこと……みたいな感じ。だけどその未来のことは思い出せないわけ」


    「脳みその錯さつ覚かく説というのはどうでしょうね？」


    　未来人さんは椅い子すを蹴け立たてて立ち上がりました。


    「絶対、絶対、あたし未来から来てる！　それは間違いないの！　証拠がないだけで……」


    　そして尻すぼみに言葉を濁にごして、花がしおれるように椅子に座り込みました。


    　確信はあろうが未来の確実なビジョンはない。


    　その思いが昂こうじて予言に手を出すのでしょうが、曖あい昧まいで適当なことしか言えない。


    　あまりにも熱心に同じ主張を繰り返すものだから、わたしも調べてみたのです。


    　時間遡そ航こうについて。


    　その技術的な可能性。人類がかつて科学的に達成できたことなのかどうか。


    　やれワームホールとか、量子的泡だとか、親殺しのパラドクスとか、この手の問題で出てくるようなキーワードはひととおり当たったつもりです（プチモニ検索）。


    　結論として……やっぱりタイムトラベルはけっこう難しい。


    　そう言うほかありませんなあ。


    「妖精さん、ワームホールを作ってください」


    「あーん」


    「妖精さん、時間を操りたいです」


    「あーん」


    「妖精さん、タイムマシン」


    「あーん」


    　一応言うだけ言ってみた結果です。


    　未来人発言は妄想。そう考えるのが、一番現実的なわけです。


    　思春期の少女が時にハマる、オカルトへの傾けい倒とう。よっぽど説得力がありますし、そうであってくれれば楽なのにと願いました。


    　でもまあ、本人がそう言っているのでね。


    　無む下げに否定することはやめて、彼女を未来から来た人として扱うことにしました。


    　といっても、具体的に何が変わるわけでもないんですけど。


    



    



    「ねえ先生。あたし、救貧院に帰る」


    　数か月もして、唐とう突とつに未来人さんは宣言しました。


    「あっちも忙しい時期だし、そろそろ手伝わなきゃ」


    「……それは良いことだと思いますけど」


    「それにもうじき、あたしはいなくなるわけだし、やっぱり最後の時くらいはみんなと過ごしてみようと思うの。あんな悪ガキたちでも、兄弟姉妹なわけだし」


    「は？　最後の時って何？」


    「そんな気がするの。だからそろそろ大人に〝戻らな〟きゃ」


    　まるで夢から覚めたような、諦あきらめたような物言いです。


    　まさか自分の死を予感している、とか？


    「健康に不安があるんですか？」


    「そういうのとは違くて……」


    「健康診断、行ってきなさい」


    　嫌いやがる彼女を説き伏せて、強引に診療所に連れて行きましたが、健康状態にまったく問題なしでした。


    「先生、今までお世話様」


    「まあ……たまには遊びに来なさい」


    「未来で良ければ」


    　意味深な言葉を残して、院に戻っていきました。


    



    



    　未来人さんが救貧院に戻った翌日、ツギハギさんが事務所を訪れました。


    「先生、あの子が無事戻ってきたからご報告。お世話になったからこれ、お礼の品」


    「あら、また結構なものを」


    「お、ローストチキンまるごと？　豪ごう勢せいじゃない。あんがとさん」


    　目的もなく事務所に居残ってだらだら過ごしていたＹが、贈り物だけを受け取ると弾むような足取りで事務所の奥に消えていきました。


    　……今回は何も貢献してない分ぶん際ざいで。


    「先生。あの子、戻ってきてからまったく予言しなくなったわ。仕事も真ま面じ目めに手伝うようになって、別人みたい。いったいどんな魔ま法ほうを使ったの？」


    「それが特に何もしてないんですよ」


    「びっくりするくらい、普通の子になっちゃって……」


    　そうですか。未来人さんは現代人になりましたか。


    「強しいて言えば、未来人発言を否定しないようにはしました」


    　彼女の態度が少しずつでも軟化しはじめたのは、それからだったような気もします。


    「ああ、そういうこと」


    　ツギハギさんが感じ入ったように頷きます。


    「でも戻ることを決めたのは、本人なりの決断みたいですよ。なんだか気性の激しい人が、病気で亡くなる一週間前には人が変わったようになるみたいな雰ふん囲い気きでしたけど」


    「あ、今そんな感じ。ケンカしてた子供とも仲直りしたりして」


    「でも健康なんですよ。もりもり食べてたし」


    「はしかが治って、大人になった……ってことかしら？」


    「未来人うんぬんをはしかと見なすなら、まだ治ってはいないかも……」


    　口には出さないだけで、本心ではどう思っていたのか。


    　ともかく未来人さんは無事に現代人さんへと成長だか後退だかして、ひとりの人間として強くたくましく生きていきました……と書くと美談みたいですね。


    　まあ、めでたしめでたし、であると。


    　……ああ、煮え切らない話でしょう？


    　実はこの話、続きがあるんですよ。実に長期間にわたる……。


    



    



    　さて。


    　未来人さんとわたしは、それからたいへん長い付き合いをすることになりました。


    　後に救貧院の正式な職員となった彼女は、精力的に現実（現在）世界の仕事に励むようになりました。


    　里親を探したり、逆に孤児を引き取ったり、チャリティーを企画したり、バザーの呼びかけを行ったりしました。


    　やがて彼女が結婚してからも、出産してからも、老いてからも、そうした生活習慣は変わることがありませんでした。


    　まさしくバリバリと仕事に生きる様を、わたしもまた見守っていくことになったのです。


    　長い時が流れました。


    　もう誰も、彼女が予言者だったことなど忘れ去ってしまいました。そのくらいの時が流れました。


    　若い頃は、誰だってもやもやと未来のことを思い描くものです。


    　ですがやがては、過去を振り返ることが多くなっていきます。以前の出来事を味わい深く思い出したり、自分の通った道筋を愉快な気分で辿たどったり、そうしたことが増えていきます。


    　人間はいつだって自分にとってもっとも明るい時期に目を向けます。


    　若い頃はそれが未来なのであり、老いた頃には逆に過去となるわけです。


    　明るく楽しい記憶かどうかはわかりませんが、長い付き合いになったこともあり、ミシェール（彼女の本名です）の未来人時代のことをわたしは折に触ふれて思い出しました。


    　ずっと気がかりだったのです。


    　人はもっとも明るい時代に目を向ける。


    　ある時、唐とう突とつにわたしはこの発想に行き当たりました。


    　大人になり、自身の育児はおろか子供たちの結婚までも見届けた頃のミシェールは、予言にも未来にもまったく興味を失ったかのようでした。


    　そんな彼女に、わたしはふとした思いつきを告げたことがあります。一度だけ。


    「……ねえ、唐突なのだけれど。もしかして」


    　公園の、ギリシャ風の東あずま屋やにふたりで座って、お茶をゆっくりと飲んでいた時のことでした。彼女はわたしに皺しわの刻まれた顔を向けました。その時の顔を今でもよく覚えています。


    「あなたの意識というのは、普通の人間とは逆に、未来から過去に向かって主観的に進行しているのじゃないかしら？」


    　ミシェールは目をいくらか見開き、驚いたような顔をした……ように見えました。


    「肉体の移動でも、意識の跳ちよう躍やくでもない。感覚的に未来から過去に向かって進んでいく……この場合、戻っていく、かしら……精神的なものとして。未来情報を過去に送ることは難しいことだから、あなたは未来の体験を思い出すことはできない。時空の壁がそれを阻はばんでしまう。ただ現在進行していく、過去に〝進んで〟いく感覚だけがあるため、自然と自分を未来人だと考える。どうかしら、この考えでは？」


    　彼女は喜き怒ど哀あい楽らくのいずれにも分類できないような顔でわたしをじっと見つめています。


    　その内側で、感情の大きなうねりがあることをわたしは直感しました。


    「あくまで主観的なもので、錯さつ覚かくかも知れない。でも本人としては間違いなく、過去未来が逆転してるように感じる。時間は保護されたまま、閉曲線は生じず、矛む盾じゆんは何一つ発生しない。残るのはただ、現時点における過去への指向のみ。つまり自分が未来を体験してきたという不安に他ならない。そしてそれは今でも変わらぬまま続いている……」


    　話し終えたわたしは、相手の出方をうかがいました。


    　ずいぶんと長い時間、わたしたちは無言で見つめ合っていたと思います。


    　やがて彼女は、


    「難しい話はよくわからないわね」


    　そう言って、ふっと微笑を浮かべたのです。


    　今や老いた彼女は肉体を杖つえで支えていますが、精神の方は常識と現実で支えているのかも知れません。そんな人物は、そうそう簡単に支え棒をなげうったりはしないものです。目の前の現実を大事にするために。


    「ありがとうね」


    　何に対しての礼なのか。


    　ただ一言、呟つぶやくように口にすると、彼女は心地ここちよさそうに目を閉じました。


    



    



    　彼女と最後に会ったのは、文字通り今際いまわの際きわでした。


    　病床に伏した彼女をわたしは見舞ったのです。


    　救貧院で長く働いた彼女のもとには、少なくない人々がやってきて、順番に声をかけていました。


    　皆悲しんでいたようです。


    　しかしわたしの中には、あまり悲しさはありませんでした。


    　彼女は良く生きて、安らかに眠ろうとしていましたから。


    　やがて声をかける順番が回ってきたので、わたしは寝室に移動します。


    　意識を失い寝たきりになって二日しか過ぎていない寝室は、湿度のこもらないカラリとした感じがありました。


    　ミシェールはもう話せません。


    　一方的に最後のお別れをするだけの場です。


    　そのための言葉を用意してこようとして、だけど思いつかないままここに立っていました。ありきたりな言葉では嫌いやだったのです。


    　閃ひらめきがあったのはその時でした。


    　ギリシャ風の東あずま屋やでの会話が思い返されて、すると、語るべき言葉がたちどころにわき出てきました。


    　わたしは老いた友の耳元に口を寄せました。


    　彼女のための言葉がありました。


    「はじめましてミシェール。これから何十年か、よろしくお願いしますね」


    　眠ったままの彼女は、うっすらと微ほほ笑えんだ気がしました。

  


  
    星の銀貨


    



    



    　昔々あるところに、たいそう貧しい妖精さんがおりました。


    「まずしいかんじ」


    　貧しいから服もツギハギだらけ。


    「ことしのとれんどになるかも」


    　貧しいながらもたくましく、まっすぐに生きていました。


    「こうぶつはけーきです」


    　買えません。


    　靴くつも穴があいていますし、住む家さえもないのです。ケーキどころではないですよ。


    　そこに金持ちさんが通りかかります。


    「あわれー。ぱん、めぐんだる」


    「ありがたーい、けど……けーきはない？」


    「けーきはひとりじめするから……」


    「あー……」


    　ま、当然ですよね。


    　実のところ、パンはあまり好きではないのです。


    「えんためかん、ない……どーなつとは、いかなかったのであろうか……」


    　そんな不ふ埒らちなことを考えながら、妖精さんは道を歩いていきます。


    　すると、そこへ別の貧乏妖精さんが出てきました。


    「はらへりです。しにます」


    「しょくす？」


    　妖精さんは、ためらいもなくパンを差し出します。貧乏妖精さんはそれをあっという間に食べてしまいます。


    「いきかえりー。おれい、どうする？」


    「そんじゃあ、いつかもーかったら、まねーちょーだい」


    　いわゆる出世払い。


    「どんくらいのまねー？」


    「じゃあ……もーかるたび、５ぱーせんと、いっしょう」


    　儲もうかるたび、５％の支払い義務、一生涯にわたる。


    　パンひときれと引き替えに、そんな要求を提示してみました。
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    「おやすいごようー」


    　いやいや、お安くないですよ？　極ごく悪あくですよ？　そんな約束しちゃって大丈夫？　ああ、契約書まで交わしちゃって……。


    「じゃーにー」「ばいぶー」


    　そしてまたしばらく歩いて行くと、今度は道ばたにうずくまって震ふるえている妖精さんに出会いました。


    「さむざむ」


    　その妖精さんは上半身裸だったため、寒くて震えていたのです。


    「ほんじゃあ、これ、いるー？」


    「おやさし！」


    　貧乏妖精さんは自分のボロ着を、寒がり妖精さんに与えました。


    「たいおんもあって、あったかーい」


    「たいおんはさーびす」


    　大昔、東洋の小国では上官のブーツを胸元に入れて体温で暖めることは美徳とされていたそうですが、それに近いサービスとなりました。


    「おれーは……」


    「ほんじゃ……もーかるたび（以下略）」


    「それじゃーこちらがどれいけいやく……しつれい……ろいやりてぃけいやくしょとなっとります。おたがい、いちぶずつほかんのこと」


    　代書人妖精さんは「うまくやりましたなー」的な含みのある笑みを貧乏妖精さんに向け、去って行きました。


    「じゃーにー」「ばいぶー」


    　ふたりは握手を交わして別れたのでした。


    　半裸になった貧乏妖精さんが歩いて行くと、今度はなんと全裸妖精さんが現れました。


    　さすがの貧乏妖精さんもこれにはビックリ仰ぎよう天てん。


    　一応設定上は女の子なので、悲ひ惨さんさはより際きわ立だちます。


    「のーぱんのつらさたるや……」


    「わかるー」貧乏妖精さんは自分のパンツを脱ぎました。「これ、いる？」


    「くださる？」


    　なんと、貧乏妖精さんは残された最後の財産であるパンツすら、人に与えてしまったのです。


    「このおぱんつ、ぬくいわー」


    「たいおんはさーびす」


    　こうして貧乏妖精さんは無一文になってしまいました。


    　あとはもう、のたれ死ぬだけでしょうか？


    　いいえ、そうはなりませんでした。


    



    　今まで積み重ねてきたロイヤリティ契約が、貧乏妖精さんの元に莫ばく大だいな不労所得をもたらすようになったのです。それはまるで、女王蟻ありと働き蟻のような関係でした。この世で真の成功者となるのは、お金を稼ぐ者ではなく、稼ぐ仕組みを作る者なので


    



    　それまでの献身を見守っていた神様が、貧乏妖精さんを助けるために、星々を銀貨に変えて降らせてくれたのです！


    　貧乏妖精さんは今や、金持ち妖精さんでした。


    　そしていつまでもいつまでも、幸せに暮らしましたとさ。


    「さいごだけ、はいりょしてみた」


    　途中の契約書のくだりも隠した方がいいんじゃないかという気もしますが、めでたしめでたし。

  


  
    ブレーメンの音楽隊


    



    



    　昔々あるところに、一頭のロバのお面をつけた妖精さん（以下ロバさん）がおりました。


    「うまうま」


    　ロバさんは今まで人間に家畜として飼われていました。


    　楽な生活ではありません。過か酷こくな荷運びを強しいられてきましたから。


    　ですがついに先日、自分をあらゆる労働のくびきから解放することができたのです。


    　ええ、そうなんです。


    　脱走に成功したんです。


    　きっかけは、飼い主たちのしていたこんな会話です。


    



    　このロバはどうもあまり働かない。であればいっそ……肉に……。


    



    　人間の言葉なんてわかりませんよ、ロバですからね。


    　でもこういう事は、わかるものです。


    　このままここにいると、大変なことになってしまう。そんな気がしたのです。


    　ということでロバさんは逃げ出すことにしたのです。


    「にげせいこう、めでたし」


    　無計画に逃げ出したロバさんですから、あてはありません。


    「このみち、ゆくだけ」


    　街道をひたすら北に向かいました。


    「いぬというものですが？」


    「これはごていねいに」


    　横合いから飛び出してきたのは、犬の面をかぶった妖精さんでした。


    「かいぬし、どーぶつぎゃくたいいちじるしく、たまらーん」


    「わかるー」


    　似たような境遇に大共感でした。


    　二匹は連れ立って北に向かいます。


    　道ばたに座っていたのは猫の面をつけた妖精さんです。猫さんは首輪を外そうと四し苦く八はつ苦くしているところでした。


    「もしか、おなかま？」


    「かいぬしのかお、きにくわず、きずつきまして」


    「わかるー」


    　またしても虐ぎやく待たいされた動物仲間でした。


    「どこいき？」


    「ぶれーめん」


    「ごいっしょきぼう」


    「よか」「よか」


    　一緒にブレーメンに行くことになりました。


    　またしばらく進んだ頃でした。


    「こけこけ」


    「いっしょにぶれーめん、いきませぬか？」


    　ニワトリさんが毛け繕づくろいをしていたので、今度はロバさん側から誘さそってみました。


    「いくー。せーにくごふんまえなので」


    　一大事ですね。


    　こうして四匹は一緒にブレーメンを目指すことになったのです。


    　大所帯になったので、旅の目的を決めねばなりませんでした。


    「ばんど、どう？　でびゅーで、うまうま」


    「ぐっどですな」「やろうやろう」「ぼく、はーもにか」


    　ブレーメンに行ってバンドをやる。素晴らしいアイデアに思えました。


    　こうして四匹は北に歩いていきましたが、夜になったので休憩をとることにしました。


    「たべるものなし」


    「さがるー」


    「あっちにはうすあったけどもー」


    　四匹は森の中に建っていた、良い感じの家を発見します。


    　窓から覗のぞきこむと、中では大勢の妖精さんたちがお菓子パーティーを楽しんでいるじゃありませんか。


    「どうやったら、あれもらえるやろ？」


    「げい、みせたったら？」


    「いいね！」


    　犬さんの提案に従い、四匹はサプライズ入場を計画しました。


    「ぼくらめじゃーしこう、うたとぱほーまんすでみりょう」


    「いいね！」「いいね！」「いいね！」


    　猫さんのツイートには、イイネが三つもつきました。決まりです。


    　歌とパフォーマンスで勝負を掛ける。これしかない！


    　さっそく四匹は最高のパフォーマンスとは何か話し合いました。


    「だんす」「ぼんよー」


    「そうせんきょ」「いまいち」


    「あくしゅけん」「ぎぶみーまねー！」


    　意見百出、なかなか良案に恵まれません。


    　ニワトリさんが言いました。


    「……ぴらみっどは？」


    「いいね！」「いいね！」「いいね！」「いいね！」「いいね！」


    　イイネが一七五件もつきました。


    　ピラミッドで決まりです。


    　ロバの上に犬が、その上に猫が、その上にさらにニワトリが乗る……これでピラミッドの完成です。


    「ながれきてる？」


    　四匹はその状態で、同時にシャウト（歌）しながら、家の中に突入していきました。


    「ぎゃわーん！」


    　パーティーは大混乱に陥おちいりました。


    「まじゅう、きょうしゅう！」「ばけもーん！」「はにわー！」


    　妖精さんたちは蜘く蛛もの子を散らすように逃げ去ってしまいました。


    　あとには、ＴＨＥ　ＰＹＲＡＭＩＤＳ（バンド名）の四匹と、住む者のなくなったハウスと、大量のお菓子だけでした。だけって言うかそれだけ残れば充分ですけどね。好都合ですけどね……。


    「……たいへんなけっかになってしまった」


    　しかし目の前に大量のお菓子があるわけで、四匹のとる行動はひとつでした。


    「うまし！」


    　こうして四匹は、生まれてはじめて体験するお菓子パーティーを、心の底から楽しんだのです。


    



    　一〇年後。


    　一頭の馬さんが、街道を歩いていました。


    　彼は飼い主が最近しきりに漏もらす「たまには馬肉食いたいなあ」という言葉に心底まいってしまい、牧場をおん出ることにしたのです。


    　あてはあります。


    　旧友のロバさんを訪ねようと考えていました。


    　馬さんとロバさんは文通仲間であり、なおかつ奇き蹄てい目もく仲間でもあります。きっと温かく迎えてくれるはずでした。


    　ロバさんはブレーメンでバンドをしているのです。デビュー一〇年目で、向こうではかなり人気があるのだとか。


    　馬さんはロバさんと会うのを本当に楽しみに思っていました。


    　ところがです。


    　道も半ばが過ぎたというところで、大きな獣けもののようなもの（馬さんもですが）が森から飛び出てきたので、馬さんは失禁しました。


    「な、なん？　なんーっ!?」


    　気は優しくて気は弱いのです。


    　獣の怪物は見たこともないような姿をしていて、形としてはピラミッドめいていました。


    『われ、はらへりしものなり。もちもの、おいてけ』


    　怪物はボイスチェンジャー利用の恐ろしげな声でそう言いましたが、馬さんはどこかでそのしゃべり癖ぐせを聞いたことがあるような気がしました。


    「あのさー」


    『なん？』


    「きみ、もしかして、ろばし、なのでは？」


    『えっ、そういうきみは……まさか、うまし？』


    　二頭は以前、家畜同士のオフ会で面識があり、馬氏ロバ氏と呼び合う仲なのです。


    　怪物は頭からかぶっていた布を取り去ります。


    　四匹の動物ピラミッド、その土台部分を担当していたのが懐なつかしきロバさんでした。


    「やっぱりー。ぼく、かちくやめました」


    「めでたきことー！」


    　ロバさんは嬉うれしくて叫びます。


    「でも、なにゆえここに？　ぶれーめんにいるおもてた」


    「……あーそれねー」


    　ロバさんは気まずそうに目をそらします。


    「ばんどは？」


    「……あうーん」


    　さらにロバさんは目をそらします。ほとんど真後ろ向いてます。


    「ぶれーめんでばんどめん、なのでは？」


    「……そんなじだいも、ありました……」


    　馬さんははっとしました。


    　これは、触ふれてはいけない問題……！


    　そのことはよくわかりました。わかったのですが、訊きかずにはいられません。


    「……おんがく、は？」


    　ロバさんは手紙でいつも音楽への情熱を語っていたのです。馬さんにとって、ロバさんは音楽命の人でした。


    　なぜ、そんな人が街道で追いはぎを？


    　四匹は全員そわそわしながら、目を泳がせました。


    「ねえ、おんがくは？　おんがくのゆめ、どうなった？」


    　しつこい質問を浴びたロバさんは、死んだ魚のような目を馬さんに向けます。


    「……おんがくはもう、やめたった」


    「え……？」


    「てがみは、うそっこ」


    「え？　え？」


    「……みえ、はったの……ぼく」


    　その、顔。


    　若く人生に目的ある者には想像すら及ばない、暗黒の深みをたたえた老顔。


    　夢に敗れ、現実にすりつぶされ者だけがあらわすことができる、そんな表情でした。


    「……そっかー」


    　馬さんにはもう、言葉は必要ありませんでした。


    　馬さんもまた、家畜としての苦労をしてきたのです。言われずとも、わかります。


    「うまし、もしよかったら……いっしょにどう？　おいはぎ」


    「え…………？」


    



    　こうして五匹は街道を荒らし回る怪物として、末永く幸せに暮らしたそうな。


    　めでたしめでたし。
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    ヘンゼルとグレーテル


    



    



    　昔々あるところに、ヘンゼルとグレーテルという名前の兄妹がおりました。


    　ふたりはとても心優しい、清純無む垢くな子供たちでした。


    　父親と継まま母ははの四人で暮らしていましたが、生活は貧しく、ホールケーキひとつすら買えない日々を過ごしていました。


    「はらへりですのう」


    　こんなに空腹になるだなんて、結婚相手を間違えたかも。いったいどうすれば、この苦しみから逃れることができるでしょうか。継母は考えました。


    　そうだ、血のつながりのない子供ふたりがいなければ、もうちょっと豊かに暮らせるのではないか？　そんなことをつい思いついちゃいました。


    　つい思いついてよいことではありませんが、閃ひらめきは時を選ばないのです。


    （……へんぜるとぐれーてる、さくじょすれば？）


    　それに対して、ヘンゼルとグレーテルも継母の意図を察知し、


    （そうはとんやがおろしませぬぞ？）


    　などと迎え撃うつ気まんまんだったと言います。


    　しかし清らかすぎた兄妹は家庭内政治闘争に打ち勝つことはできず、老ろう獪かいな継まま母ははの計略によって森の中に置き去りにされてしまったそうです。


    「すてられましたなー」「てきもさるものですなー」


    　帰り道もわからず、食べるものもないため、本当にピンチでした。


    　ほっとけば獣けものに食べられてしまうことでしょう。


    「なにがわるかったのか」


    「うんでは？」


    「うんならしょーがなし！」


    「やさしいせかい！」


    　清らかなので継母を恨うらむこともありません。


    　本当に心優しい兄妹なのです。


    「じゃあ、ちからをあわせて、このこんなんにうちかつ？」


    「のりきる？」


    　ふたりは手を取り合って歩き出しました。
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    　そして二日、飲まず食わずで森をさまようこととなりました。


    「……いまおもえば、やっぱ、ままはは、わるなのでは？」


    「……そんなきもする」


    　なんということでしょう。


    　餓うえ渇き、時に獣に追い立てられる二日が、ふたりを変えようとしていました。


    　尊厳を踏みにじられ、必要ないとなれば切り捨てられる惨みじめさ。ふたりは今いま更さらながら、悔くやしさを覚えずにはいられませんでした。


    　そんな時でした。


    「あー、いえあるー」「すくわれとく？」


    　単なる山小屋なら、兄妹はただ単に救われるだけで済んだことでしょう。


    　でもそれは、ただの家ではなかったのです。


    「これ、おかしのいえ……では？」


    「え？　うそ……」


    　チョコレートの屋根、ビスケットの壁、飴あめのガラス窓。すべての建材がなんらかのお菓子で作られた完全菓子ハウスが、ふたりの前に建っていました。


    「あわあわ……」「あわわ……」


    　どうして森の中にお菓子の家が？


    　そんな疑問も吹き飛ばす、甘い甘い香り。


    　ヘンゼルとグレーテルは辛しん抱ぼうたまらず、家に飛びかかりました。


    　扉が開いてそれはもう優しそうなおばあさんが出てきました。


    「あらー、いらっさーい」


    「とやー」


    　ヘンゼルはおばあさんをパイルドライバーの餌え食じきとしました。


    　かつて優しそうなおばあさんだったものは、上半身を地面に埋まい没ぼつさせ、今はアート作品以外の何物でもなくなっていました。


    　ひどいことしたなんて言わないで！


    　おなかが減っていて、判断力が低下していたんです。もし裁判になっても無罪でしょう。


    　改めてふたりはお菓子の家をむさぼり食べました。


    「まいうー！」「しーおい！」


    　ところで優しそうなおばあさんは、実は悪いおばあさんでした。


    　子供たちをつかまえて、パイにして食べてしまおうと考えていたのです。なんといっても子供のパイは最高だからです。


    　だからこの出会い頭がしらの先制攻こう撃げきは、結果オーライでした。


    　ベストの判断と言ってもよいでしょう。


    「まんぷくー」「たんのうしました」


    　兄妹はじゅうぶんにお菓子を食べ、満足しました。


    　今までこれだけお菓子を食べたことはありません。


    　棒状のビスケットに、チョコの傘かさをつけて食べると、この上ない味わいが生まれることもはじめて知りました。


    　そしてお菓子の家は、まだまるまると残っています。


    　当面住めるし、当面食べられます。


    　ということは？


    「はっぴーえんど？」「おー」


    　こうなると元の家に戻る必要はなくなります。


    　ふたりはお菓子の家で暮らすことにしました。


    　お菓子にもかかわらず内装や水回りはしっかりしていて、床暖房も完備されていました。


    　とても大きな窯かまもありました。大きなパイだって焼けそうです。


    　その窯でふたりはチョコレートパイを焼いて食べました。材料はいくらでもありましたからね。


    「こんなくらししてたら、ようせいがだめになりそう」


    「だめになってもええのよ」


    　ふたりを駄だ目めにする要因は、他にもありました。


    　財宝です。


    「ぴっかぴかー！」「おたからー！」


    　お菓子の家の床下に、金貨と宝石がわんさと蓄たくわえられていたのです。


    「……これもう、かんぜんにだいにのじんせい、すたーとしてる」


    「じゃあ、うってでる？」


    「そうしても、いいかも」


    　ふたりは財宝とともに街に向かいました。


    　そしてチョコレート工場を買収し、棒状のビスケットにチョコの傘かさをつけた、オリジナルの駄だ菓が子しを売り出したのです。もちろん特許もとりましたよ。


    　これが大ヒットしましてね。


    　そして……


    「ちからって、せいぎかなー」「もぎとったー」


    　欲するものがあれば勝ち取れ。


    　高層ビル（持ちビル）の最上階から街を見下ろしながら、ヘンゼルとグレーテルはしみじみと思うのでした。


    　そういえばあの継まま母ははですが、その後、生活に困こん窮きゆうして病死してしまったそうです。


    　残った父親も今はヘンゼルとグレーテルから生活費をもらい、それでひっそりと暮らしているそうな。


    　めでたしめでたし。

  


  
    トロールハンターさんの、ゆかいなしゅりょうせいかつ


    



    



    　事の起こりは、とある山やま間あいの寒村でした。


    　そこはとても不便な土地。


    　海にも遠く、街道として用いられている大きな道からも離れていました。


    　キャラバン隊も街道沿いにある停留所までしか来てくれないので、自分たちで受け取りに行くしかありません。


    　本当に住みにくい土地でした。


    　もはや数十世帯の住人しか残っていないこの村を、さらなる不幸が踏みにじろうとしていました。


    　そう。


    　……トロールです。


    



    



    　その村には国連の出張所がありました。


    　人の少ない土地ですから、スタッフは現地採用だったそうです。


    　となると専門性は期待できないわけで、なんと言いますか、相談役とか連絡役みたいな立場だったそうです。村民から国連への嘆願を取り次ぎ、必要書類をまとめる……そういった仕事です。


    　前任者は年配の男性だったそうですが、いつの間にかいなくなり……よくあることです……この頃では助手を務めていたボニーという娘さんが取り仕切っていたそうです。


    　ボニーさん、一七歳。


    　髪は長からず短からず。


    　眼鏡がきりりと似合う、法と混こん沌とんなら迷うことなく法の側、というタイプの娘さんです。


    　そのボニーさんが夜の事務所でうつらうつらしかけている時、村人のこんな悲鳴を聞いたのです。


    「トロールだ！　またトロールが出たぞ！」


    　少し遅れて、けたたましいサイレン音が聞こえてきました。トロール警報です。


    「……なんてこと」


    　ボニーさんは戦せん慄りつしました。


    　またトロール！


    　壁にかけてあった散さん弾だん銃じゆうを手に取ります。古いものですが、まだ使えますし、弾も四発だけ残っていました。


    　事務所を飛び出して、声のした方に駆けていきます。


    「そんな……！」


    　駆けつけた先でボニーさんが見たもの。


    　それは崩ほう壊かいし、粉ふん砕さいされた村の有様です。


    　建物は打ち砕くだかれ、トラックが横転していました。穀物貯蔵庫は大穴を空けられており、収穫したばかりのてん菜さいがあふれ出ていました。


    　てん菜は砂糖の原料。精糖は村にある唯ゆい一いつの産業と言えるものです。


    　その要かなめとなる貯蔵庫が破壊されたのです。


    「トロール……ふざけてる！」


    　ボニーさんの胸に怒りの炎が燃え上がりました。


    　皆で苦労して育てたてん菜。


    　それを台無しにした。トロールたちを許すことはできません。


    「ボニー！　トロールは貯蔵庫の中にまだいるぞい！」


    　どこからか村長の悲痛な声が聞こえてきました。しかし姿は見えません。隠れているのでしょうか。


    　ボニーさんは隠れるわけにはいきません。


    　一応は国連のスタッフです。


    　ボニーさんは銃を構え、貯蔵庫の土ど手てっ腹ぱらに空けられた穴に近づきます。


    　暗くら闇やみの中で、巨大な何者かが蠢うごめいていました。


    　銃を闇に向けて構え、確実に当たる距離と判断できるまで、一歩一歩接近します。


    　ボニーさんは位置を調整して、わずかな星明かりが貯蔵庫に差し込む角度を慎しん重ちように探しました。相手の姿を確認するためです。


    　トロールは、光に弱い。


    　だからといってライトで照らすのは危険です。相手を興奮させてしまいますから。それで逃げられても厄やつ介かいだし、暴れられるともっと困ったことになります。


    　そしてついに彼女は、貯蔵庫内に潜ひそむトロールの背中を、うっすらと目にすることができました。


    　血のように赤い体毛に、塔のような三角頭ず巾きんの巨人。


    　身の丈たけは成人男性の三倍から四倍はありそうです。


    　これでもまだ小さい部類だというのだから驚きです。


    「……ノルスクユールだわ」


    　村の平和を悪夢に変えた邪悪なトロールの名です。許すことはできません。


    「……屠ほふる」


    　ボニーさんは、貯蔵庫内のてん菜さいを食い散らかしているトロールに背後から接近し、銃の引き金を絞ったのです。


    　銃声とトロールの「ひぃん」という野太い悲鳴が、同時に響ひびきました。


    　トロールは背中をかきむしりながら、大慌てで貯蔵庫から飛び出てきました。命中したようです。が、致命傷にはほど遠く、動きには力強さがありありと見て取れます。


    　星明かりのもとに躍り出たトロールは、もしサイズが10センチくらいであれば、ユーモラスで可か愛わいいと思えたのかも知れません。ですが見上げるほどの巨体で発生するたびに悪行を繰り返すトロールは、台風や津波のような災わざわいでした。


    「くっ、もう一発！」


    　暴れるトロールに向かい、ボニーさんは二発目を放ちます。


    　命中はしているはずなのですが、トロールは血の一滴も流しません。


    　続けて第三、第四と発砲しますが、結果は同じ。


    「……やっぱり効かない。だったらどうして嫌いやがるのよもう！」


    　光です。


    　銃弾そのものはたいして効いていないのですが、発砲時の短い閃せん光こうが、トロールを脅おびやかしていたのです。


    　トロールがボニーさんに顔を向けました。


    「まずい……！」


    　弾はもうないので逃げるほかありません。村の公民館として使われている、石造りの建物を目指しました。あの頑丈な建物なら避難所として最適です。


    　激しく興奮したトロールがまっすぐ追ってきましたが、家々の間を駆け抜けるボニーさんが追いつかれることはなさそうでした。


    　公民館にあと少しというところで、ボニーさんは立ちすくみました。組そ積せき造ぞうの建物の上部にしがみついている、もう一匹のトロールを発見したからです。背中に峡きよう湾わんを思わせる独特の模様があることから、ノールフィヨルドと呼ばれています。


    　非常に活動的なタイプで、このように人里の中心部にも平気で入り込んできます。


    　ノールフィヨルドがボニーさんに顔を向けました。


    　黄銅で鋳い込こんだような目が無邪気な好奇心に輝いたかと思うと、巨体からは想像もできないほど軽やかに飛び上がり、中空に身を躍らせました。そのまま着地するや否いなや、まっしぐらに駆けてきます。


    　ノールフィヨルドはノルスクユールよりも一回り小さなトロールです。それでも人間の倍くらいの身長はゆうにありました。捕まったら無事では済まないはずです。


    　背後にも前方にもトロール。


    　もはやこれまで、とボニーさんが覚悟を決めたその時でした。


    　甲かつ冑ちゆうのようなものを着こんだ謎の戦士が、ノールフィヨルドとボニーさんの間に立ちふさがったのです。


    「あ、あなた……！」


    「目を閉じていなさい」


    　戦士は首だけで振り返り、ボニーさんに告げました。


    　その態度があまりにも落ち着いていたので、ボニーさんもつい言われるままに目を閉じてしまいました。


    　戦士は抱えていた巨大石弓のようなものをトロールに向け、撃うちました。直後、トロールの鼻先で大きな音と閃せん光こうが発生し、怪物は「うはぁん！」と悲鳴をあげてのたうち回りました。


    「……ば、爆弾？」


    　あまりの威力にボニーさんは目を白黒させるばかり。


    「一定距離飛んだら作動する閃光弾を撃ちました。殺傷力はありません」


    　戦士はゆうゆうと次弾を装そう塡てんすると、今度はボニーさんの背後に向かって弩ど弓きゆうを向けます。


    「横にどいていてくださいますか？」


    　ボニーさんがはっとして振り返ると、最初のトロールが目前に迫っていました。その顔面に二発目の閃光弾が衝突します。


    　激しい閃光。


    　ノルスクユールが「いやぁぁぁん」と身をよじりました。そして、


    「逃げていく……」


    　二匹のトロールは、それぞれの方向に家をよじ登りながら逃げ去ったのです。


    　ボニーさんはぺたりと地面に座り込みます。


    「大丈夫ですか？　怪け我がとかないですよね？」


    「あ、あなたはいったい？」


    　問われると戦士は弩ど弓きゆうを背後にかつぐと、両手でゆっくりと兜かぶとを脱いで、その素顔をあらわにします！


    「どーも」


    　わたしです。


    



    



    　経けい緯いを説明いたしましょう。


    　国連を通じて、ヤナギ谷という土地からの救援要請が来たのです。わたし名指しで。


    　…………なぜ？


    　要請書の内容は、トロールが発生したので何とかしてやって欲しい、とのこと。


    「……トロールって何？」


    　要請書に目を通したＹが、今いま更さらなことを言い出します。


    「え、そんなことも知らないんですか？　トロールですけど？」


    「いや、だからトロールって何……？」


    「えー、知らないんですか？　現代人としてそれはちょっと……」


    　今はＹの助手をしている〈巻き毛〉が、信じられないという顔をします。


    　Ｙはおろおろします。


    「え、みんな知ってるの？　助手君も？」


    　助手さんは書類作業の手を止めて、もちろん、と頷きました。


    　知っていて当然のことでした。


    「まさかトロールを知らないなんて。あなたそれ、台風って知りませんって言うのと一緒ですよ？」


    「ちょっとちょっと、何みんなで口裏合わせちゃってるわけ。台風？　冗談でしょ？」


    「妖精がいるんだからトロールもいますよ」と〈巻き毛〉。


    「いないよ！　見たことないよ！」


    「いるんですなあ、これが」


    「本気で言ってる？　どうかしてるよみんな！　わかってるって。本当はみんなで私をかつごうとしてるだけだって……ハッ、トロールって！」


    　Ｙは笑い飛ばそうとしました。


    「……ト、トロールって何？」


    　が、失敗し、ひどく怯おびえた顔になりました。


    「妖精さんの一種みたいなものですよ。ただずっと大きくて、性質は全然違うというか、災害扱いだったような……」


    「どんくらい大きいって？」


    「ええと……かなり、かなり大きいはずですよ……」


    「個体差はありますけど、人間の倍から最大のものでは数十倍の身長があるそうです」


    〈巻き毛〉が濁にごした言葉の先をわたしは補足します。


    「まんま怪物じゃないの。本当にいるのそんなの？」


    「最近はあまり出没例がなかったから。でもひと昔前は、よく発生していたみたいですよ」


    



    　トロールについて詳しいことはわかっていない。かつては未確認生物とされていた。


    　現在では、実在することが確実とされている。


    　ただ愛くるしい妖精さんとは違い、トロールには知性も理性もない。対話は不可能な存在である。


    　そのかわりひどく本能的で、人間にとって安全な存在とは言えない。


    　台風やタツマキと同じで、おのおのの性質に従ってふるまうだけのものである。


    　よく誤解されるが、妖精さんのひとりひとりが巨大化してトロールに変へん貌ぼうするわけではなく、これらを〝なんとなく神話的〟という以外の分類でくくることはできない。


    　むしろ妖精さんが不活発な地域での出没例が多い。


    　一説には自然発生するのではないかと言われており、災害の一種と見なされている。


    



    『……とのことです』


    　プチモニ（多脚ユニット装備）は検索結果を淡々と告げると、事務所に設置されたソーラー充電器にのそのそとタランチュラみたいな動きで戻っていきます。


    『充電率47％なんで、あたたかい電気にくるまれてもう一眠りさせてもらいますね』


    　……まあいいんですけどね。起きてられてもうるさいし。


    「知らなかった。トロールは実在した……！」


    「今はもう、未確認生物ではないんですよ」


    「で、そいつが久しぶりに出没したってわけだ」


    「要請書を読むとそういうことみたいですね。ヤナギ谷か……ちょっと遠出になりますね」


    「でもどうしてトロールが出たら、お姉さんに要請が？　関係ないですよね？」


    〈巻き毛〉が小首をかたむけます。


    「それは多分……わたしがトロールハンター技能を取得してるからだと思います。ヤナギ谷から一番近い土地に住む取得者がわたしだったんじゃないかしら」


    「な、なんですかそれ!?」


    　学校を卒業して里に戻った直後、わたしは調停官業務に従事する者として必要な研修を受けました。これを受けないと正式な調停官にはなれないという、試験の一環。いわば実技なわけですが、その必修技能の中にトロールハントがあったのです。


    　ほら、教師になる気はないけど教員免許だけは持ってるとかあるでしょう。


    　それと同じです。


    「行くんですか？」と〈巻き毛〉。


    「うーん。指名されてるからなあ……行くしかないでしょうね」


    　断ったら心証悪そうだし。


    　それに妖精さん同様、トロールは現実の生物ではありません。


    　個人的には魔ま法ほう的な存在だと考えてます。一回出没したとしても、時間が経たてば霧きりのように消えてしまう性質のものです。おそれることはありません。ちょっと面倒なだけ。


    　面倒とひきかえに実績を積み上げておく。そう考えることにしました。


    「というわけで、何日か事務所を空けますね」


    　ガタッと助手さんが立ち上がりました。


    「えっ、対トロール用の装備はお任せって？　……はいはいお任せしますよ」


    　トロールハントには武器や防具が必要なのは、一応規則で決められてますからね。


    「それ、私らもついていかないといけない……のかな？」


    　Ｙがおそるおそる言いました。


    「いえ。今回はわたしだけで行きます」


    　妖精さんは持参するつもりなので、いざという時は身軽でいた方が良いでしょうね。


    　しかしあからさまにホッとしているＹの顔は腹が立ちます。


    「そうかー、残念だなー！　応援してるよ！　頑張りなよ相棒！」


    　……はいはい。


    



    



    　後日、助手さんが厳選してくれた装備の数々を見て、わたしは言葉をなくしました。


    



    



    　超滅弓【ヘヴンズゲート】（ＳＳＲ）／


    　個人携行用弩ど弓きゆう。北欧神話の神ロキが作らせたと言われる幻の武器、の再現品。


    　通常鏃やじり（属性物理）の他、各種状態異常弾を射出可能。トロールハントでは通常物理攻こう撃げきはさほど意味がないため、閃せん光こう弾だん等を中心に運用することになる。


    　この武器だけの専用スキル【天の門】は、攻こう撃げき命中率を15％上昇させる他、最適距離で射た攻撃に高いクリティカル補正をつける。よく当たり、よく刺さる。


    



    　……結構なんですが、北欧神話なのにこの名前なの？


    



    　対トロール用スーツ【トロージャン】（ＵＲ）／


    　最盛期に対グリズリー格闘を想定して作られた超科学アーマー、の再現品。


    　耐衝撃・耐熱・耐斬ざん撃げき・機密性に優れ、防護フィルターにより汚染環境下でも活動可。


    　パワーアシスト機能を搭載しており、たとえ着用者が女性であっても各種超重量武器の使用が可能となる。


    



    　……結構なんですが、グリズリーにわざわざ接近戦を挑いどむの？


    



    



    「えーしごとしまっせー」


    　助手さんとその肩に乗った妖精さんが、期待に満ちた顔でわたしを見ていました。熱い視線です。


    　……これを使わないといけないみたいな流れです。


    　はい、使いますよ。性能はまあ、信頼できますから。


    　使いますけどね……。


    



    



    「ということで、こんな大げさな装備で恐縮ですが、国連からの支援スタッフとしてトロールハントをお手伝いします」


    「……は、はあ、そんな事情が」


    　ヤナギ谷の国連出張所として用いられている建物（普通の民家でした）で、わたしはボニーさんから経けい緯いを聞くことにしました。


    　出張所とは申しても、ほとんどはボニーさんの生活空間となっているようで、彼女の質素な暮らしぶりが感じ取れました。


    　書類はあっても本はなく、食器はあっても花か瓶びんはない。癒いやしなき生活。


    　考え方の古そうな彼女には、合ってるっちゃあ合ってる気もしますが……。


    「そういえば、だいぶ前に前任者が救援要請を国連に申し出た、という話を聞いたことがあったけど……それなのかしら」


    「しょせんはお役人のすることですから、その通りでしょうねきっと」


    　わたし（お役人）は他ひ人と事ごとのように言いました。


    　しかしトロールなんて台風のようなもので、発生したらすぐ対処しなければならないのに、悠長な話ですよね。


    「ではトロールの発生状況について教えてください。さっきも二体いたようですが？」


    　うなずくと、ボニーさんは話しはじめます。


    「このあたりは昔から……と言ってもここ四、五年くらいのことだけど……トロール発生率が高いの。同時に複数出ることも珍めずらしくないわ。それで住んでいた人もどんどん避難していて、今ではもう廃村寸前」


    　台風と同じでトロールは一度やりすごせばかき消えてしまうような超自然現象ですが、立て続けに発生されると確かに衰退ものの災さい厄やくでしょう。


    「それじゃ今この村には？」


    「私をのぞけば八人かしら。村長夫妻と、あと二家族」


    　その直後、戸口に八人の村人が揃そろって現れ、こう告げました。


    「我われ々われはこの村から出て行くことにしたよ」


    　ボニーさんは愕がく然ぜんとした様子で立ち上がります。


    「ええ！　そんな突然……なぜ？　トロール退治がんばってきたのに」


    「でも今まで一体だって狩れたことがないじゃないか」


    「う……」


    　でもさっきのトロールはこの方が追い払ってくれたわ！


    　などと力説するも、村人たちは頭を振ります。


    「……もう無理なんだ。備蓄も食い荒らされてしまったし、トロールがいたら家畜もこわがってノイローゼになってしまうし、畑も荒らされてしまう。設備もだいぶ壊れた」


    　ボニーさんは悔くやしそうに口を引き結んでいます。相手の言い分はしごくもっともだったからです。


    「……引っ越すといっても、何処どこに？」


    「みんな親しん戚せきのところに身を寄せる。ボニーも早く引っ越した方がいい。じゃあの」


    　晴れやかな顔で去って行きました。


    　ボニーさんは言葉もなくそれを見送ります。


    「……今、ひとりになったわ。住人」


    「……そ、そのようですね」


    　おそろしく気まずい沈黙が、室内にわだかまっていました。


    



    



    「私は出て行けない。よそに住んでる家族なんていないし、あてもないし。それに村の重要設備を保守管理しないといけない……皆が戻ってきた時のために」


    　そう語るボニーさんの顔を見る限り、考えを曲げるということはなさそうです。


    　なんたるきまじめ。


    「では、トロールを駆除するという依頼は……続行したいと？」


    　彼女はきっとわたしを睨にらみました。


    「続行するけど、意味がないと思うならあなたは帰ってくれて結構よ！」


    　弾のないショットガンを手に取り、


    「ひとりだってやるわ！」


    　などと勇ましいやら危なっかしいやら。


    「お待ちなさい。弾のない鉄砲でどうしようというんです？　それにわたしは、トロール退治を無意味とは言いませんよ」


    「手伝って、くれるの？」


    「というより、わたしがトロールを全てハントしますから、あなたが手伝ってください」


    「…………」


    　ボニーさんの目はうるうると揺れていました。


    「国連の人って、もっといじわるだと思ってた……」


    「素晴らしい。正しい認識です」


    「……えっ？」


    　でもこの任務は、わたしにとってはさほど深刻なものではないので、完かん遂すいした方が得なんです。……スッキリもするし。


    「とにかくトロールハント続行ということで、申し訳ありませんが寝泊まりできる場所をお願いできますか？　強行軍だったので、一度仮眠をとりたいんですが」


    　とか言いつつ、この出張所でボニーさんと寝泊まりすることになると思っていたら、


    「だったら当村のホテルにご案内するわ」


    　……ホテルあるの？


    



    



    　ヤナギ谷は川の両端にわずかばかりに切り開かれた、小さな村。


    　それ以外は大自然に呑のまれかけていて、生い茂った草木の合間に、赤あか煉れん瓦がの倉庫だとか、発電所の煙突といった、今はもう利用する者のない遺跡が点在していました。


    　ホテルは川の向こうにあるということで、わたしたちは物寂しい街中をてくてくと歩いて行きました。


    「立派な鉄橋ですね」


    「この鉄橋はおそろしく古いもので、老朽化してるの。危ないから使わないでね」


    　ボニーさんは石段をおりて、水際からじかに架けられた簡素な丸木橋を渡っていきます。


    　橋の北側へ。


    　人口一名となってしまいましたが、こちらにはまだ生活の気配が残っていました。


    　出て行った人たちもこのあたりで暮らしていたのでしょう。


    　小こ綺ぎ麗れいにされた石の広場、地元民が利用していたとおぼしきテラス付きの共用食堂、ゆるく勾こう配ばいのついた小こ径みちをのぼっていくと教会風の建物が見えました。


    「これだけの景観が過か疎そ地ちになってしまうなんてもったいない」


    　この土地には観光地を思わせる風格がありました。


    「うん。トロールさえいなくなれば、戻ってくる人もいるはずよ」


    　ボニーさんには土地愛がありますね。


    　でもこうなってしまったら、魔ま法ほうの力でもなしに立て直すのは、難しいことです。


    　そのあたりを埋め合わせることができれば良いのですが。


    「ところでボニーさん。このあたりには、いろいろなところに小さな扉がついてるんですね。あれ、何なんですか？」


    　玄関の横、橋の土台、街路樹の根元。そうした場所に、ちょうど飼い犬が通り抜けられるくらいの扉が取り付けられているのです。


    「それは妖精の扉って言うの。このあたりの風習。扉をつけると、妖精が住みついてくれるって言い伝えがあって、一種の縁えん起ぎ物ものとしてみんな作ってたの。昔はちゃんと小部屋まで作ってたけど、最近のは扉だけってことも多いのだけれど」


    「へえ、面白い。確かに小部屋まで作るなら、彼らの好きそうな秘密基地的な空間ですよ」


    「彼らって？」


    「もちろん妖精さんですよ」


    「妖精さん、ね」ボニーさんは遠くを見るような目をします。「本当にいるのかしら」


    「……あれ？」


    　奇妙な発言を耳にしたような。


    「ボニーさんは、トロールを何度も目もく撃げきされてますよね？」


    「戦ったことも何度かあるわよ。うまく撃退できたためしはないけど」


    「なのに、妖精さんを見たことはなかったんですか？」


    「実在するとは聞いてるけど、実際に目にしたことは……伝説上の存在ね」


    　あれまあボニーさんは〝見えない側〟の人でしたか。まあトロールと妖精さんもイコールだとは言い切れないわけで、別物と考えるならそれもまたあり得ることでしょう。


    「せっかくですから、実物をご覧になると良いですよ」


    　わたしはウエストポーチの上うわ蓋ぶたをノックしました。中身は妖精さん用の個室となっていて、狭いながらもなかなか快適な移動ホテルとなっているのです。


    　ご存じの通り、まんまるくして持ち運ぶのが手っ取り早いのですが、あれはダンゴムシのソレと同じで知らないうちに戻って知らないうちに消えていたりすることもありまして、冷蔵庫的に長期保存するにはこの方が良かったりします。適度に快適なので状態が変化しないんですね。


    「……んま、からっぽ」


    　長期保存できていたはずの妖精さんが、消えていました。


    「ハンターさんは、ドールハウスを腰につけて歩き回ってるの？」


    「ドールハウスじゃないんですけどね……」


    　ポーチの中に小さなベッドや本棚やおまる（用途不明）を押し込めている状況って、確かにドールハウス以外に思いつかないですね。
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    「どうして消えてしまったのかしら？」


    　このホテポ（ホテルポーチ）方式を発見して以来、妖精さんの運搬に失敗したことなんてなかったので、驚きでした。


    　予備として丸まり状態の妖精さんも連れてきていました。


    　しかし、ザックの中に放り込んでいたそれらも、ひとつすら見当たりません。


    　妖精さん消失。


    「うーん……」


    　０ｆ状態でなければいいんですけどね。


    「さ、ここが我わが村のホテルよ。ずっと昔からホテルとして使われていた、由ゆい緒しよ正しい建物なの。好きに使って」


    　案内されたのは、木々に囲まれた煉れん瓦が造りの建物でした。


    　ロビーに入ると、広くはないもののこぢんまりとした良さがある、良いホテルでした。


    「おー、小こ綺ぎ麗れい！　わたしも仕事でたまにホテルに泊まることがありますけど、大半が廃はい墟きよでこんなキレイなものは少ないですよ」


    　部屋数は五〇もないでしょう。食堂もバーもラウンジも、一息のうちに横切れるほどの広さです。だけどわたしは、こういう手頃なホテルの方が好みですね。


    「良かった。ちゃんと掃除はしていたから、使ってくれると嬉うれしい」


    　ボニーさんが安あん堵どの笑みを浮かべました。


    　つくづく生き真ま面じ目めな人でした。


    　ご丁てい寧ねいなことに彼女は、備蓄食料のこととかソーラー給湯器の確認、洗濯済シーツの場所など全て教えてくれました。一通りの説明が終わると、ボニーさんはラウンジで紅茶まで淹いれてくれました。


    「……ん、おいしい」


    「良かった」


    　ちょっと雑味がありはしましたけれど、このお茶に文句をつけるなんて無ぶ粋すいの極みです。


    「さて、トロールハントのことですけど、まずは調査から入りたいと思ってます。わかっていることがあれば、是ぜ非ひ聞かせてくださいますか」


    「わかっていることは、実はほとんどないの……森の方から来るとしか……」


    「どの程度の頻ひん度どで来ますか？」


    「そうね、年間に三〇回くらいかしら」


    「三〇回!?　そんな頻ひん繁ぱんに？」


    「そのくらいだと思うわ。一度に複数、来ることもあるし」


    「多すぎます！」


    「え、そうなの？　他の土地よりも？」


    　普通、トロールなんてものは数年に一度、出るか出ないかです。


    　ひっきりなしに襲われるなんて、聞いたことがありません。


    「おかしなことが起こってますよ、たぶん」


    「……って言われても、どうしたらいいか」


    「お任せください、と言いたいところですけど、トロールの生態にもまだ謎が多いですからね。少し調査をしたいと思います」


    「ハンターさんなのに調査とか、そういうデスクワーク的なこともするんですか？」


    「わたし、本業は調停官なんですけど……」


    「え、じゃあ……かなり知識層なんですね……というかお偉いさん……」


    「カンロクなくてスミマセン……」


    「いえ、そんな……私の方こそ……」


    　ふたりしてしおしおとしてしまいました。


    「ということで、こちらの出張所にある資料を拝見できればと思うのですが」


    「出張所には……書類みたいなものはほとんどないかも」


    「それじゃあ歴代の記録なんかは？」


    「あまり、つけてないと思う。相談を受けて、それを本部に申し送るだけの仕事だし。私の時でも記録するようなことは特には……体を使う仕事の方が多いというか、全てね」


    　過か疎そ地ちの事情ですから、おいそれとは責められませんのう。


    「最近のでなくても、古い資料とかもないでしょうか？　公営の図書館なんかでも構いませんが」


    「残念だけど……あ、でも確か、図書館が……」


    　口元を片手で握りこむような、思案の仕草。


    「図書館が、あったような？」


    「場所はどのあたりでしょう？」


    「……変ね。思い出せない……確かに利用したことがあるような、昔」


    「憶おぼえてないんですか？」


    「うーん……」


    　子供の頃の記憶は曖あい昧まいなんでしょうか。


    　こんな狭い村にある図書館の、場所を忘れてしまうなんてことがあるものでしょうか。


    「森とかの、放棄されたエリアにある図書館とか？」


    「…………それも、どうだったかしら」


    　ボニーさんはかなり悩んだようですが、思い出せないようでした。


    「確かにあったはずなの。けど……はあ、無理ね！　出てきそうにないもの」


    　ソファに勢いよく背中を預け、開き直り気味に言い放ちます。


    　この人、生き真ま面じ目めだけど、妙に思い切りが良いというか、あまり考えないタイプというか、まず体が動くというか……いろいろギャップのある女の子ですよね。


    「まあ、思い出したなら教えてくださいな。古い新聞記事でも、参考になったりするもんですから」


    　あたる資料もないなら、しばらくは様子見するしかありません。


    　長なが逗とう留りゆうになりそうな気配でした。


    



    



    「ハンターさん、トロールが出たわ！」


    　その日の夜半、ボニーさんがゲストルームに飛び込んできました。


    「さ、さっきの今なのに……寝たばかりなのに……」


    　寝付いたところを叩たたき起こされ、装備を身につけ、率先して進む彼女についていきます。歩いているうちにようやく目が冴さえてきて、ボニーさんが弾切れの銃にかわる新たな武器、ロングソードを手にしていることに気付きました。


    「……通じませんから、それしまってください」


    「駄だ目めかしら？　グレートソードとかもあるんだけど、ちょっと重くて」


    　年頃の娘さんとしてはあまりにもアクティブすぎませんかね？


    「歴代のスタッフによって数多くのトロール対策グッズが用意されていたの。でもどれも効果がなくて、お蔵入り。これもその一振りね。中でもいくらかは怯ひるませることのできたのが銃だったんだけど、もう弾もなくなってしまったし……」


    「トロールは魔ま法ほう的な存在だから、通常の武器は通じないんです。でも彼らは光を避ける習性がありますから、そんな骨こつ董とう品ひんよりまだ懐中電灯の方が効果があります」


    「懐中電灯……かえって怒らせるだけのような」


    「強力なライトなら通じますよ、たぶん」


    　教習でそう習いましたし。


    　ホテルを出た瞬間、トロールの吠ほえ声が間近に聞こえました。


    　でも暗くて何も見えません。わたしはスーツに標準装備されている暗視装置を作動させます。暗いところでもものが見える優れもの。


    「ボニーさんはこの簡易スコープを使ってください。わずかな光でもちゃんと見えるやつですから」


    「おお、これはすごいわ！　よく見える」


    　問題のトロールはすぐに見つかります。


    　数は一体、北側の斜面を覆う森から、こちらの市街をうかがっていました。身長は人間の倍くらい、小型の個体。やっぱり妖精さんとはあまり似ていませんね。でも本質的には近い存在なのかしらん？


    　……しかしまあ、考えるのはあと。今は退治が優先です。


    「あれはノールフィヨルド。かなり好奇心の強いやつよ！」


    「つまりトロールの先兵さんみたいなものですね。撃うちますよ～」


    　弩ど弓きゆうを構え、光弾をセットします。


    　なんとこの武器、四五～五五メートルの間だけクリティカル補正が三倍になるんですって。


    　……どうしろと。


    　面倒なので無視して、適当に当たりそうな距離でブッパなしました。


    　当たりました。弾はじけました。光りました。


    　どういう理り屈くつかは不明なんですがね。


    　トロールは光に当たると、日の光のもとに晒さらされると、瞬時に石になって崩ほう壊かいしてしまうのです。前の射撃ではおそらくクリティカルが発生しなかったのでしょう。光は弱く、トロールは逃げていくにとどまりました。


    　今回は、まさに噂うわさ通りのことが起こりました。


    　がらがらがらー、と石化したトロールが一いつ瞬しゆんで崩れていきました。


    「す、すごい……！」


    



    [image: ]


    



    ノールフィヨルド討伐成功♪


    



    「……誰、今のファンファーレ吹いたの？」


    「私よ！」


    　……あなたかい。


    　ボニーさんは何事もなかったようにトランペットを背中にしまい、胸元に見えないボールでも抱え込むかのようにぐっとガッツポーズを決めました。


    「とりあえず一体は仕留めましたね」


    「ありがとう、ハンターさん！　これは快挙だわ！　トロール死すべし！　万歳！」


    　すごいはしゃぎよう。


    　両手をぐっと握りしめられて、


    「これからもよろしくね！」


    　眼鏡の奥のその勝ち気な瞳ひとみに、郷土愛が燃えていました。


    



    



    「トロ──────ル！」


    　今夜もまた、トロール警けい鐘しようがヤナギ谷に響ひびき渡ります。


    　トロールは光が苦手だから、夜中にしか現れません。


    　眠い目をこすりながら出動する毎日。


    



    エッデルコップ討伐成功♪


    



    　出動するたび、わたしはトロールを倒しました。


    



    ゴットニットオール討伐成功♪


    



    　次から次へと倒しました。


    



    リングルフィンチ討伐成功♪


    



    　実際、装備が良かった、というのもありました。


    　さすがウルトラレアだかスーパーレアだかあります。


    　そういえば、何度か討伐したトロールが素材（？）とかいうものを落とすことがありました。それを用いてですね。


    



    超滅弓【ヘヴンズゲート】（ＳＳＲ＋＋＋）／クリティカル補正＋50


    対トロール用スーツ【トロージャン】（ＵＲ＋）／ＨＰ回復（小）


    



    　……ええ、そうなんですよ。パワーアップしちゃいましてね……。


    　なんか、村の鍛か冶じ場ばみたいな場所がありまして。自動車工場かも知れませんが。


    　なんだかゲームみたいな話ですみません。


    



    ブッケネブルーセ討伐成功♪


    



    　しかしまあ、トロールの多いこと多いこと。


    「ボニーさん……わたし、今日で逗留何日目でしたっけ？」


    「ハンターさん、あそこにいるわ！　撃うって！」


    　指示されるままに発射。


    　当たります。弾はじけます。光ります。


    　あうーん、と呻うめきながらトロールが石化し、砕くだけ散りました。


    



    ドゥリットセック討伐成功♪


    



    　討伐ＢＧＭとして、ボニーさんがトランペットを吹き鳴らしていました。


    「……そういうのもういいですよ」


    「駄だ目めよ！　めでたいことなのよ！」


    「めでたい、のかしら」


    　トロールハントを続けて、わかったことがひとつあります。


    　それはトロールが、再発生するということ。


    　つまり一度倒しても、一定期間が経過するとリポップ……復活してしまうのです。


    　倒しても倒しても甦よみがえる！


    　つまり、仕事はいつまでも終わらないということです。ひどい話ですね。


    「……この村、放棄した方がいいんじゃ？」


    「なんてこと言うのひどい！　私の生まれ故郷なのに！」


    　ご立派な郷土愛。


    　これがある限り、彼女は移住するという選択肢を採用しないでしょう。


    　ああ、妖精さんさえいれば、ババッとなんとかしてしまえるのに！　なぜか、あれからひとりとて現れてくれません。寂しい。


    　そのかわり、これでもかってくらいトロールが連続出没。


    「あと発生する頻ひん度どなんですが、年間三〇回なんてものじゃないですね。その数倍くらいのペースなのでは？」


    「確かに最近、ぐっとトロールが増えてる。だけど大丈夫！　この調子で駆除を続ければ、いつか必ず村は平和になるわ！」


    　……元気だなー。


    　いや、良い子なんですけどね。


    　こんな良い子だと、期待を裏切れないんで弱ってます。


    「昼夜逆転生活もそろそろ終わりにしたいもんですが……」


    　トロール襲撃の頻ひん度どが多すぎるため、夜は靴くつを履はいたまま寝る日々です。


    　二日にいっぺんは叩たたき起こされます。


    　足りない睡眠時間を昼寝で補っているから、いろいろとガタついてきてます。


    　二十代前半だから体力がもってるんだと思います。ボニーさんに至っては十代後半ですから、一か月くらい寝ないでも平気でしょうしね（暴論）。


    「今日はもう襲撃なさそう。帰って寝ましょう！」


    「そうしましょう……おや、これはいいもの発見」


    　豆まめ本ほんが落ちていました。


    　さっき倒したトロールのドロップアイテムとして。


    　素材強化に利用できないものは、いわゆるハズレアイテムなんですが……。


    　豆本。これは良いです。


    「読みにくそう……」


    「何をおっしゃいます。これで活字にありつけます」


    　ヤナギ谷にはあまり文化的なものがないのです。人口が少ないから。


    　だから、こんな豆サイズの書物でも貪むさぼるようにして読みますよ！


    　ああ、図書館でもあればねえ……。


    「豆本って子供の頃によく読んだけど、こんなに小さかったのね。昔はもっと、大きい印象だったのに」


    　ボニーさんがさらっと重要情報をお漏もらししました。


    　……ふむ。


    「子供の頃に、どこで？」


    「それは、図書館……だと思うけど」


    「その図書館、場所は？」


    「だから思い出せないのよ。本当、どこだったのかしら、あの頃は、かなり通い詰めていたはずなんだけど」


    「少なくとも、その図書館には豆本が所蔵されていたということになりますね」


    「ああ……確かに……。あなたって鋭するどいのね」


    　対してボニーさんは、今は読書に興味はほとんどなさそうです。


    　こんな本読みそうな顔して！


    　何らかの損失感がありますねぇ。


    「はやく思い出してくださいよ。図書館が見つかれば、この土地に古くから伝わるトロール情報だって入手できるんですよ」


    「うう、頑張る……けど」


    　頭を抱えていました。


    



    



    　ホテルで豆まめ本ほんを繙ひもときました。


    　中身は他た愛わいない童話。


    　果実から生まれた不思議な男の子が、人食い鬼を退治して財宝を持ち帰る……というお話です。


    　この童話をわたしは寡か聞ぶんにして知りませんでしたが、どこぞの地域の有名な民話であるに違いありません。


    　……それにしても、ねじくれた内容の結末ですこと。


    　退治して大金持ちになったあと、人食い鬼たちが菜食主義者グループであることが判明してしまいます。それによって鬼と男の子の家族との間で、その後えんえんと激しい係争が続く、というところで話は終わっています。


    　なんとなく馴な染じみがある気がしていたのですが、わたしが学生時代に書いた文集の原稿と、傾向が似ていました。


    　過去の自分の狭さを見せつけられるようで、ちょっとツラかったです。


    　でも好きなんですよねえこういうの、妖精さんたちって……。


    　絶対にいるべきはずのものがいない。


    　やっぱりそこには、明確な理由がありそうです。


    



    超神弓【ヘヴンズゲート】（ＵＲ＋）／クリティカル補正＋１２０　命中率＋15％


    対トロール用スーツ【トロージャン】（ＵＲ＋＋）／ＨＰ回復（小）　回避率＋10％


    



    　いや、嬉うれしい誤算でした。


    　ヘヴンズゲートがＵＲ（ウルトラレア）に進化するだなんて。


    　めちゃくちゃ強いですよこれ。かなりの距離から撃うっても補正でバンバン当たるし、どこに当たってもクリティカルつくしで、負ける気がしません。


    　なぜかこれ装備してると、素手の攻こう撃げきにも同じボーナスがつくみたいで、そこらの岩石なら平手打ちで砕くだけますし。


    　ただアレですね。素材集め、かなり大変。


    　特にＵＲになってからは、＋をひとつつけるだけでより多くのレア素材が要求されるようになりました。＋＋＋にするためにはさらに大量のレア素材が……意識が遠のきそう。


    



    　トロールハント＆採集→素材集め→武具加工→トロールハント


    



    　この終わりなきループ。


    　ただ、作業ではあるんですが、妙に没頭してしまうんですよねえ。


    「ねえ、次はこんな改良はどうかしら？　回避率アップを外して、構え動作を倍速にするスキルをつけてみるの。こっちの方が効率上がりそうじゃない？　この改良をするために、上位トロールの牙きばを一〇本集めないといけないけど」


    　うきうきと改良案を持ってきたボニーさんを見て、はっとしました。


    「……ねえ」


    「何かしら？　構え動作いらない？」


    「いえ、構え動作倍速は便利ですけど……ではなくて、わたしたち、手段と目的が入れ替わってませんか？」


    　言われてきょとんとするボニーさん。


    「でも嬉き々きとして狩りに行ってるように見えるんだけど。それに襲来がない時でも、あなたってあちこちに採集に出ているじゃない？」


    「あれは採集が主目的ではなく、捜し物をしていて……そのついでについレアな素材を見つけてしまうのです。レア素材、あったら取るでしょう。たとえ今すぐ必要ではなくとも。それが人間ってものじゃないですか」


    「た、確かに……」


    「レアなものが見つかったら一応わたしに見せてくださいね。……って、じゃなくて。トロール退治が目的なのに、うきうき次の襲来を待ってどうするんですかって話です。わたしたちはレア装備を強化するために戦っているわけじゃないでしょう。レア装備を活用して、さっさとトロールを退治することが目的なんです！」


    「でも、トロールってリポップするものだし……このあたりでは」


    「それがおかしいんですよ」


    　だから昔からのトロールについての記録を調べたい。必ず見落としがあるはずなんです。


    　しかし、この出張所にすら、資料庫のような気の利いたものはないのです。


    　毎日少しずつ住人の去った民家を調べてもいますが、ヤナギ谷はあまり識字率が高くないため、文字の記録というのは驚くほど残されていません。


    　ちなみにボニーさんは文字を読むことはかろうじてできますが、書く方はへたっぴです。


    　手紙を一枚書くのに五時間かかると豪ごう語ごしてました。


    　……その眼鏡どうしてつけることになったの？　って突っ込みたかったです。


    　そう。今わたしが探し求めているもの。それは忘れられた図書館なのです。


    　わたしの直感が的中していれば、この奇妙な状況の謎が解けるかも知れません。


    　自分で探すよりボニーさんに思い出してもらう方が手っ取り早いんですけどね……。


    　じいっと彼女を凝ぎよう視ししていると、


    　ボニーさんは、あっ、と大きな声をあげました。


    「思い出しましたか!?」


    「え、何の話？　図書館？　ううん、じゃなくて……レアもの、あったわ。昨日、家で見つけたの。渡そうと思って今まで忘れていたわ」


    　そう言って彼女が出してきたものは、豆まめ本ほんの一冊です。


    「まー！　ドン・キホーテ！」


    　有名な古典作品です。豆本になっていたなんて！


    「読みたいなと思ってました」


    「これはなかなか面白かった記憶があるわ」


    　ドン・キホーテは喜劇調の騎士団物語です。


    　自分を偉大な騎士だと思い込んだキホーテが、諸国を遍歴する物語。作り話かと思われていたが、実は現実に存在した人物で、晩年は驚安をもって知られた小売店を経営したなど諸説あります。


    「これは読むのが楽しみです。ボニーさん、けっこう読書されてるんですね」


    「子供の頃はね。図書館に通って毎日のように読んでたなあ……」


    「今はもう本を読みたいと思わないんですか？」


    　ボニーさんは肩をすくめます。


    「私、もう一七歳よ？　子供がいたっておかしくない年齢なのに、そんな童話だなんて」


    「……………………」


    　……そうか。この地方では早婚なのかも。そういうの、よくあります。


    　でも、ちょっとびっくりしてしまった。


    「子供の頃から仕事してたからね。作り話は卒業したわ」


    「仕事をしているから、文化的な生活をしちゃいけないなんて決まりはないですよ。好きならいつまでも読んでいていいんです」


    「そうかも知れないけど、読む本がないわよ」


    　ボニーさんはあいまいな笑みを浮かべました。


    　……たぶんわたしに配慮して、そういう言い方をした気がします。


    　本音はさっきの発言の通り。


    　卒業……ね。


    　口には出さないけど、作り話なんて馬鹿馬鹿しいって思っているのかも。


    「何か趣味ってないんですか？　やりたいこととか、夢とか」


    「将来の夢なんて、見たこと自体がないわね。そんなことよりトロール問題を解決して、村を元に戻さなきゃいけないし」


    「……そうですか」


    　でも、もしトロールを退治できたとしても、住人が戻るとは限らないわけで。


    　その場合、誰もいない村でボニーさんはひとり暮らしていくことになります。妖精さんすら出ないこの土地で。


    　……どうなっちゃうんでしょうか、それ。


    



    



    「見つけた」


    　日中、ボニーさんは菜園を世話したり、留守中の管理を頼まれた家や設備を見て回っているので、わたしも単独行動が増えます。


    　そんな時には森を歩き回っていたのですが、ついに発見しました。


    　……妖精の扉。


    　ヤナギ谷に無数にある、土地特有のオブジェ、妖精の扉。


    　妖精が住むことを期待して小さな扉を取り付ける。でも実際に室内まで作り込もうとすると、かなりの手間暇ひまがかかりますから、実際にそこまでしているものはほとんど見られませんでした。何しろ小さいので、一度作ってしまったら誰も入って管理できませんし。


    　人間には。


    　森のとば口のような場所、ひときわ立派な大木の根元に、その扉はありました。


    　村で見た中で、もっとも大きい部類の妖精の扉。その向こうは、木の内側をくりぬいて作った図書館が広がっていました。


    　サイズの関係で、中に入ることはできません。


    　ただドールサイズと考えても、そうとうの広さの図書館でした。


    　樹木の内側という構造上、面積はそう広くはないのですが、大木の上まで抜き抜けの大ホールとなっており、全ての壁面を書架が覆い尽つくしていました。


    　そして書架に収められた本というのが……すべて豆まめ本ほんであると。そういうわけです。


    「もしもーし？」


    　一応声をかけますが、誰も出てくる気配がありません。


    　でも内部の状態は良く、各所に設置されたランプが灯ともっていることから、利用者が日常的にいることは明らかです。そして今も、室内のいたるところで息を潜ひそめているたくさんの小さな気配を感じます。


    　なぜ、出てこないのでしょうか？


    　それは、たぶん、中和されているから。


    　何に、あるいは、誰によって？
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    　わかりきったことだと思うのでもったいぶらずに話しますが、ボニーさんです。


    



    　出張所に戻ると、菜園の仕事を終えたボニーさんが戻ってきていました。


    「ということで、あなたには才能があることがわかりました。たぶん」


    「い、いきなり何の話？」


    　褒ほめ殺しに弱いのか、ボニーさんは照れくさそうに目を泳がせます。


    「調停官の才能とでも言いますか。あなたには間違いなくその適性がありますよ。たぶん」


    「たぶん……なの？」


    「おそらく、たぶん」


    「こんな自信たっぷりのたぶんははじめてだわ……。でも調停官の才能って何？」


    「一言では説明しにくいですね」


    　とある一言で説明できてしまうんですけど、今その単語を持ち出すと相手の態度が硬化しそうなので避けてます。ほら、あれですよ、Ｍからはじまる素す敵てき現象。印象の怪しさ、うさんくささから、アレと称するとしっくりきますね。


    　そう、わたしたちはみな、アレ使いなのです。最近はすっかり人類が板についてしまいましたけどね。


    　だからボニーさんも、自分がアレを無意識に使っているとは夢にも思っていないはずなんです。童話を卒業して、現実で強く生きる決意をしている彼女みたいな人は特に。


    　だから言い方には注意して、と。


    「……抽象的な言い方になりますけど、周囲への影響力、みたいなものでしょうか」


    「影響力ねえ。今まで生きてきて、そんなもの自覚できたことないけど」


    「それは対人の影響力の話でしょ？　わたしが言っているのは、もっとこう……アレげな感じのことで」


    「アレげ」


    「つまり、もともと妖精さんへの影響力が強い体質の人なんです、あなたは！　たぶん！」


    　ボニーさんは心なしかのけぞりました。


    「そう……なの？」


    「ボニーさん、ちょっと強こわ面もてですからね。妖精さんもこわがってしまっているんだと思います。ほら、妖精なんて見たくもないって言ってたでしょう？」


    「見たくもないじゃなくて、見たことない、なんだけど……わ、私ってそんな怖い？　怖がられるタイプ？」


    「妖精さんはそういう波動が苦手なんですよ。これを踏まえて、トロール永久発生というこのコンピューターゲーム的状況に終止符を打ちませんか？」


    「……ええっ？」


    　ボニーさんが狐きつねにつままれたような顔をしました。


    



    



    「……憶おぼえてる。かすかにだけど、確かに私はここを憶えてる。ここ、私の図書館だわ」


    　ボニーさんは森の図書館を覗のぞきこむと、一分ほど固まっていました。そのあと、青ざめた顔をあげると、低い声でそう呟つぶやいたのです。


    　古い記憶が一気に甦よみがえりでもしたのか、かなり混乱している様子でした。


    「大丈夫ですか？」


    　肩を抱きしめると、少しだけ震ふるえが止まります。


    「私、親を早くになくしちゃったから、子供の頃はいつもひとりで遊んでたの。それでここを見つけて……ここで、ずっと本を読んでいたわ……」


    「子供の頃だったら、この小さな扉でもくぐれたんですね」


    　小さく頷くと、両手で顔をぐっと押さえて、何か……たぶん寂しかった頃の記憶……をこらえるような仕草をしました。


    　当時の彼女はだから、この図書館を作った張本人である妖精さんたちとも接触していたはずです。


    　そして時が経たち、ボニーさんの体が大きくなって図書館に入れなくなると、まるで拒絶されたように感じたんでしょうね。いつしかつらい記憶は忘れ去られたと。


    　やがて冷静さを取り戻したボニーさんは、


    「ああ、びっくりした。記憶喪失でもなしに、こんなにスッパリ忘れるなんてことがあるのね」


    　あはは、と乾き気味の笑い。


    　頭を撫なでてあげるとちょっと嬉うれしそうで、なんだか妹分ができたみたいな気持ちになりました。……とか言うと怒りそうな人が、クスノキの里にひとりおりますが。


    「でもこのことが、どうやってトロール撲ぼく滅めつに繫つながるの？」


    「トロールの発生原理が、たぶん……えーそのー……アレ力だからですね」


    「アレ力」


    「影響力でも特殊な体質でもいいです」


    「私の才能とかいうアレね」


    「ええ。アレ力が高いと、妖精さんに好かれやすくなるんです。だから本当ならボニーさんも妖精体質のはずなんですよ。ただあなた自身が童話的なものを〝強く〟卒業してしまっているから、妖精さんの増ぞう殖しよくは抑制されますよね。でも周囲に発散されるアレ力は高濃度のままなので、それが別の形で火山のように噴出したものが」


    「トロール」


    　昼間に現れない理由もなんとなく察することができます。


    　抑制された環境下で突発的に発生するから、巨大なものとなる。巨大な未確認生物というものに人が懐いだく印象はおどろおどろしいものとなりやすく、あのような怪物的形になる。


    　妖精さんが電磁波に弱いように、トロールもまた光化学反応を起こしやすい。


    「だからトロール撲滅の方法は簡単。アレ力発生源のわたしたちが、どっか行っちゃえばいいんです。やりましたね。解☆決！」


    「……………………」


    　……なんという渋い顔。


    「不服度はＭＡＸですか」


    「土地を捨てろって言われて嬉しい人間がいるわけないじゃないっ！」


    「捨てるわけじゃないです。そっとしておくんです。そして、わたしたちの記憶の中で永遠に栄えていきます」


    「言い方キレイなだけ！」


    　地方の人ってだいたい土地愛メチャ強ですよね……。


    「あなたとわたしのふたりがかりで、土地のアレ力が飽和状態になってるんですよ。普通なら妖精さんが集合離散を繰り返すことで、環境が適度に保たれるのに、その発散を土地柄が抑圧してます。ほら、鳥の数が減ると捕食者がいないから虫が大量発生するじゃないですか。トロール大発生もそれと同じです。わたしたちの存在が、故郷に害を与えてます」


    「うわーん、そんな！」


    「せめてもうちょっと妖精さんを信じてくれると、緩和できると思うんですけど」


    　ボニーさん黙考。


    「……無理ね！　見たことないものは信じられないわ！」


    「かたくな！」


    　幽ゆう霊れいとか信じないと主張しておいて、実際見たら泣いてお漏もらしするタイプ。


    「だっていやなんだもの！」


    「そんなこと言ってる場合じゃなくなってるんですよ！」


    　激しい言い争いに発展したそうな。


    



    



    「あら、何してるのそれ？　ザゼンとかいうもの？」


    「これは瞑めい想そうです」


    　村の中心にある広場で、わたしはひそかな荒あら療りよう治じに出ていました。


    「瞑想して……どうするの？」


    「言わずもがな。夜のトロールハントに備えているのです」


    「え、ハントを続けてくれるの？」


    　ボニーさんの目はうるうるでした。


    「当然じゃないですか。ふたりで土地を守っていきましょう」


    「あんなにケンカしたのに……ありがとう！　とっても嬉うれしい！」


    　友情のハグ。


    　感極まった彼女に対して、わたしはひどく冷静でした。


    「……ところでボニーさん。話は変わりますが、キャラバンの到着日は明日で間違いないですよね？」


    「ええ。物資の補充ができるわよ。数か月は狩れるわ！」


    　……そんな長期間、狩るもんですか。


    「あと貴重品とかまとめておいてくれました？　トロールが襲撃してきたら、いちはやく持ち出せるように」


    「ええ。言われた通りに貴重品袋を用意したわ。貴重品に着替え、食料と水。備えは万全と思ってくれていいわ」


    「それは何より。フフフ」


    「……今、ちょっと笑い方が黒かったんだけど……どうしたの？」


    「えっ？　そ、そうですか？　気のせいでは？」


    　……笑い方が黒いとか言われてしまった。


    「そうかしら？　まあいいけど。あ、ねえそれと、私の見間違いだと思うんだけど」


    「だけど？」


    　わたしは食いつきます。


    「絶対見間違いのはずなんだけど……さっき川の横を歩いてたら……」


    「いたら？」


    　がっぷり食らいつきます。


    「……駒こま鳥どりが葬式行列作ってたの」


    「誰が駒鳥を殺したんでしょうね」


    「草の向こうにすぐ消えてしまったんだけど……幻、よね？」


    「幻ですよきっと」


    「そ、そうよね」ボニーさんはほっとしたような顔をしました。「私、これから帰るけど、どうする？」


    「もうしばらく瞑めい想そうを深めておきます」


    「そう。あまり無理しないでね。今夜あたり、また出そうな気配だから」


    　手をふりふり、ボニーさんは去りました。


    「……出てしまうでしょうね」


    　瞑想をはじめてもう二日目。たっぷり集中して、アレ力の方もさぞかし増幅しているはずですから。


    　しかしボニーさんのあの困惑ぶり。


    　今まで、童話的なものの一切を強力に意識から閉め出していたんですね。
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    　そしてその夜、ヤナギ谷をトロールの群れが襲いました。


    「多い多い多い多い───っ！」


    「んまー、これはたいへん。一時てったーい」


    　ほうほうのていで村を脱出。


    　夜道を駆けに駆けて、キャラバン停留所まで移動。スーツのおかげでスタミナは減らず。


    　明け方近く、無人の停留所で、火を焚たいて朝を待ちます。


    「幸いここまでは追ってこないようですね」


    「い、いったいどうしてあんな大量に……」


    「飽和状態からの大噴火ってところでしょうか。いやあ、身長50メートル級の超大型トロールが出てきたのはさすがのわたしもびっくりしましたよ。もし妖精さんに換算したとしたら、二回くらい産業革命が起こってましたねあれは！」


    「ああ……村が……私の村がぁぁ……」


    　涙するボニーさんの肩に優しく手を置きます。


    「落ち込まないで。策はあります」


    「ほんと？　村……取り戻せる……？」


    「ええ。すぐには無理ですが、態勢を立て直し、仲間を集め、装備を進化させたり覚かく醒せいさせたりいろいろやれば、きっといつか奪取は叶かないますよ」


    「それを……どこでやればいいの？」


    「そんなの、クスノキで」


    「それはあなたの故郷じゃない。私の土地じゃないわ」


    「いいじゃないですか。人も大勢いるから、新しい友達もできますよ？　一度移動して、少し頭を冷やしましょう」


    「え、一緒に行って……いいの？」


    　どうして駄だ目めだと思っていたのかを逆質問したくなりました。


    　図書館のエピソードと同じく、排除されてしまう……とでも感じていたのかしら。


    「やっぱりあなたは、もっと見聞を広める必要がありますよ、それ」


    　こうして、ヤナギ谷でのトロールハントの日々は終わりを告げ、まだべそをかいているボニーさんを連れて、わたしはようやく里帰りの途に就くことができたのでした。


    



    



    　新しい土地での生活を不安がっていたボニーさんは、三日で堕だ落らく。


    「こんなにたくさんの漫画があるなんて……！」


    「これがコンピューターゲームとかいうものなのね！」


    「この料理すごくおいしい！」


    「このお菓子すごくおいしい！」


    「このドリンクすごくおいしい！」


    　……太っちゃうかなあ、ほっとくと。


    　そして問題の、妖精さんのこと。


    　最初のうちこそ、非童話的体質ゆえ妖精さんを遠ざけていた彼女ですが、なにしろお土地柄が違います。一週間も経たった頃には、


    「あっ、妖精さんだわ！　妖精さんが、また机の上でクリップに擬態してたわ！」


    　実際の彼らを発見できるくらいにはなっていました。


    　ただ……


    「おいでおいで。こわくないから。こっちこっち……」


    「……え……どちらさま？」


    「私、ボニーよ！　お、お友達になりましょう！　ほら、こわくない……」


    「…………」


    　両手を前に突き出して、じりじりと近寄るボニーさんを前にして、


    「ぴぎゃー！」


    「あー逃げたー！　……もう、全然なつかないんだから……はあ」


    　猫が好きなんだけど猫に嫌きらわれる人みたいなことになってましたね。


    　でもまあ、うまくなじめたようで良かった。


    



    



    　ある程度生活が落ち着いた頃、仕事をしたいと言い出したので、第二の助手さんとして何件かの案件を手伝ってもらうことになりました。


    　とにかく猪ちよ突とつ猛もう進しんする彼女の性格は、いくつかの仕事ではたいへん重宝しました。


    　やっぱり盾たてキャラがいるとだいぶ違いますよ。


    　事務所に彼女がいる風景にもみんなすっかり慣れ、ずっといてくれてもいいかも……と思い始めた頃でした。


    　国連から再度の連絡が来たのです。


    　のたまわく。


    



    『ヤナギ谷近辺で、再度、大規模の童話災害が発生中。至急向かわれたし』


    



    　人間が去って影響力が消失したことで、トロール騒動は収束するものと見なし、報告書を提出していたのですが……どうもまだ継続しているということでした。


    　さすがに現地に向かわないわけにはいきません。


    「再びトロールハントに向かうおふたりのために、このような新たな武具をご用意……」


    　助手さんが嬉き々きとして押しつけてくる装備に身を包み、わたしとボニーさんはヤナギ谷に急行しました。


    　そこでわたしたちが見た光景とは……！


    



    



    「新人ハンターさん募集中！　受付はトロールハンター協会にて！」


    「今ハンター登録を行った方には、初心者武具セットをプレゼントしまーす！　チュートリアル講習が終わった方から、ハンター協会本部にてお渡ししまーす」


    「ハンター闘技場、来月実装予定！」


    「トロールハントに役立つアイテムはいらんかねー！　まとめ買いでサービスあるよー！」


    「鍛か冶じ屋やではただいま進化フェア開催中！　期間中、大成功率２倍！」


    「各種レア素材、取り扱ってまーす」


    



    　ヤナギ谷は、大トロール時代を迎えていたのです！


    　しばらく言葉もなかったわたしたちですが、やがてボニーさんが広場の中央に建てられたあるものを発見します。


    「ねえ、あれ……あの彫像見て……」


    　その銅像を直視すると、わたしは飲みかけのハンタースタミナドリンクを吹き出しそうになりました。


    　わたしです。


    「あんたら新人さんかい？　あの彫像はな、伝説のトロールハンターのものなんだ。人類最初のトロールハンターだとか、一晩で一〇〇匹狩ったとか、たくさんのレア素材を発見したとか、いろんな逸話が残されているんだぜ。あんたらもこの道に入るなら、ああいう偉大なハンターを目指さなきゃな！」


    　客引きのおじさんの説明に、わたしたちふたりの気は遠くなるばかりでした。


    「……ボニーさん」


    「……なあに」


    「……お望み通り故郷、復興しましたけど、戻ったらどうですか？」


    「……やめとくわ。出張所、知らない建物に建て直されてるし」


    　かつての国連出張所は、今や『トロールハンター協会本部』だそうで。


    「……じゃあ、登録しますか？　ハンターとかいうの……」


    「……してどうするのよ……」


    「……じゃあ……どうしますか？」


    「……どうするって言われても……どうしたらいいの？」


    「……どうしたらいいんでしょうね、これ……」


    　どう対処していいのかわからず、ふたりして村の真ん中に立ち尽つくすばかりでした。

  


  
    よるのぼくじょうものがたり
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    　けだるい午後でした。


    　特に急ぎの仕事もなく、事務所では助手さんが読書にふけっています。


    　背表紙に見える書名は『黒くろ魔ま法ほう大全』。たいへん怪しげな一冊です。


    　脇を通り過ぎる時にちらりとのぞき見ると、不気味な木のような図が描かれているページが目に入ります。顔のある根っこ、のような……？


    「マンドラゴラという、魔法の植物です」


    　顔をあげて助手さんが言いました。


    「魔法」


    「引っこ抜くと悲鳴をあげ、それを耳にした者はみんな死ぬって話です」


    「……それ、欲しいの？」


    　助手さんは手に入れてみせますよ、とでも言わんばかりに不敵な笑みを浮かべました。


    　……相も変わらず妙なものに興味をお持ちで。


    　それにしても、暇ひまですこと。


    　気候がおだやかなこともあって、昼寝でもしたくなってきます。


    「えんげきごっこ、する？」「しよー」「ねた、どーしょー？」「ていばんでよかろー」


    　部屋の隅で、妖精さんたちが相談をしています。ごっこ遊びの相談。


    　彼らがそんなことをしている間は、まあ平和と言えますが。


    　さらに室内を見渡すと、〈巻き毛〉嬢が書類の整理をしています。


    〈巻き毛〉。国連を退職し、国連でときどきアルバイトをしている謎の後輩。


    「……そこの髪をくるくる巻いてる人、今日の急ぎの仕事はありますか」


    「このくるくるしてるところは未加工。つまり寝ね癖ぐせです」


    「……そんな不思議な生き物だったとは」


    　ちょっとびっくり。


    　働く人としての彼女は、仕事にそつがなく、わたしの部下でもあるとある同僚に強めのヘイトを向けている節ふし（本人否認）があることをのぞけば、多少アレであっても優秀なスタッフと言えます。どうかこのまま穏おん便びんに生きていって欲しい。


    「そういえば、急ぎというほどでもないですけど、こんな投書がたくさん来てましたよ」


    「え、何ですこの量？」


    　目を通してみると、


    



    ・西の森でゾンビを見ました


    ・西の森で吸血鬼を見ました


    ・西の森で動き回る手を見ました（以下、同様の投書多数）


    



    「ハハッ」


    　笑っちゃいました。


    　確実に勃ぼつ発ぱつしてますよ、これ。


    「これ、どうして緊急性ないって判断しちゃったんですか？　お姉さんとっても不思議」


    「だってそういう不思議な生き物なんて実際にはいないですからー」


    「あなたが言いますか」


    　寝ね癖ぐせで髪型が決まるような人が。


    「あと、そもそもあなた妖精さんってご存じですか？」


    「え？　だって妖精さんはもともと実在するものじゃないですかー」


    　このムスメはまったく……。


    



    



    　日の高いうちに様子だけでも見ておきたい。


    　急いで準備を整えて、助手さん連れて出発しようとしたら、


    「え？　午後から大工仕事の手伝いを頼まれてる？　それは仕方ないですね……」


    　街の便利屋、調停官事務所です（こういうボーダーレスな依頼も実際多い）。


    　ひとりで行きましょ、と準備を整えて事務所を出ますと。


    「えへへ。おともしますよ」


    　探検服にリュックを背負った〈巻き毛〉嬢が待機してました。


    「……ピクニックじゃないんだから、時としてたいへんなことになったりしますよ」


    「大丈夫です。これでもサバイバビリティには自信あるんです！」


    「うーん」


    　これからなんだかんだと仕事を手伝ってもらう機会が増えるというのであれば、こういったタイミングをとらえて経験を積んでもらうのも良いのかも知れませんね。


    「じゃあ、いいですよ。助手さんの代理をお願いします」


    「エクセレント！　やりました！」


    　無邪気にとびはねて、こういうところだけ見ると可か愛わいい後輩って感じなんですけどね。


    



    



    　西の森は里から目と鼻の先にあります。


    　放牧に使われている丘きゆう陵りようをひとつふたつ越えて一時間ほど歩いていくと、木深い森が見えてきます。


    「こんなところなのに、ずいぶんたくさん建物が建ってるんですね」


    　木々の合間に人工物が点々と残されているのを目にして、〈巻き毛〉が驚きの声をあげます。


    「あれらは遠い昔の都市遺跡です。今は森に呑のみ込まれてしまってますけど、ちょっと分け入ると当時の建造物や設備がまるっと残っていたりするそうで」


    「そのわりには保存状態もいいんですね」


    「今どきの地球はそういうものなんです。稼か働どうする機械なんかもありますから、下手へたに近寄らないようにしてくださいね」


    「はぁい」


    　同じ理由で、当時の街道も森を縦横に貫つらぬいております。


    　ときおり旅人がこれを利用しますし、今回の投書もそうした旅人たちによって寄せられたものでしょう。


    「では調査に参りましょう」


    「うっす隊長」


    「今日は初日だから、かる～く見て回るだけにします」


    



    



    「……とか言ってたら、一時間もしないうちに怪しい大邸宅を発見してしまった……」


    　未確認生物目もく撃げき報の中心に、それは位置していましたから、もはや疑わしいなどというレベルではありませんでした。


    「絵に描いたような幽ゆう霊れい屋敷ですこと」


    〈巻き毛〉の人がのんきに呟つぶやきます。


    「いや、これはかなり立派な屋敷だったはずですよ」


    　ちょっと今まで見たことがないくらいの屋敷です。


    　鉄てつ栅さくで囲まれた敷地は馬車で散策できるほど広大だし、その中央に横たわるゴシック風の建物は遠目にも実に見事なものです。


    　寺院や東あずま屋やなどの点景物、小さな湖、苔こけむす川岸。全体としてエキゾチックなまとまりがあり、荒れ果てる以前は見る者を中世に誘いざなう自慢の庭だったはずです。


    　住んでいたのは王侯貴族か、それに近い地位の人物だったのでしょう。


    「あ、門、あきました」


    　そんな歴史的重みに重いを馳はせる事など一切なく、〈巻き毛〉はしゃらーんと鉄門を押し開けて敷地に踏み込んでいきました。


    　ため息をついて、そのあとについていきます。


    「やっぱりでもだいぶ荒れ果ててますね。でも東屋がまだ使える状態なら三時にはあそこでお茶しましょう」


    　おデートか。


    「お調査ですよ」


    「ええ、まだ二時ですから、仕事タイムですね」


    「……お茶の余裕があるといいんですけどね」


    　正面扉の前に立ち、その荒れ果てた邸宅を見上げると、なんともいえぬ嫌いやな……というのとはちょっと違いますが、面倒事の予感がひしひしとしました。


    「ぼろっちいですね。これじゃ人は住めませんね」


    「……だといいんですけどね」


    　確かにひどい有様。


    　蔓つる草くさが雨あま樋どいといわず壁といわずまとわりつき、見るも蒼そう然ぜんとした佇たたずまい。


    　大きなドアノッカーがあったのでそれを叩たたいてみます。


    「ごめんくださーい、調停官事務所の方から来た者ですがー」


    「お姉さん、ここ、人住んでないと思いますよ」


    「……そう願いますがね、わたしも」


    　何度かノッカーを叩いても、邸内からの反応はありません。しーんとしています。


    「ほら、廃はい墟きよですよ。まさかゾンビがこのボロ屋敷に隠れているとでも思っていたんですか？　そんなわけないですよ。今は人類が、科学にさえ飽き飽きしちゃった時代なんですよ？」


    　とその時、誰も触ふれていないのにもかかわらず、扉がひとりでに開いていきます。


    「ひっ」


    〈巻き毛〉が見事なバックステップを決めました。


    「すばらしい瞬発力。しかし霊れい現象はステップでは回避できませんよ」


    「霊現象なんてありっこないですよっ」


    　ひどくうろたえていました。


    　そして、そんな恐怖心に自分自身で戸惑っているような印象も受けます。


    　自覚のないこわがり……ということ？


    「無理そうなら今日のところは帰ってもいいですが」


    「えっ、お茶もしてないのに帰りませんよ。それにこれは……そう、自動ドアですっ」


    　なかなかメンタルがお強い。


    「しかし自動ドアって……これがねえ」


    　わたしたちの来館を待ち受けているかのように、扉は大きく開ききっていました。


    　まるで悪あく魔まが大口を開けているみたいです。


    　……いちおう警戒はしておきますか。


    　腰のポーチを前に回して、蓋ふたに手をかけます。


    「それは？」


    「妖精さん入れですよ。こういう時用のね」


    　迷彩柄ウエストポーチに妖精さんをしまってあります。


    　みんなよろこんで入営してくれましたよ……。


    「妖精さん、出動してもらいたいんですけど？」


    「いえすさー！」


    　蓋ふたをあけた途端、ポーチからけっこうな人数の妖精さんがあふれ出てきました。何十人にも増ぞう殖しよくしているじゃありませんか。しかも全員、同じ戦闘服姿で。


    　ミリタリー効果は抜群だったようです。


    　妖精さんたちはわたしの目の前にずらりと並びました。


    「ぶらぼーしょーたいです」


    「小隊規模」


    「うわー、妖精さんがこんなにたくさん！　お姉さんすごいー！」


    　はしゃぐ〈巻き毛〉。


    　……妖精さんは平気なのか。


    「では手分けして、このあたりをいい感じに安全確保、お願いします」


    「いえすさー！」「ちーむびゅーてぃふる、ごー！」「ちーむえくせれんと、ごー！」「ちーむくーる、ごー！」「ちーむりすぺくと、ごー！」

  


  [image: ]


  
    　妖精さんたちはチーム単位で分かれて、屋敷中に散っていきました。


    「うわあ、言うこときいてますー！　さすが！」


    「安全にはなっても、苦労する時はしますけどね。それは覚悟しておいてくださいな」


    「かわいいですねー妖精さん。わたしもひとり欲しいです」


    　……疲れる。


    「さ、邸内を見て回りましょ。何もないことを祈りつつ」


    「はいっ！」


    　玄関からエントランスホールに入った瞬間、背後で扉がひとりでに閉まりました。


    　そしてわたしたちは扉の内側に描かれた、生々しい赤文字を目にしてしまったのです！


    



    Ｗｅｌｃｏｍｅ　ｔｏ　Ｗｅｓｔ　Ｍａｎｓｉｏｎ（ウエスト邸にようこそ！）


    



    「ふう」


    〈巻き毛〉嬢が失神しました。


    「しっかり！　血文字ではなく、赤いペンキです！」


    「そ、そうですよね！　いるわけないですよね、幽ゆう霊れいなんて！」


    　……復帰早い。


    「お姉さん、この自動ドア、壊れてます。開かない」


    「……うわあ面倒くさい」


    　どのみち邸内を歩き回らないといけない流れですか。


    　改めて邸内に目をやると、外観と同様、昔豪ごう奢しやだった廃はい墟きよでした。かなりゆったりとしたつくりのエントランスホールですが、暖かみのようなものはもちろんなく、むしろ冷蔵庫か洞どう窟くつを思わせるしんとした冷気が漂っています。


    　よくある吹き抜け構造、左右の階段から二階に上がれるようです。


    　一階の壁際には、兜かぶとのない甲かつ冑ちゆうの置物。途中の踊り場には、館やかたの主人らしき人物の大きな肖像画（目から血涙を流してるＶｅｒ．）。


    　ホラー感たっぷりのアイテムです。


    　左右それぞれの扉からは、別々の棟むねに繫つながっているようでした。


    「二手に分かれて調べましょうか」


    「ふう」


    〈巻き毛〉失神。


    「冗談ですよ」


    「悪質な冗談です！」


    「ほら、妖精さんをひとりつけてあげます」


    〈巻き毛〉の上着のポケットに、妖精さんを滑すべり込ませます。


    「よ、よしなに……」


    　相性があまり良くないのか、妖精さんはおどおどしていました。


    　……すぐ消えちゃいそうだけど、ちょっとでもお守りになればいいか。


    



    　その後の邸内探索では、おおむね予想通りのものが出てきました。


    　まず大食堂では、手つかずの食事が湯気を立てていました。


    　でも住人はいないんです。不思議、というよりホラーですよね。


    「ふう」


    〈巻き毛〉が失神したので、部屋を調べ終わるまで椅い子すに座らせておくことにしました。


    「……普通の食堂でした」


    　室内に料理以外の異変はありません。単なる食堂でした。


    「ほーこく！」


    「わ、足下にいきなり出ないでください。踏んじゃいますよ」


    　テーブルの下から、突然その妖精さんたちは現れたのです。


    　そして横一列に並ぶと、隊長だけが前に出て、


    「ちーむわんだふる、いへん、はっけんできず！」


    　全員でびしっと敬礼を。


    　うむ、愛くるしい。


    「……でもそんなチームさっきいましたっけ？」


    「また、かくざとうのひとつすら、はっけんできず！」


    「角砂糖はありませんけど」


    　持ってきた金こん平ぺい糖とうがあるので、チームメンバーの数だけ報ほう奨しようを取らせました。


    「ごきげん！」


    　ソルジャーたちは満足したようでした。


    「では引き続き、偵察を続けてください」


    「らじゃー！」「ごーごーごー！」「ゆーえすえー！　ゆーえすえー！」


    　輪ゴムライフルを構えて、どこぞへ突撃していく妖精さんたちでした。


    「さて……」


    　そうなると、湯気を立てている料理が気になります。


    　ディナーテーブルに料理は七、八人分用意されていて、食する者はいないようなのでこのまま冷めるのを待つばかり。


    　どれ、ちょっと味見をばして進ぜましょうか。もったいないですからね。


    「う……おいしくない」


    　驚くほどの粗食。


    　オードブルは雑草のサラダ、魚料理はかまぼこのグリエ、スープは温めた泥水です……と言われても納得してしまいそう。わたしでももうちょっとおいしく作れるかなあ。


    　そしてデザートの小鉢にはしけてサクサク感のまったくなくなったクラッカー。


    　……これは妖精さんでも手をつけないでしょう。


    　招いた人間を驚かせるためだけに用意した適当な料理……と考えるとしっくり来ますが、そうなるとそもそも招いた人間を驚かせるという考えそのものがしっくり来ません。どういう意味があるというのか。


    　謎は……別の場所にあるのでしょう。


    　食堂の奥の扉から、さらに探索を進めます。


    



    　食堂向こうの廊下は、長く細い廊下でした。


    　薄汚れた壁とくすんだ絨じゆう毯たん。窓際にぶら下がってるボロキレは、かつてカーテンだったものでしょうか。


    　窓の表面が蔦草で覆われているため、日光はほとんど入りません。だから非常に薄暗い。


    　そう思って、食堂に置かれていた手持ちのランプを拝借してきてます。


    「さて、まいりますか」


    「置いていかないでください！　置いていかないでください！」


    〈巻き毛〉嬢が全力で駆けてきました。


    「不気味な食堂にわたしを置いていくことは悲しいことです！　泣きます！」


    「もう泣いてますね」


    　彼女はすでにうるうるの涙目です。


    「妖精さんもいなくなってました！　悲しすぎます！　泣きます！」


    「ああ、もういなくなってしまったですか……」


    　妖精さん適性だけは個人差だから仕方ない。


    「置いてかれるのすごくつらいです！　わたし置いてかれることに向いてません！　連れて行かれる方が得意です！」


    「置いていくつもりは全然なかったんです。単に忘れてました」


    「忘れないでください！　今を生きてます！　忘れることは良くないことです！」


    「ご、ごめんなさい……本当に忘れてしまって……」


    　勢いに押し負けてたじたじになるわたし。


    「一緒に行きたいです！　この廊下の果てまでも！」


    「そのくらいでいいんだ……じゃ、行きましょう行きましょう」


    〈巻き毛〉嬢は泣き止やんだあともしばらくピリピリとしていて、気を遣いました……。


    



    　結局、廊下も長いだけで異変といえるようなものはないようです。


    　荒れ果てた廊下には、年代物のチェストやら、割れた花か瓶びんやら、踏みにじられて床と同化しかかった手袋やらを横目に進んでいくと、右手側の壁に扉の並びがあらわれます。


    　部屋は三つありました。


    　一つ目の部屋は、衣装室のようでした。たくさんの衣装が保管されています。


    「全部真っ黒とは」


    「喪も服ふくの保管庫みたいです」


    〈巻き毛〉はそう言って、何気なくクローゼットの扉をあけました。


    「ふう」


    　そして気絶しました。


    「なんで!?」


    　クローゼットの中には……衣装とともに、女の子が収納されていました。


    　きつい詰つめ襟えりの黒服を着用しており、わずかにのぞく皮ひ膚ふはおそろしく白いのです。


    　触ふれてみると冷たく感じられましたが、かすかに体温があるようにも思えます。


    　お人形？　それとも亡くなったばかりの遺体？


    「妖精さん、体温計ー」


    「ちーむまーべらす、りょーかい！」


    　どこからともなく現れたソルジャー妖精さんたちが、体温計を差し出してくれました。


    「では失礼して」


    　ゴム手袋をして、女の子の衣服を脱がせます。


    　かなり着るのに手間暇ひまがかかる服のようで、体温計を使えるようにするだけでもほぼすべて脱衣させる必要がありました。


    　で検温の結果……


    「かすかに体温がある」


    　でも触さわった感じは冷たく、呼吸もほとんどしていません。


    　やっぱり……死にたて？


    　気になったこととして、皮膚がやけにかたい。死後硬直とか？　でもこんな樹脂のような弾力になるものかしら。


    　ぐるぐるといろんなことを考えていると、突然ご遺体の目がグワッと開きました。


    　目が合います。


    　そして彼女は、ゆっくりと自分の胸元に目線を落とします。今まさに、衣服を脱がされたばかりの自分の姿を。


    「ぎゃ───────っ！」


    　女の子はクローゼットを飛び出て、廊下に逃げ出していきました。


    　……あられなくもまっ裸で。


    「し、死体が動いて！　……ふう」


    　ちょうど最悪のタイミングで意識を取り戻した〈巻き毛〉、再卒倒。


    「……この子、一日のうちでこんな卒倒したこと、生まれてはじめてでしょうね」


    　床で胎児のように丸まって苦しげに呻うめいている〈巻き毛〉を、わたしは重い精神的疲労を感じながら、しばらくぼんやりと眺めるばかりでした。


    



    　第二の部屋は、またずいぶんと印象の異なる内装となっていました。


    　邸宅にふさわしい、品の良い調度が揃そろえられていたからです。


    　この部屋だけは清掃も行き届いており、特に中央に置かれた黒こく檀たんの棺ひつぎはぴかぴかに磨き抜かれていて存在感抜群。


    「うう……あれ？　わたし、どうして？　あっ、おんぶ……」


    　背負ってきた〈巻き毛〉が背中で身じろぎをしたかと思うと、


    「すう……」


    　寝たふりをしました。


    「おりてください。決して軽くはない人」


    「……平均値よりは軽いんですよ」


    　恥じらいながらおりてくれました。そして室内をざっと眺めて、


    「ど、どうして棺かん桶おけがあるんでしょう!?」


    「想像もつきませんけど、位置的には寝台がよく置かれている場所ですよね」


    　スペシャルヒントに、ぎくりとする〈巻き毛〉。


    「棺をあけてみるのが一番てっとりばやいですが」


    「それはやめましょう。棺をあけるなんて……良くないです」


    「あけちゃいました」


    　中には想像通り、[image: ]やせぎすな男性のご遺体がありました。


    　……一応、現時点ではご遺体と考えておきます。


    「あの、生きてますか？」


    　棺に眠っていた男性が、ギョロリと目を見開いたかと思うと、


    「えっ、やだ何？　誰……えっ？」


    　ひどく怯おびえた様子で身を起こし、


    「お休みのところ申し訳ありません。わたしは調停」


    「え、噓うそ、やだ……」


    　話を聞きもせず、急ぎ足で去ってしまいました。


    　というか、逃げた……？


    「今のって、突然知らない人が家の中にいた、みたいな時のリアルな反応ですよね」


    　しばらく反応がなかったので振り返ってみると、〈巻き毛〉は安らかに失神してました。


    



    「お姉さん、今日は寝てばかりなので、第三の部屋はわたしが調べます！」


    　気絶を睡眠と解かい釈しやくすることで彼女の精神は安定したようで、こんな恐れ知らずなことを言い出しました。


    「期待しててください、今日のわたしは役に立ちますから！」


    　そんなことを妙に繰り返し口にするので、内心では足手まといということを気にしているのかも。


    「ちぇいっ！」


    　第三の扉が開かれました。


    　その部屋には、なぜか墓石がいくつも置かれていました。


    　全ての窓は閉め切られて暗く、唯ゆい一いつの照明とおぼしきハロウィンかぼちゃのランプが声もなく笑っていました。


    　そしてそんな室内墓地の中央で、人影がゆらゆらと左右に揺れているのでした。


    「……………………」


    〈巻き毛〉が無言で硬直しています。よほど悪い予感に見舞われているのでしょう。


    　だって揺れてる人、人じゃないっぽいんですもの。


    　しかし、声をかけねばはじまらない。


    「失礼します。あの、ちょっとうかがいたいことが……」


    　揺れてる人がゆっくりと振り返りました。


    「ふう」


    〈巻き毛〉がノルマを達成します。


    　しかし今度ばかりは、わたしも達成しそう。


    　振り向いたその人の顔は青白く、頰ほおがこけていて、まるで……まるで！
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    「ゾンビのようですが人間でして」


    　応接室で、ゾンビのような人は落ち着いた声でそう語りました。


    「そうですよねー」


    　逃げていった先のおふたりも、もちろんここの住人だったそうです。


    　今、同席してくださってます。


    　個人情報保護のため、蠟ろう人形のような女の子をＤさん、吸血鬼のような人をＶ氏、グループの代表者であるこのゾンビのような方をＺ氏、と記録することにします。


    　さすがに市街地の外に住んでいる人たちのことを、報告しないわけにもいかないので。


    「いや、本物でなくて良かったです」


    　Ｚ氏がおおらかに笑います。


    「もしゾンビなんてものと出くわしたら、私なんて震ふるえ上がってしまいますよ」


    　乾いた笑いが出ました。


    　誤解で本当に良かった。


    「それとＤさん、彼女のこと、ありがとうございます」


    〈巻き毛〉嬢のことです。気絶している彼女を、今はお人形のようなＤさんがソファで介抱してくれているのです。


    「こ、こういうの慣れてるから構わないのだけど……」


    　とＤさん。


    　なんとなくわたしに対し、怯おびえたような視線を向けてくるのです。


    　おそらくクローゼットで寝ていた（とのこと）最中、服を脱がせたことで、変な警戒心を持たれてしまっているのでしょう。


    　うーむ。


    　服を脱がそうとして、女の子に警戒される。


    　まさかそんな状況に陥おちいるだなんて、人生って不思議です。


    　ちなみに彼女、今は部屋にもあった喪服みたいなお召し物を着ています。こうして照明のもとで眺めると、白い肌に黒い装飾過多の服は、この世のものではないほどの幽玄さでした。


    「皆さんが人間だというのはわかりました。でもこう言ってはなんですが……本当にその、皆さん亡くなっているような……雰ふん囲い気きなんですね」


    「無理もありません。我われ々われの外見は、少々普通の人とは違いますからね。と言うのも、我々は夜の一族と呼ばれる民族の末まつ裔えいなのです」


    「夜の一族ですか」


    「歴史書に載っているわけではありませんが、実在しますよ。特定の一種族ではなく、無数の少数民族の集合体なんですが。だから民族ごとに皆異なった体質を持ちます。共通する特徴としては、皆遺伝的に夜型だということです。ですので昼間は熟睡してます」


    　この人はゾンビっぽくなければそうとう端正な顔立ちの男性だと思われますが、話しぶりも知的かつ理性的で、人格面については信頼できそうでした。


    「あうぅ。だぁ」


    　突然、涎よだれを垂らして呻うめきはじめました。


    「ど、どうしました？」


    「彼、たまにこうなるのよ。持病のようなものだから気にしないで」


    　横にいた吸血鬼みたいなＶ氏が、レースのハンカチで口元をぬぐってあげます。そんなＶ氏の頭を、Ｚ氏は抱えて齧かじろうとします。


    「い、痛いわ。あたしの脳みそ、おいしくないわよ。やめて」


    「脳……を？　欲する？」


    「い、いやね。そんなこと、ないと思うけど……たぶん」


    　とか言いつつ、Ｚ氏の上半身を椅い子すに縛しばり付けます。


    「これで大丈夫。あと一分もすれば……」


    　しばらくうーうー呻うめいて体をゆらゆらさせていたＺ氏は、不意に理知的な目に戻り、


    「……む。つまりですね、そういった人種だと考えていただければ良いでしょう。髪や肌の色や体格と同じです。ただ我われ々われの個性は、夜型だったりと少しだけ生活に工夫が必要なので、どうしても同族で固まって生活するようになってしまうんです」


    　Ｖ氏とＤさんが、Ｚ氏の縄をほどきます。


    「じゃああなた方以外にも？」


    「ええ。我々は三〇名ほどのごく小さな集団ですが、数百人単位のグループもいますよ。人目を避けて暮らしているので、あまり知られてはいませんが」


    　それはさておき、とＺ氏は居住まいを正しました。


    「国連の調査員の方がこうしていらっしゃったということは、私どもの存在が問題になりかけているということでしょうか？」


    「はい。わたしどもの里で、このあたりでその……隠れ住んでいる人間がいる、みたいな話が出てます」


    　三人は同時に鬱うつ屈くつしたような顔になり、中でもＤさんが詰め寄ってきて、


    「また出て行けって言うの!?」


    「また、とは？」


    　えらい剣幕のＤさんの両肩を押しとどめながら、Ｖ氏が言いました。


    「あたしたち、ちょっと誤解されやすくてね」


    「事情はわかりますけど、でしたらわざわざ隠れ住むのはかえってまずいのでは？　怪しまれます」


    「実は我々は今までも居住地を移り住んできたんです。この人数ですから別の村落に行けばトラブルになりやすいですし。その上夜型で、かつ時折人の頭を齧ってしまうこともあるとなれば、それはもう一騒動ですよ」


    「……本当に一大事ですねそれ」


    「だから今回、あまり地元の人々を刺激しないよう、ひっそりと暮らそうと考えたのです。幸い、我々は生来的に廃はい墟きよや荒れ果てた部屋を好みますから、森に埋もれた屋敷はちょうど良いと思いまして」


    　とＺ氏。


    「私は納得いってないけど」


    「でも、地元住人を刺激しすぎて、またいつだかみたいに十字架と杭くいをもって追われるようなのはご免でしょ？」


    「……あれはあなたのせいでしょ。怪け我がした子供に止血するとか言って、傷口にかぶりつくから、それで誤解されたのよ」


    　……そんなことがあったんかい。


    「血、お好きなんですか？」


    「ええ、自分でも知らなかったんだけど、そうみたいなの。飲めちゃうみたいなの。それにちょっとでも血を飲むと翌日、頭痛と肩こりがなくなって、バイタリティがもりもりわいてくるの。というよりむしろ、飲まない方が体調悪化してるんだなって感じで、困っちゃうわ」


    　Ｖ氏はいやいやとツイストをしました。


    　本物……か？


    「そういう話を聞くと、私もうっかり脳を摂取しないよう注意せねば、と思いますな」


    　Ｚ氏がこわいことを笑いながら言いました。


    「……そうですか、三〇人以上とは」


    　それだけの人数だと、一気に里に紛まぎれさせるのは難しそうです。


    「いいんですよ調停官さん。ご迷惑はお掛けしたくない。ここで暮らすことを認めてくれるなら、ひっそりとやっていくつもりです」


    「それだと国連の支援は受けられないでしょう」


    「今までも自給自足をしてきましたから」


    　……食料が足りなくなって、理性がぶっとんで、一番欲しいものを狩りに行く……。


    　おそろしい考えを振り払います。


    　そんな事態は未然に防がねば。


    　でもちょっとマイノリティの問題とかも混じって難しいから、慎しん重ちようにやらないといけません。となると。


    「わかりました。ここは誰の土地でもない場所ですし、当面はお使いください。ただ自給自足についてはそう簡単ではないはずですよ」


    　Ｚ氏はおおいにうなずくと、


    「そうなんです。なにぶん夜型ですから、農業をするにしても畜産をするにしても、選択肢が狭せばまってしまって」


    「今まではどのように？」


    　Ｄさんが顔をしかめました。


    「古い保存食に、そこらの雑草、そこらの木の実。ひどいものだわ。ま、私は食事なんて一週間に一度とればじゅうぶん生きていけるから、ましなのが出た時だけいただけば良いのだけど」


    　本物……か？


    「……自給自足できるよう、お力になりますよ」


    「それはありがたい！　とにかくクスノキの皆さんを刺激せぬよう、森を出て農地を作るわけにもいきませんからな」


    「ちなみに……食堂でほったらかしにされていた料理、あれはいったい？」


    「ああ、私たちは夕方から夜にかけて朝食なので、早起きして物資調達に出る者たちの食事ですよ。早起きする者は、午後の四時くらいに起きますから」


    「人間だったらもっとも駄だ目めな者が起きる時間ですね」


    「いや、まったくですよ」


    　Ｚ氏が人の良い笑顔を見せ……たかと思うと！


    「うあ。あぉ。のうみそ、のう、のう。じゅーしぃ、のうみそ」


    　本物……なのでは？


    　慌てて拘束をしなおすＶ氏らを見ながら、気を引き締めるわたしでした。


    



    



    　Ｚ氏のグループの相談役みたいな立場になって、わかっちゃいたことですが仕事は増えました。


    　最終的な目標としては彼らを地元民に受け容いれてもらうことですが、目先の問題としては自給自足ができるよう手助けすることでした。


    　人数は三〇人足らずなんだから、大規模農場は必要ありません。補助的な食料確保の手段であれば充分でしょう。


    　ではどの程度、見込むべきか。


    　現状では、どうなのか。


    　そういったことを確認した結果、実態として彼らの生活が狩猟採集生活に近いものだということを知りました。


    　原始的な暮らしぶりとなっていることには理由があって、個々の成員が嗜し好こうするものに偏かたよりがあるからです。


    　たとえばＺ氏は肉類が好みということでいたって普通の感覚なんですが、腐った肉でも平気でいけてしまう他、一度だけ漏もらした『贅ぜい沢たくを言う気はありませんが欲を申せば脳料理とかいうものを……あ、いや、忘れてください』という言葉を、我われ々われは戒いましめとして忘れるべきではありません。


    　またＶ氏は血液に対して強い執着があり、なければ体調が慢性的に悪化し、頭痛肩こり等の諸症状に苦しむが、少量でも摂取すれば一気に好転するという体質です。


    　Ｄさんにいたっては、ほとんど固形物を摂取せずに生命活動を維持できるということで、だいぶ妖精さん寄りの体質でいらして。


    　共通項が夜行性というだけで、これでは確かに食料確保に苦しむはずでした。


    　今でもちょっとした菜園のようなものはやってはいるんですが、うまく行っていないようで、もっぱら釣り・狩り・植物採集でしのいでいるようです。


    　広大な庭地を、多種多様な作物がとれるような農園に転用しなければならないです。


    　幸い里には農地経営の専門家も多くノウハウもありますから、それらをとりまとめまてマニュアルを作成、提供した次第です。


    「あのあたりから、あのあたりまで、全部農地にしましょう」


    「え？　そんなに広く？」


    　Ｚ氏がおおいに驚きます。


    　三〇人で管理できるギリギリの広さ。


    「そのくらい確保しないと、自給自足は遠いですよ」


    「我われ々われは一か所に長く定住したことがありませんからね。そうですか、生活を変えようと思ったら、根を張ることを考えないといけないわけですね……」


    「苗木や肥料は提供しますから、労働力は皆さんでひとつ。ゆくゆくはお隣の人里、という具合に発展していってくれたらと」


    「おお。そうなればどれほど良いか」


    　Ｚ氏は青白い顔に、不似合いなほど陽気な笑みを浮かべました。


    



    



    　土壌改良材の調達申請。


    　器材提供の申請。


    　早朝と夕方の作業だけでなんとかなる作物の選別と、苗木の提供申請。


    　理由は避難民の自立支援という名目。


    　申請、申請、申請。


    　申請書を短期間にまとめて提出することの許可証、みたいなものまであって。


    　ああ、調停官になって、これだけの書類を作ったのははじめてでした。


    「書類作り死ぬほど面倒くさい……」


    「あんたが言うか！」


    　手伝わされているＹが怒鳴りました。


    　彼女や助手さんを総動員して、なんとか対処してます。


    「なんとかなってないんだけどな……。ねえこの書類、空欄全部埋まらないと突っ返されるって本当？　埋め方がわからないものばかりだ」


    「なんとか埋めてください」


    「古い書類の写しを見ながら記入してるんだけど……前に同じ書類が提出されたのって八〇年も前なんだ。意味あるのこの行為？」


    「考えるな、感じるな」


    「はいはい……しかし、これはそのうち晩飯をおごってもらわねば」


    　そのくらいで良いならお安いご用ですよ。


    　形だけ残った無意味な手続き。それを形けい骸がいという。しかし、無意味でなくなったらそれはもはや人間ではない……みたいな格言を、わたしの名前でどこかに書き残しておきましょう。


    　せめて後世の人にちやほやされたい。


    



    



    「はずかしながら、かえってまいりまった……」


    　あくる日、卓上に現れた妖精さんの姿を見て、びっくり。


    　以前より数段みすぼらしくなっていましたが、間違いなく兵隊ごっこをしていたあの妖精さんたちのひとりでした。


    「でもあれから何日も経たっていますが……」


    　いつものパターンなら、すぐに飽きて忘れて散り散りになるはずでした。


    「それは、ぐんじんだから？」


    「ご立派……」


    　わたしは感動するばかりでした。


    「こうえいのいたりあ」


    「それで、作戦というのは、確か」


    「ちいきいいかんじさくせん」


    　……そうそう。そんな指示を出しました。


    　で、妖精さんたちを回収せずにわたしだけ帰ったんです。いつものことです。だってほっとけば、各自解散していくものだから。


    　でもこの妖精さんに限っては、戦争が終わったことを知らないままずっと現地に残って戦って（？）いたわけですね。


    　その目には過か酷こくな戦場を生き延びた者だけが宿すことのできる、ある種の憂うれいが宿っているようでした。
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    　しかし、そうすると。


    「……他の、妖精さんは？」


    　問いかけると、妖精さんが目頭を押さえます。


    「さいごまで、ゆうかんでした」


    「どういうこと!?」


    「ほきゅうなく、きびしいさくせん……」


    「補給」


    「ちょこばー、とか……」


    「ああ、お菓子は渡してなかったですよね」


    「ちょこばーとか、なかったけど……げんかいまで、がんばりまって、そんで……」


    「そ、そんで？」


    　悲しみをこらえつつ、妖精さんは言います。


    「おかしないなら、ばいばいでした」


    「まあ、すぐ帰ったのだとしても、限界まで頑張ったとは言えますな」


    「やー……」


    　飢うえて苦しんだ、とか言われるよりいいんで、問題ないんですけど。


    「そんな中で、あなたは頑張ったんですね。偉い」


    「こうえいのいたりあ」


    　……イタリア？


    「とにかく褒ほう美びを取らせますね」


    　冷蔵庫の中から、とっておきのものを持ち出してきて。


    　大きさはてのひらにすっぽりおさまるくらい。色とりどりの焼き菓子。


    「こ、これはっ」


    　妖精さんがわなわなと震ふるえます。


    「おかしの、はんばーがー！」


    「マカロンというものです。焼いた生き地じに、ジャムやら何やらのお好みを挟はさんだもので。まさしく甘いハンバーガー……」


    　おそらく初体験のお菓子を受け取り、妖精さんはぼんやりとしていました。両手で抱えたマカロンを、試すようにゆっくりと一口だけ、齧かじりました。


    「!?」


    　あとはもう、無我夢中。電動鉛筆削り機のように、一気にほおばってしまいました。


    「一いつ瞬しゆんで食べてしまいましたね」


    「はっ……つい、あたまがはっぴーせっとに……」


    　仕方ないのかも、ずっとお菓子抜きだったわけですものね。


    　人間で言うなら餓うえに苦しんだようなもの。


    「出発する時に、何も持っていかなかったんですか？」


    「ぐんようかくざとうをひとりふたつずつ、しきゅうされましたが……すぐなくなり」


    「軍用角砂糖」


    　何をして軍用なのか。


    「あま。うま」


    　ともかく妖精さんは、しばらく夢中でマカロンをほおばっていました。


    　このやりとりがあったので、幽ゆう霊れい屋敷にバラまいた妖精さんたちは、てっきり現地解散してるんだと思い込んでしまいました。


    



    



    　ある日、Ｄさんが農作業を放棄した、という相談を受けました。


    「……その、そういう内部のゴタゴタをわたしに持ち込まれても困るんですけど」


    　Ｚ氏は青白い顔に苦渋の色までをも浮かべ、泣き言を述べます。


    「彼女は個人主義で、我われ々われの言うことはなかなか聞き入れてくれません。でもあなたのことは一目置いているようですから、耳を傾けるはずです」


    「いや、あれは一目置いてるんじゃなくて、怯おびえているというべきで……」


    「畏い怖ふしているというのであれば同じようなものですよ。是ぜ非ひお願いしたい」


    「でも、しかし」


    「何なに卒とぞどうか是非！」


    　……押し切られてしまった。


    　そのような事情で、Ｄさんのもとに。


    「どうして農作業が嫌いやなんですか？」


    「だって変でしょう？　ほとんど食べない私が、他の者たちと同じ労役に服するだなんて」


    「よく気付きましたね。その通り、不公平なんですよ」


    「……自分で言うのね」


    「クレーム出たら対処すればいいわけだから。ですが、そういう事情を抜きにしても、共同作業はやっといた方が評価は高くなるし、クスノキの人たちも接しやすくなるかもですよ」


    「そんなのどっちでもいいのよ。私たちは誇り高き夜を歩く者よ！　多少神秘的なくらいでちょうどいいの。……おわかり？」


    「はあ。わたしも怪奇幻想小説は好物の部類でございます」


    「そうでしょう？　Ｚ氏のように、隠れてコソコソ生きるなんて私の趣味には合わないのよ。もっと血の池地獄ゥゥゥ！　みたいな方向性でいいくらいよ」


    「そのたとえはよくわかりませんが、よくわかりました」


    「わかってくれて何よりね。あなた、人間の中じゃなかなかやるわ」


    「どーも」


    「そもそも私は低血圧で、夜は弱いのよ」


    「逆になるんですね」


    「というわけで、私にはその義務は課されないと判断したわ」


    　回りくどい理り屈くつを重ねてきて、本音はサボりたいだけですね。


    　であれば、別の説得手段はないものでしょうか？


    　……ありました。


    「独立独歩の精神、さすがですね」


    　褒ほめ殺しておいて、


    「ふふふ、やっと理解してくれたみたいね」


    「でも、農作業手伝わないと仲間からの印象も悪いですよね？　そうなると、あの大量の衣装、引っ越しの時とか誰も手伝ってくれないかも？」


    　Ｄさんはう、と呻うめいたきり考え込んでしまいます。


    「そういうの、大事ですよ集団の中だと。いくらかでも手伝っておけば、下々の者もついてきやすいと思うんですけど」


    「それは確かにそうね……」


    　と言いつつもなおも渋る様子の彼女。


    「もしかして、農作業が嫌いやな理由が他にあったりします？」


    「それは、ないこともないけど……」


    　切れ味の良いＤさんにしては、珍めずらしく言葉尻を濁にごしました。


    　本命かな、と思いました。


    「ないこともない理由というのは、どんな？」


    「だって、お服が汚れてしまうもの」


    「……ああ」


    　納得の理由。


    　この人は汗をほとんどかかないため、日常生活で服が汚れるということがありません。


    　なので土まみれになることには、我われ々われのような日々行ぎよう水ずいする種族に比べ、強い抵抗があるということです。


    「苦しい流浪生活の中で、死ぬ気で集めて縫ぬったお服なのだから当然でしょ！」


    「残念ながら土いじりをやっていれば、どうしたって服は汚れます」


    「だから嫌なんじゃない！」


    「農作業する時は、この……茶色いツナギを着ればいいでしょう！」


    「そんなイモくさいの着たら魂が死んでしまうじゃない！」


    「これからイモを作ろうと言う者が言うことですか」


    「嫌なものは、嫌！」


    　ワガママ姫！


    「じゃあ伐ばつ採さい班に回りますか？」


    「伐採班ね……」


    　一番の重労働です。ただ、土いじりほどにはべちゃべちゃ汚れたりはしません。


    「ちょうどチェーンソーが支給されてきましたから、そろそろ本格的にはじまりますよ」


    「女の仕事じゃないと思うんだけど……泥んこ遊びよりはましかしら」


    　ぶつくさ言いながらも、Ｄさんは伐採班に移りました。


    　そして数日もしないうちに、


    「チェーンソーってすごくしっくりくるわ！　どうしてかしら、とても不思議ね！」


    　どういう理由によるものかたいへん気に入ったようで、今日も黒いヒラヒラ服を着たまま、元気でチェーンソーを振り回してます。


    　黒いヒラヒラ服とチェーンソーはなぜ親和性があるのか？


    　見当もつきませんよ。気になる方、誰か調べといてください。


    



    



    　敷地内に農園を作り、作物の栽培を本格的に開始してからしばらく。


    「どうも妙なんです」


    　Ｚ氏が言いました。


    「いくつかの作物の収穫をはじめているんですが……」


    「と言いますと？」


    　数日ごとに様子を見に来ていて、そのたびに質問責めにされるのですが……今日のは少々様子が異なっていました。


    「作物が不作でしたか？」


    「いえ、育ってました」


    「虫にやられてしまったとか？」


    「いえ、いただいた農薬をバンバン使いましたから、それも」


    「では何が問題なので？」


    「実際に見ていただけますか」


    　収穫された作物が数点、わたしの前に並べられました。


    　どれも見たことのない、異質な形の物体でした。


    「えっ、これが作物？」


    「はい」


    「本当に？　この邪悪な……宇宙生物みたいな物体が？」


    「豆もやしです」


    「太さが腕ほどもありますよ」


    「豆もやしです」


    　豆もやしは、瓶びん詰めで、かつ暗くら闇やみで育てられます。収穫までの期間も短く、この暗黒の村にピッタリ。と思い提案しました。


    　ここの人たちは、こんな知恵も持っていなかったのです。


    「これじゃ瓶に入らなかったでしょう」


    「瓶に入れた時には普通の豆だったんですが、どんどん巨大化して割れました」


    「豆の部分が爆はぜて、エイリアンの口みたいになってますが……」


    「嚙かみつきますから注意してくださいね」


    　豆もやし（とＺ氏が主張する生物）は、木箱の上でひくひくと胴体を震ふるわせていました。


    「豆の部分をちゃんと叩たたいて殺して、血抜きをしっかりすれば食べられはするんですがね、どうも不気味で」


    「血抜き!?」


    「肉が筋張っていて、量も少ないですし」


    「肉!?」


    　もやしの話をしていたと思ったら違ったようです。


    「どう育てたらこんなんなるんです？」


    「……いや、ですからそれがわからないんですよ。どういうことなんでしょう？」


    「いや、それは……すいません、わたしにも、よくわからないです……」


    　奇妙なことは、それからも立て続けに起こるようになりました。


    



    



    「ねえ先生、ぶどう棚を作ったじゃない」


    　ぶどう棚の担当は、血液大好きＶ氏。


    「ええ。このあたりでも育つブドウの品種を、苦労して取り寄せましたよ」


    　ブドウを作り、ゆくゆくはワインも手がけようというプランです。ただしさすがに時間がかかるので、長期計画。地産地消のワインがあるといいなあ、なんて個人的希望もコミで。


    「そのブドウなんだけど……もう成長しちゃったのね」


    　普通、ブドウを育てようと思ったらまともに収穫できるようになるまで数年かかります。こんな二か月もかからないうちに収穫、というのはないです。


    　先の豆もやしなら短い期間ですぐ収穫できますけど……。


    「その現物を持ってきたんだけど、見てくださる？　というか見て欲しいわ、こわいの」


    　ソレがわたしの前に運ばれてきました。


    「…………」


    　ちょっと言葉が出なかったです。


    　普通、ブドウって房になるじゃないですか？


    「なのに、どうして一粒しかないんですか？　それもこんなクリケ……ボウリング球みたいなサイズになって……」


    「担当の子が言うには共食いの結果、一粒だけ生き残ったって」


    「えっと、何の話ですか？」


    「だからぁ、ブドウの共食いの話」


    「ブドウが？」


    「ブドウがよ」


    　Ｖ氏がごく真ま面じ目めな顔で頷きました。


    「ブドウが共食いする過程において、こんな風に巨大化していくのね。あ、触さわっても平気よ。もう死んでるから」


    　これをわたしが見て、どうなるんでしょうか？


    　ぶよぶよと肥大化したブドウの一つぶ。


    　自重ゆえか綺き麗れいな球形を維持できず、平たく潰つぶれていました。


    　似たものを探そうと思えば、深海の軟体生物とかを当たるしかない、と思えるような不気味なクリーチャーです。


    「ちなみに味の方は確かめましたか？」


    「それがすっごくおいしいの！　濃厚な血の味がしてね。これでワイン作ったらすごいと思うわ、あたし」


    　ああ、おいしいんだ。


    　わたしの気は遠くなりました。


    　じゃあ細かいこと考えないでもいいなあって。


    　……おいしいならいいか、って。


    



    



    「ねえ、ちょっと見てこれ」


    　Ｄさんが、野生動物捕獲用の檻おりを引っ張ってきました。


    　この頃、わたしはだいぶやさぐれていました。


    　やること全てが予想外の結果になると、人間自じ暴ぼう自じ棄きになるものです。


    「伐ばつ採さいしようとした木の根が、まるで巨大ヒルのように怪物化して暴れ回ったとか、そんな話ですか？」


    「あら、よくわかったわね。そうなのよ。それで、もうちょっと強力なチェーンソーが必要になったの。こんなものを相手にしないといけないわけだから、剛性がより高くて、できれば散弾を撃うてる機構があるチェーンソーを……」


    　わたしたちの足下で、ケージが激しくガタガタと震ふるえていました。


    　土地が呪われているのか。あるいは、住人側の問題なのか。


    　いずれにしても、これじゃ里との仲を取り持つなんて夢のまた夢。


    「……あなたは最近、わたしの手伝いをしてくれませんね」


    　事務所の自分の席で〈巻き毛〉が肩をびくりと震わせました。


    「さ、最近は忙しくて……なかなか……」


    　どうき、息切れ。


    「んまあ、それ、本当の理由？」


    〈巻き毛〉嬢は事務所の机で、趣味の盆ぼん栽さいをいじっています。これを仕事と言い張ることはかなりの困難をともなうことでしょう。


    「あっ、それに！　お姉さん、最近あの幽ゆう霊れい屋敷に行ってばっかりだから……お忙しいんじゃないかなあって……」


    　ふるえ、冷や汗。


    「だからその幽霊屋敷に、一緒に来てくれればいいじゃないですか。幽霊みたいな人もいて勉強になりますよ。もちろん実際の幽霊ではなく、存在感が薄すぎて向こう側が透けて見えるだけの人間なんですけど」


    「……それ本当に人間なんですか……」


    　消え入るような声が、恐ろしくも不確かなものの正体をわざわざ暴きたくない、という人間心理をあらわしていました。


    　どうやら自分がホラー苦手だということを自覚できたご様子。


    「一体どのようなお仕事なんでしょうか？　妖精さんに任せるとか、あの男に任せるとか、いろいろあると思うんですけど」


    　ちなみに〝あの男〟というのは助手さんのこと。


    「彼には通常業務をだいぶ投げてるので、手が空いていないんです」


    「まあ、なんて役に立たない人なの!?」


    「まったくです。あなたは役に立ってくれまよね？」


    「…………わたしも役立たずです、スイマセン」


    　心が完全に折れていました。


    



    　幽霊屋敷の周辺を見て回るうち、妖精さんによって残されたキャンプの痕こん跡せきを発見しました。大木の根元に、小さなたき火あとが残っていたのです。


    　作戦行動中に利用したのだと思われましたが、妖精さん本人の姿はありません。


    「妖精さーん、いないのー？」


    　森は深しん閑かんと息を潜ひそめており、返事をする者が現れる気配がありません。


    　どこか遠くに行ってしまったのです。


    「……いやな予感がする」


    



    



    　野菜を凶暴にさせていたものの正体は、意外なところから判明しました。


    　それは、じゃが畑。


    「先生、また畑から怪植物が」


    　いつものように夕刻、館やかたに着くなりＺ氏が相談事を持ち込んできました。


    「それはおめでとうございます」


    　この死し霊りよう館かん周辺で作られた作物が凶暴化することは、すでに日常のことと化しています。


    　暴れたり共食いをしたりと荒ぶる作物の扱いは厄やつ介かいこの上ないのですが、ひとつだけ利点がありました。美味なのです。


    　管理は大変だけど、それに見合う価値があります。一度わたしも味見をしてみましたが、なるほど吸血鬼が人の血をすする理由がわかりました。


    　しかも怪物化するような時は、成長も爆発的に早まりますから、良いことずくめです。


    「それが、いつもとちょっと様子が違うみたいでして」


    　異変はじゃがいも畑で起こっているということで、我われ々われはてくてくと歩いていきました。


    　現場では住人が何かを取り囲んで、騒然とした様子。


    「えー、そんなに凶暴なのが育ったんですか？」


    　全住人にシカトされます。


    「あのう……！」


    　集団の中にいたＤさんが振り返りました。耳みみ栓せんをしていたようです。いや、彼女だけではなく、その場にいた全員が耳栓をしていました。


    「あなたも耳栓をした方がいいわ」


    　わたしに一組の耳栓を握らせました。


    「どうして？」


    「…………」


    　話す時くらい耳栓外してください……。


    「育てているじゃがいもの中に、妙な作物があったのよ」


    「見せてもらえます？」


    「見たいなら耳栓をしっかりして。すでに犠牲者も出ているから」


    「犠牲者ってアータ……」


    　横を見ると、Ｖ氏が担架に寝かせられていました。


    「え、死者!?　困ります！」


    「あ、大丈夫。仮死状態になってるだけだから。そのうち生き返るわ」


    　とか言ってると、


    「あら？　あたしどうしたのかしら？」


    　むくりと上体を起こすＶ氏。


    　蘇そ生せいとかできるんですね。


    　人間……か？


    「見慣れない雑草が生えていたから引っこ抜いたら、根っこが悲鳴をあげて、それを聞いた者が次々と死んでしまって」


    「他にも死人が!?」


    「……みんな小一時間で生き返ったけど、あたしも久々に死んだわね」


    　うん、完全に人間じゃないですね。


    　ん？　引っこ抜いたら、悲鳴で、死んだ？


    「……もしかして、マンドラゴラ？」


    「って何よ？」


    　助手さんから聞いたその植物の特徴を伝えますと、


    「ええ、まさにそういうものだったわ」


    「ははあ。世が力強く輝き続けるために魔ま的てきな存在も有用で、その生態的地位にあなたがたが滑すべり込もうというわけですね」


    「え、何の話？」


    「わたしなりに納得した、ということですよ」


    　それでマンドラゴラなるものを見せてもらったところ、


    「…………妖精さん？」


    　頭のてっぺんから葉っぱを生やし、真っ白に燃え尽つきていたそれは、どう見ても妖精さんの亜種でした。


    「……ぷしゅー……」


    　燃え尽きていました。


    「この植物が土地のあちこちに生えていて、抜くたびに犠牲者が出るので困ってるんです」


    　Ｚ氏が青ざめた顔……なのはいつも通りですか……。


    　えー、いつも通りの顔色で言いました。


    「しかも一いつ瞬しゆんで生えるのよ！　宴会してると後ろにびっしり生えてたりするし、始末に負えないわ。今みんなで耳みみ栓せんして抜いてるんだけど、そのはしから増ぞう殖しよくすることもあるし……あなた農業の専門家でしょ、なんとかなさい」


    「別に専門家というわけではありませんよ」


    　でもマンドラゴラさんはたぶん妖精さんの亜種。


    「……あ、いや、専門家でした」


    「何なの」


    「調査します」


    　わたしはマンドラゴラさんの亡なき骸がらを、人目につかない場所まで持って行きました。


    「……もしもし？」


    「ぷしゅー……あわ？」


    　色素が抜けて真っ白くなった妖精さんが、目を覚ましました。


    「妖精さんですよね？」


    「……まあ」


    「どうしてこんなことに？」


    「……ふんいきで？」


    「この地の魔ま的てきなものにあてられましたか」


    「そんなとこかなー」


    「そんなとこですかー」


    　心地ここちよい夕刻のひとときでした。


    　日が暮れて、涼しい夜が訪れようとしていました。


    　人間、夕方から夜にかけてはオフですよ、普通はね。わたしだって普通の人間ですよ。


    　じゃあ、オフで。


    「マンドラゴラさん、人に迷惑をかけてはいけませんよ。なんか、悲鳴を聞いたら死ぬみたいですけど」


    「しなないひとしか、しにませんぞ？」


    「なら問題なしですね。ほっといても」


    　大自然には、なるようになる力というものが備わっているのです。


    　その力を信じ、ほったらかす！


    　正解はこれですよ。


    　戻ったわたしは、死し霊りよう館かんの皆にこう告げます。


    「この植物は、除草しないでＯＫ」


    「どうしてよ！」と全身の関節をカクカクと激しく揺すりながらＤさん。


    「マンドラゴラさんがいる土地は、植物がよく成長するし、安全性が確保されるからです」


    　なにしろ地中版の妖精さんなわけですからね。


    「でも除草しなかったら果てしなく増えていくし、土地の養分も吸われてしまうわ」


    「果てしなく増えますが、そのうち消えると思いますよ。土地の養分の心配も不要です。むしろ改善するんじゃないでしょうか」


    「そうなの？」


    「そうなんですよ。実際、作物が良く育っているでしょう？」


    　集まった面々が納得の表情を浮かべます。


    「抜かなければ耳みみ栓せんの必要もないですし、ほっときましょう。それで全てうまく行きます。ただ豊作の時にでも、これを……」


    　トートバッグから金こん平ぺい糖とうの瓶びんを取り出して、


    「マンドラゴラさんへの感謝をこめてばらまいておいてください」


    「なんで金平糖？　土地への感謝ならパンとかじゃないのかしら？」


    「甘いお菓子なら何でも結構ですが、パンはいけません。あと辛からいお菓子も駄だ目めですね」


    　集まった面々は納得いかない顔をしていました。


    「とにかくそういうものなんです。これからの、この土地は」


    　マンドラゴラさんはたぶん館やかた周辺にしか生まれないでしょうから、彼らが里に移住することなくこの土地で生きていくことには大きな意味があるはずでした。


    



    



    　二週間ぶりに死し霊りよう館かんに顔を出しました。


    　その間、ちょちょっと仕事をしたり、妖精さんと遊んだり、読書したりワイン飲んだりしてました。リフレッシュ。


    　さすがに一週間もほったらかしにすると心配になってきたので、館に足を向けた次第で。


    　怠たい惰だなわたしを待っていたのは、ハロウィンパーティーめいた別世界でした。


    「たくさん人がいなさる！」


    　どこかで見た顔ばかりなので、大半がクスノキの住人だと思われました。


    　荒れ果てていた館は、荒れ果てたデザインの館へと変容を遂げており、スラップスティックなおどろおどろしさが表現されています。


    　看板には血ち糊のりがしたたり、壁には顔が浮かび上がり、三角頭ず巾きんで顔を隠した不気味な集団が歩き回っていたり、どこからともなく女性の悲鳴ＢＧＭが聞こえてきたり。


    　庭にも大小多数の天幕が追加で設置され、それぞれで禍まが々まがしい出し物が提供されているようでした。


    　そんな具合に飾り付けられた館の内外を、様々な怪物の衣装を着た人や、衣装を着ないでも怪物めいている館の住人が、楽しげに行き来しています。


    「どうしてこんなことに……？」


    「あ、お姉さん、いらっしゃい！」


    〈巻き毛〉嬢が黒いヒラヒラ服を着て、出迎えてくれました。


    「ここには来たくないと言っていた人がいる」


    「この場所は怖いと思い込んでいたんでけど、全然そんなことはありませんでしたー！」


    　じゃがバターの皿、チェーンソーを象かたどったキャンディバー、キッチュな色合いの恐怖人形、などなどを両手いっぱいに抱えて、満面の笑み。


    「聞きたいことはいろいろあるんですけど、その恰かつ好こうは？」


    「ロココの館やかたで物々交換で手に入れました」


    「ロココ？」


    「あっちのパビリオンです」


    「パビリオン……」


    　彼女の指した先には、真っ黒でヒラヒラで絢けん爛らんな天幕が立っていて、若い女の子たちが押しかけていました。


    「今週になって急に流行しはじめたんです、こういう服。お姉さんもおいかが？」


    「わたしはこういう服、似合わないかすごく似合いすぎて悪目立ちするかのどっちかなのでイヤです」


    「えー、似合いそうなのに……」


    　しかしこんな豪華喪服みたいな服が流は行やるだなんて世も末ですねえ……というには人類は衰退しすぎてますけども。


    「乱痴気騒ぎですね」


    　飲酒してる人も大勢いるようで、本当にお祭りです。


    「まだここが流行りはじめて一週間も経たってないですけど、知り合いの中には毎日インパしないと中毒が出るって子もいるくらいで」


    「インパ？」


    「あ、ここに来るって意味の言葉です。インパーク」


    　妙ちきりんな言葉を……。


    「リニュしてからははじめてですよね？　案内してあげますよ！」


    　強引に引っ張って行かれました。


    　とにかく食べ物が溢あふれていました。大半の飲食物は無む償しようで提供されているようです。


    　つまり、収穫量が爆発的に増えたと考えられます。


    　ただまともな食品はひとつもなく、死し霊りよう館かん仕様。


    　臓物風トライフル、大腸ソーセージ、鮮血ジャム、毒々スコーン、タール風コーラ、血液冷凍バー、もやしケバブ。


    「どれもものすごくおいしいんですよ。見た目は不気味ですけど」


    　首なしの騎士がやってきて、手ぶらのわたしを見つけると、


    「おお、これはこれはレディ。ご機嫌うるわしゅう。サービスの風船をどうぞ」


    　この首なし騎士の人は館の住人のひとりです。もっとも最初はエントランスの飾り物かと思っていましたが。


    　実は生きていたっていう。


    　いまだにどこから声を発しているのかわかりませんが。


    　その首なしの人が、悪趣味な風船を渡してきました。いわゆるバルーンアートというもので、風船を編んで再現したお脳のう味み噌そです。


    「いらないのに受け取ってしまった……」


    「わたしも最初はびっくりしましたけど、この館やかたの土産みやげ物ものときたら全部邪悪で」


    　自分自身がビスクドールのような恰かつ好こうをした〈巻き毛〉嬢は、まんざらでもないという顔で言います。


    「でも、これはこれでなかなかいいです！」


    　確かにこのテイストは、娯楽としては新鮮でした。恐怖を楽しむだなんて、思いもよらないことですよ。


    　ひとりで見て回ると、出し物は他にもたくさんあるようでした。


    　ゾンビ射撃に幽ゆう霊れいさがし。おまじない講座に館内部を舞台にした体験型恐怖ショー。


    　マンドラゴラさんを引き抜き、その悲鳴を聞いて熟眠する魔ま術じゆつセラピーなんてのも。


    「ここのホテルに泊まると、深夜にはスピリチュアルパレードが見物できますよ。それまで起きてればですけど」


    「ふむん。要するにこれは毎日開催するお祭りなわけですね。今までにない、奇妙な出し物ばかりの」


    　こうして眺めていると、女性客が多いみたい。


    　黒いヒラヒラの豪華喪服で悪趣味キャラクター人形を抱いたら、感受性が豊かな女の子はイチコロなわけですね。


    「それじゃあわたし、服の競せりに参加するので、これにて失礼」


    　そう言って〈巻き毛〉嬢は、また喧けん噪そうの中に飛び込んでいったのです。


    　服ね。察するところ、〝彼女〟のところなんでしょうね。


    　にしてもなんとも陰気なテーマパークです。


    「名付けるならディズマル（憂ゆう鬱うつ）ランド、とかですかね」


    「おお、それは名案だ！」


    　紳士然とした装よそおいのＺ氏が、背後で叫び声をあげました。


    「……背後に忍び寄らないように。ホラー要素が強まります」


    「それは失礼」


    「にしても、たいした盛り上がりで」


    「旅人相手に軽い気持ちで行った売店が、あっという間にこんなことになってしまったんですが」


    「さすがにびっくりしましたよ。農作は大成功だったようですね」


    「このマンドラゴラさんのおかげです」


    「ぴしゃー！」


    　支配人の胸ポケットから、頭から葉っぱを生やした妖精さんもどきが顔を出しました。


    「う、ちょっと眠く……」


    「すぐに眠気はなくなりますよ。彼らは本当に素晴らしい。作物をぐんぐん育ててくれるし、数粒の金こん平ぺい糖とうでさまざまな問題を解決してくれます。ちょっと邪悪趣味なところも、ここの住人から見て好ましいようです。なんでもあなたがこの種を植えてくださったそうで」


    「……まあ、そうと言えないこともないですが」


    「今度こそ我われ々われも根を張った生活ができそうです。本当になんとお礼を述べてよいか。あなたはこの館やかたの恩人です」


    「いえ、最後ほったらかしにしてしまって……」


    　あまり恩人になった経験がないので、へどもどしてしまいました。


    「あなたを魔王様とか魔ま女じよ様と呼んで崇すう拝はいしている者もいるくらいです」


    「やめてください。その話に尾ひれがつくと困ります」


    「我々からすると最高の褒ほめ言葉ですよ」


    「ただただ困る。その一言です」


    「ディズマルランドの顧問魔女として、エントランスの踊り場にもう一枚の肖像画として飾らせてくれたら良いのですが」


    　ああ、血涙を流してる肖像画の隣に……わたしを。はいはい。


    「困ると申しておる」


    「そんなことをおっしゃらず、是ぜ非ひ一度ご検討を……」


    　強いプッシュから逃れるように、わたしは里に逃げ戻ったのでした。


    



    



    　それから死し霊りよう館かん……ディズマルランドは、多くの観光客が訪れる有名プレイスポットとして広く知られるようになりました。


    　今夜もまた、死霊館の食卓は、血も凍るような（褒め言葉）笑顔で満ちているとか。


    　そんでそこの顧問魔女がわたしなんだとか。


    　肖像画はあのエントランスに飾られてしまったのですが、名前だけは出すなと言い含めて、なんとか平穏な日々を保っております。


    　たまに通行人に凝ぎよう視しされますが……。


    　ということで、古い文献から発掘した素す性じよう不明のおまじないをもって我わが永遠平和を祈願させていただきたい。


    　エロイム、エサイム。神とか悪あく魔まよ、わたしの平和を守りたまえ！

  


  
    看板の竜


    



    



    　昔々あるところに、具体的には一二世紀の中頃、シュルーズベリという土地にあるとある修道院に、それはもうとんちの得意な修道士が暮らしておったそうな。


    　その評判を聞きつけたウェールズ大公おーうぇんは、さっそくこのてぃーたいむという名の修道士を城に呼び寄せました。


    　大公さんは領土欲が強く、あわよくば修道院に難なん癖くせをつけてシュルーズベリを我わが物にしてしまいたい（ゲットしたい）と思っていたのです。


    　ひどいことです。


    「あー。そなたが、うわさのひと？」


    　大公さんは青年さんに尋ねます。


    「はいな。うわさ、されとります」


    　てぃーたいむさんは臆おくすることなく答えました。臆することなくというか、有名なことをちょっと鼻にかけているようでした。


    「そなたのとんちをみこんで、ひとつたのみがあるのです」


    「なんなりとー」


    「てした、かまーん」


    　大公さんが命じると、悪意たっぷりのにやにや笑いを浮かべた部下が、あるものを運んで来ました。


    　てぃーたいむさんの前に運ばれてきたそれは、台車にのせられた看板でした。


    「なんじゃい？」


    　とても大きな看板には、翼のはえた竜が描かれていました。


    「このどらごん、よなかにかんばんからぬけでてあばれまくり」


    　大公さん、そんなことを言いました。


    　いくら妖精さんの遊びとはいえ看板の絵は飛び出ない……とは限らないのですが、ひとまず一般的に絵は飛び出ないという前提で話を進めましょう。


    「うそっこ？」


    「うそちゃうよ。ほんまでよるよ」


    　ドラゴンといえばこの時代では最強生物と思われていました。


    　そんなものが毎夜、看板から抜け出て暴れていると言うのですからたまったものではありません。……大公さんの話が事実であるならばですが。


    「ちゅーことで、なんとかしちくれ。できなかったられっつしんりゃく」


    「あいあい」


    　大公さんは侵略とかちらつかせましたが、てぃーたいむさんは安請け合いをしてしまいます。なんだかんだで自分のとんちに自信があったのでしょう。


    　冷静に考えるなら、これは大公さんの罠わなです。てぃーたいむさんにわざと失敗させ、難なん癖くせつけて土地を侵略してしまうつもりなのでしょう。


    　てぃーたいむさん、実は大ピンチです。


    「ではでは、さっそく」


    　てぃーたいむさんは、その場に座り込んで瞑めい想そうタイムに入ります。いつも、このようにしてとんちを絞り出すのです。


    　一分ほども経たった頃でしょうか。


    　てぃーたいむさんは目をかっと見開きます。


    「ちーん。おひらめきー」


    「みょうあん、でた？」


    「そっこーでかいけつ」


    　てぃーたいむさんは胸をどんと叩たたきます。そうして、すぐに竜をとらえる準備に入りました。


    　上質のビーズ製鎖くさり帷子かたびらを着込み、かたいかたいウミガメの卵殻を兜かぶとがわりにかぶり、一流の武器職人に作らせた昆虫採集用タモを槍やりのごとく構えます。


    「さあ、おうさま」


    　準備万端怠おこたりなく、てぃーたいむさんは言い放ちます。


    「どらごん、かんばんからおいだしてくださる？」


    「…………え？」


    　王様は言葉を失いました。


    　看板の竜を捕まえるためには、まずは看板から追い出せと言うのです。それができないなら噓うそだよねーと暗に突きつけているのです。


    　なんと見事なとんちでしょうか！


    　出るはずもない竜を出ると言い張り、てぃーたいむさんを試した大公さんの悪わる巧だくみ、ここに完全に潰ついえたのです！


    「え……どらごんを……かんばんから、おいだす？　わしが？」


    「はいな」


    　せかされ、大公さんは看板の前に立たされます。


    　もうこうなってしまったら悪巧みもおしまいです。あとは王様の器を見せつけるようにてぃーたいむさんのとんちを絶賛し、ほうびを取らせることでしか、その面めん目ぼくをたもつ術すべはありますまい。ところが。


    「おっけー」


    「…………え？」


    　今度はてぃーたいむさんが、びっくりぎょうてんする番でした。


    　大公さんは看板の裏側を、ばーんと叩たたきました。


    



    「きしゃー！　ドラゴンあらわる！」


    



    　なんということでしょう。描かれた竜が、看板からばーんと飛び出してきたのです。


    　それはもう昔話じゃ済まないレベルの、洒落しやれにならないリアルな質感のドラゴンです。こんなちんけな童話ごっこではなく、西洋本格ファンタジー小説とかに出てくるやつです。


    「うおお！　今日はごちそうがたくさんじゃあ！　本日のランチは妖精フェアかあ？　いただきまぁす！」


    「ぎゃぴ──────っ!!」


    　ドラゴン大暴れ。


    　謁えつ見けんの間にいた妖精さんたち散り散り。


    　城は半壊。


    　一七人ほどお召し上がりになられたとか。


    　さすが本格ドラゴン。きっちり食べきります。


    　幸いなことに、食べられた一七人にてぃーたいむさんと大公さんも含まれていたので、邪悪な侵略計画ももろともに立ち消えになったそうです。


    　ぼちぼちめでたしめでたし。


    



    



    [image: ]

  


  
    あとがき


    　若い頃から、あとがきが苦手でした。


    　物書きを目指していたので、プロを神格化していたので、その偉大さが作品外で揺らぐことに傷ついていました。文章書きが作品の外でコメントをするなんて……。黙だまって作品で勝負すればいいのに、作品外であーだこーだ言うなんて。つらい。


    　……という感覚、わかる人にはわかると思います。


    　あまのじゃくだったんですな。今でもだいぶ天野君ですけど。


    　少数派であることは自覚してます。が、それでもなお不ふ言げん実じつ行こうという生き様には強く憧れます。男の中の男、キャプテンハーロックのようではないですか（実際のハーロックはけっこう喋しやべりますが）。


    　作家でテレビ番組に出演するような人がいるんですが、やっぱり同じ理由で苦手でした。


    　そりゃないぜヒロシ、とか思ってました。そんなんだから帝都呪のろわれるんだよ、と。


    　というあまのじゃくがプロライターになったわけですから、最初の頃は現場との軋あつ轢れきもありました。


    「インタビュー出て作品の秘密ベラベラ喋ってよ」「勘弁してよ……」


    　とか、


    「ファンと食事会とかどうよ」「ライターに芸能人になって欲しいの？」


    　とか、


    「せっかくみんなでライターで御み輿こしを担かつごうとしてるんだから空気読みなよ」「御輿を担ぐって褒ほめ言葉じゃないだろう……」


    　あーイガイガしてる。


    　こんなことが何度もあったわけです。そのたびに水流に揉まれて角が取れたガラス片のように、私も丸くなっていってですね。まあスポイルされたとも言いますが。


    　そして今、こうして平和な気持ちであとがきを書いてまぁす。元気でぇす。


    　今回、未来人ネタの話を書いたんですが、もし若い頃の私が今の私を見たら、おそらく殴なぐりかかってくるでしょうね。「オマエなんて俺じゃない！」とか叫びながらね。


    　私の方でも、その[image: ]こぶしを避よけることしは一切しませんよ。若い暴力を黙って受け容いれます。そうした無抵抗だけが、平気であとがきを書いてしまうようになった俗ぞくな私に許されるただひとつの抗こう弁べんでもあるからです。


    　……ということで、あとがき２ページをごく短時間で埋めてしまったわけですけど、今回の短編集も楽しんでいただければ幸いです。


    　次作は完全新作になる予定で、来年２月発売を見込んでおります。内容はかなりストレートな（中学生でも気軽に読めちゃう）ジュブナイルＳＦを書こうと思っております。


    　こちらの方もなにとぞよろしく。

  


  
    田中ロミオ


    Romeo Tanaka
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